
工事名称 皆実雨水排水ポンプ場建築工事(建築主体工事)

工事場所 三原市皆実五丁目

工事内容 皆実雨水排水ポンプ場における、ポンプ棟を新設する。

【工事概要】

ポンプ棟

　・ＲＣ造、地上３階、延床面積336.89㎡

準　　則 公共建築工事標準仕様書（最新版）、公共建築改修工事標準仕様書（最新版）、

建築物解体工事共通仕様書（最新版）に基づき施工する。

関係法令等 本工事については、次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法、同施行令、同施行規則

・消防法、同施行令、同施行規則

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律、同法施行令、同法施行規則

・労働安全衛生法、同法施行令、労働安全衛生規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・石綿障害予防規則

・大気汚染防止法、振動規制法及び土壌汚染対策法

・建設工事に係る再資源化等に関する法律、同法施行令、同法施行規則

・その他関係法令

工事保険等 　受注者は、本工事において第三者に与えた損害を補填する保険又はその他必要とする建設工事

に関連する保険等に加入しなければならない。

疑義変更 　本設計図書は、設計の大要を示すものであり、詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも

完全に施工すること。

　施工に際して疑義を生じた場合、または軽微な変更を必要とする場合には、速やかに監理者と

協議し、監督員の指示により施工すること。ただし、これらに於いて受注金額の増減はなきものとする。

提出書類 　施工に先立ち、工事工程表、仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し、監督員の承認を

受けること。商品名及び製造者名が記載された材料については、当該商品又は同等品を使用する

ものとし、同等品を使用する場合は、監督員の承諾を受けるものとする。また、設計図書に定める品

質及び性能を有することの証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けるものとする。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後、令和７年３月２４日をもって工期とする。このうち検査期間として

１３日間を見込んでいる。

工　事　仕　様　書



留意事項 ・JR に近接する工事を行う際は、一般社団法人日本鉄道施設協会が認定する

　JR 西日本工事等従事者資格を有する者（工事管理者等）を配置すること。また、軌道の

　動態観測については、JR との協議により適切に実施するものとする。

・工事受注後、すみやかに関連工事施工者及び関係機関と工程調整等を実施し、早期着手・早期完成に

　努めること。また、これらについては、受注者が主体となって協議・調整を行うこと。

・コンクリート破砕等の作業において、民家に隣接しているため、低騒音型機械を使用するものとする。

　また、重機運転操作にあたっては、慎重な運転を行うこと。

・車両の運転にあたり、速度規制厳守とする。（国道１８５号までは時速３０ｋｍ以内）

・本工事内及び近接する地域住民、企業等には工事内容等を十分に周知・調整したうえで、苦情や

 　トラブルのないよう施工に努めること。また、特記仕様書及び設計図書に明示していない事項、または、

　その内容に疑義が生じた場合は、監督員の指示を受けること。

・本工事は、近隣住民等の安全はもとより、丁寧な説明と施工により、関係者の理解と協力を得なが

　ら実施すること。

・入札に先立ち現地調査を十分に行ない、質疑がある場合は入札前に確認すること。

・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を行わ

　ない。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

・工事中に粉塵の発生が予想される工種については、周辺の環境対策のため散水を確実に行うこ

　と。

・工事期間中は付近の交通の安全を図ると共に、必要な場合には交通誘導員を配置し事故及び

　危険防止に努めること。

・周辺道路の保全及び清掃については、常に注意を払い定期的に清掃を行うこと。

・工事車両等により周辺の道路を汚した場合は、清掃を行うこと。

・工事に支障を及ぼす雨水及び湧水等の排水については、ノッチタンクにより汚泥等の処理を行っ

　たうえ、適切に排水すること。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のため、必要に応じて監督員の指示する範囲に、バリケード

　等を設置すること。また、苦情等発生した場合にはこれに対応すること。

・台風等の強風が見込まれる場合、事前に足場等の養生シートを折りたたむなど対策を施すこと。

・工事に係る電気、水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・施工面積（外構工事含む）が3,000㎡以上の場合、土壌汚染対策法第4条第1項に規定する届け

　出を工事着手30日前までに所轄官庁へ提出すること。

・石綿含有建材の調査について、工事着手前までに書面及び目視調査を、一般建築物石綿含有

　建材調査者、特定建築物石綿含有建材調査者、またはこれらの者と同等以上の能力を有すると

　認められる者が行うこと。

・また、含有建材の調査結果を工事着手前までに発注者に対し説明を行うこと。

・廃石綿等が発見された場合は、建築物解体工事共通仕様書のアスベスト含有建材の除去等に

　基づき、適切に除去を行うこと。

・その他石綿の飛散防止等については、改正大気汚染防止法及び施行令（令和３年４月１日施行）

　に基づくこと。

・官公署その他への手続きは受注者の負担で遅滞なく行うこと。

・施工箇所周囲の備品、機器等については、養生及び清掃等を確実に行うこと。

・図面に明示されていない事項であっても、工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・工事に伴い各種申請手数料等が発生した場合は受注者の負担とする。

・配筋検査は、受注者による自主検査を行ったうえ、監理者及び監督員による検査を受検すること。

　なお、これらの検査は、種類、径及び数量については全数検査を行うこと。

・本工事の外注資材、労務等の調達については、極力、三原市内に主たる営業所を有する業者に

　発注すること。困難な場合は、あらかじめ、理由を添えて発注者の承認を受けること。

・本工事は週休2日（4週8休以上の現場閉所）の対象工事として全体工期の設定及び積算している。



・契約後、受注者が工事着手前に発注者に対して週休2日に取り組む旨を協議した上で取り組むこと

　とする。なお、工事着手前に週休2日に取り組むことについて協議が整わなかった場合（受注者が

　週休2日の取り組みを希望しない場合を含む）及び達成状況を確認して4週8休に満たないものは

　、その達成状況に応じて労務費と共通費の補正分を減額変更する。

・定例会議の頻度と方法は協議による。方法は現場事務所での現地開催を基本とし、一部Web会議

　(現場事務所と市役所を想定)併用とする。現場でのWeb会議の環境設定（受注者側がホスト。現場の

　通信費等を含む。）は、工事に含む。

・資料の削減を目的として、電子機器の利用を主とすること。

・定例会の資料は、電子データとすること。

・受注者は各定例会の前日までに必要な資料を所定の場所に提出すること。

・受注者は各定例会後の5日以内に議事録を作成して、所定の場所に提出して出席者に内容を

　共有すること。

・現場事務所には、HDMI規格を出力できるモニター（50インチ以上）を設置すること。

・現場事務所内は、無線通信（同時接続10台以上）が可能な環境とすること。

・交通誘導員は本工事で見込んでいる。実施数量が設計数量に満たない場合は設計変更（減額）の

　対象とする。

・工事作業期間中の交通誘導員は、常時１人／日に加え、重機・機材・材料の出入り等につき、

　１人／日を見込んでいる。

・外部足場等に過剰な宣伝広告はしないこと。

・受注者事務所、休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・工事完了後、完成図として製本図面（二つ折り・A3縮小版）を３部提出すること。

・以下の設計図面は、A1版をA3版に縮小している。（縮小率50％）

・杭等の図面にない地中工作物が発見された場合は、位置や寸法の記録を完成図書に加えること。

・広島県工事中情報共有システムを利用すること。なお、本工事にシステム利用料金を見込む。

・工事完了後、完成図として製本図面（二つ折り・A3縮小版）を３部提出すること。

・広島県工事中情報共有システムを利用すること。なお、本工事にシステム利用料金を見込む。

・近隣住民等への支障を最小限とするため、騒音、振動及び粉塵等の対策については最大限配慮した

　施工方法を採用すること。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のため、必要に応じて監督員の指示する範囲に、バリケード等を

　設置すること。

・工事車両の通行については施設利用者等の安全を最優先すること。

・工事に係る電気、水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・施工箇所周囲の備品、機器等については、養生及び清掃等を確実に行うこと。

・図面に明示されていない事項であっても、工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・施工面積（外構工事含む）が3、000㎡以上の場合、土壌汚染対策法第4条第1項に規定する

　届け出を工事着手30日前までに所轄官庁へ提出すること。

・仮使用申請、道路使用、道路改築申請等の手続きについては、受注者の負担により遅滞なく行うこと。

・雨水の浸入を防止する部分、屋根、外壁又はこれらの開口部に設ける戸、わくその他の建具周り等

　からの雨水の浸入に関する瑕疵については引渡しの日の翌日から１０年間責任を負うこと。

・工事に伴い各種申請手数料等が発生した場合は受注者の負担とする。

・本工事の外注資材、労務等の調達については、極力、三原市内に主たる営業所を有する業者に

　発注すること。困難な場合は、あらかじめ、理由を添えて発注者の承認を受けること。

・請負契約の締結後から現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は

　仮設工事等が開始されるまでの期間）については、現場代理人及び主任（監理）技術者の専任を

　要しない。なお、現場施工に着手する日については、監督職員との打合せにおいて定める。

・工事着手の時期については、別途発注の土木工事の完了後（令和６年８月頃）を予定している。

・本工事は、「発注者指定型」による週休２日工事等の対象工事であり、実施にあたっては

　「三原市　週休２日工事等実施要領」に基づき実施するものとする。



令和６年度

1/5～50

建築工事図面目録

1/100

1/200

断面図２

断面図１

立面図

平面図２

平面図１

仕上表

面積求積図

工事区分一覧表

建築工事　図面目録

1/100

1/100

1/100

1/100

1/200

番　号 縮　尺図面名称

1/50断面詳細図

断面図３ 1/100

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

Ａ－２２

Ａ－２３

Ａ－２４

Ａ－２５

Ａ－２６

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

階段詳細図１

階段詳細図２

基準詳細図１

基準詳細図３

基準詳細図２

屋根平面詳細図

３階平面詳細図

２階平面詳細図

１階平面詳細図

水路部分平面詳細図

1/50

1/50

1/50

1/50

1/20，50

階段詳細図３

1/20，50

1/50

番　号 縮　尺図面名称

1/10，20

1/5～50

1/3～50

附近見取図・配置図・建築概要

Ａ－２７ 基準詳細図４ 1/20，30

Ａ－２８

Ａ－２９

Ａ－３０ 展開図１ 1/50

基準詳細図６（鋼製建具）

基準詳細図５（煙突） 1/30

1/3，50

Ａ－３１

Ａ－３２ 展開図３

展開図２

1/50

1/50

Ａ－３６

Ａ－３７

Ａ－３３

Ａ－３４

Ａ－３５

法規チェックリスト

建具表

建具配置図

天井伏図

1/50

1/100

1/100

1/50展開図４

1/100

日影図Ａ－３８

Ａ－３９ 箱抜図

1/200

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

Ｒ階床伏図

２階・３階床伏図

Ｂ１階・１階床伏図

軸組図１

軸組図２

Ｓ－０９

Ｓ－１０

Ｓ－１１

Ｓ－１２

Ｓ－１３

リスト表１

リスト表２

リスト表３

1/30

1/30

1/30

部分配筋図１

部分配筋図２

1/20

1/20

ラーメン配筋図１

ラーメン配筋図２

クレーンガーダー詳細図

1/30

1/30

1/30

1/20

1/20

1/50

1/50

1/20、30

Ｓ－１６

Ｓ－１７

Ｓ－１８

Ｓ－１９

Ｓ－２０

Ｓ－２１

Ｓ－２２

Ｓ－２３

土木リスト表１

土木リスト表２

1/30

1/30Ｓ－１５

Ｓ－１４

Ｓ－０８

Ｓ－０１

Ｓ－０２

Ｓ－０３

Ｓ－０４

Ｓ－０５

Ｓ－０６

Ｓ－０７

皆実雨水排水ポンプ場建築工事（建築主体工事）

構造細目共通図　（建築構造物）（１）

構造細目共通図　（建築構造物）（２）

構造細目共通図　（建築構造物）（３）

構造細目共通図　（建築構造物）（４）

構造細目共通図　（建築構造物）（５）

構造細目共通図　（建築構造物）（６）

構造細目共通図　（建築構造物）（７）

構造細目共通図　（建築構造物）（８）



縮    尺 ---Ａ-０１

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

三原市皆実五丁目

令和６年度　

特記仕様書（１）

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

適用する

・シーリング防水工事作業

 ※上記以外の鉄筋

 ※重ね継手（     ）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　）

 ※重ね継手（     ）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　）

 ・図示　・　

※下記以外の鉄筋

 ※Ｄ１９以上の柱、梁の主筋

％（　　２００％）％（　　　６０％）

 性能　　　　　　　※Ｈ１２建設省告示第1463号に適合するもの　　・Ａ級

 機械式継手の種類　・グラウト材必要　・グラウト材不要　　　　　使用箇所　※構造図による

（５．５．２）

 機械式継手１４

 　　　　外観試験　※行う（全圧接部）　　　抜取試験　※超音波探傷試験（第三者）

 圧接完了後の試験

 技能資格者　　　　※適用する

 ※構造図による

 ・ＭＨ形　　　 　 ・「各部配筋　参考図」による　　 　・構造図による

 ・Ｍ形　　　   　 ・「各部配筋　参考図」による　 　  ・構造図による

 ※Ｈ形　　　　　　※「各部配筋　参考図」による　 　　・構造図による

（５．４．９）

 ガス圧接継手１３

 構造(耐震)スリット１２

 梁貫通孔の補強形式１１

 ※重ね継手

鉄筋の継手位置　　※「各部配筋　参考図」による　　 　・構造図による

　（５．３．４）

　（５．３．７）

　（５．３．５）

　（５．３．４）

　（５．３．４）

　（５．３．４）

　（５．２．２）

 鉄筋の継手

 溶 接 金 網２

３

種類の記号

 ・重ね継手（     ）※ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　） ・基礎梁主筋

 ・重ね継手（     ）※ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　）

 ・重ね継手（     ）※ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　）

 ・梁主筋

 ・柱主筋

継手の方法と適用径部　位

 ・鉄筋格子

網目の形状、寸法及び鉄線の径 使用範囲種類

 ・溶接金網

 壁開口部の補強

 帯    筋

 各 部 配 筋

 の最小かぶり厚さ

 耐久性上不利な箇所

 鉄筋の定着方法、

 位置、長さ及び余長

 鉄筋重ね継手の長さ

 　　　　　　　　　※Ｂ形　　　   ※「各部配筋　参考図」による　　　・構造図による

 一般形　　　  　　・Ａ形　　　　 ・「各部配筋　参考図」による　　　・構造図による

 耐震壁　　　　　　※構造図による

 既製コンクリート杭の杭頭接合の方法　※図示による　

 各部配筋　　　　　　　　　　　　　　※標準仕様書「各部配筋　参考図」による　 ・構造図による８

７  耐久上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下記による（目地底から計測）

 上記以外の鉄筋の定着長さ　　  　 ※標準仕様書表５．３．４　による  　

 柱に取付る梁の引張鉄筋の定着長さ ※４０ｄと標準仕様書表５．３．４のうち大きい値　・構造図による６  鉄筋の定着の長さ

 ・　

標準仕様書 表5.3.6に加える寸法（㎜）

 ※１０　・　

 ・　

 ・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面

施工箇所

１０

９

４

５ ※「各部配筋　参考図」による　　 　鉄筋の定着方法、位置、長さ、余長　　　

・ＳＰ形　　　　　・「各部配筋　参考図」による　　 　・構造図による

・Ｗ－Ｉ形　　　　・「各部配筋　参考図」による　　　 ・構造図示よる

※Ｈ形　　　　　　※「各部配筋　参考図」による　   　・構造図による

・構造図による

上記以外の鉄筋の定着長さ　　  　 ※標準仕様書表５．３．２　による  　

主筋と耐力壁鉄筋の重ね継手の長さ ※４０ｄと標準仕様書表５．３．２のうち大きい値 ・構造図による

 ※重ね継手（　 　）・ガス圧接（　　　　　）・機械式継手（　　　　）

 ※重ね継手（     ）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　）

 ・杭主筋　

 ・耐震壁

 ・土圧壁など

 ・基礎スラブ・耐圧スラブ

　（５．２．１）

５
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

 鉄筋の種類１ 規格の名称 備考呼び径（㎜）種類の記号

 ※ＳＤ２９５Ａ ※異形鉄筋

 ・　

 ※ＳＤ３４５　（鉄筋コンクリート用棒鋼）

 杭残土の重金属等

 置換コンクリート地業９

 型枠使用の有無　　　　　　※有り　　・無し

 コンクリートの仕様　　　　※６．コンクリート工事　無筋コンクリート　による

 支持地盤　　　　　　　　　※構造図による

 支持地盤の長期設計支持力　・　　ｋＮ／㎡

 形状　　　　　　　　　　　※構造図による

 　　　　　スランプ　　　　　　　　※１５㎝　　・１８㎝

 　 　　　 設計基準強度　　　　　　※１８Ｎ／ｍ㎡　　・　　Ｎ／ｍ㎡

 材料

 地業)

 (ラップルコンクリート

 　コンクリートの種類　　　※普通コンクリート　　・　

 溶出試験

 カドミウム、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、セレンの６種類の溶出試験を行うこと。

 溶出量基準及び測定方法は、Ｈ３環境庁告示第４６号による。

１０

 地 盤 改 良

 六価クロム溶出試験　　　※行う（溶出量基準及び測定方法は H3 環境省告示第46号による）

 　　　　・深層混合処理工法（適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による）

 工法　　・浅層混合処理工法（適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による）８

用いた工法による改良）

（セメント系固化材を

 工法　　　　※型枠を組み打設し、平たんに仕上げる。

（４．６．５）

（４．６．４）

（４．６．２～３）

□ 材料　　　　・再生クラッシャラン Ｇ 　　　　　  ・切込砂利及び切込砕石

 床下防湿層

 捨コンクリート地業

 砂 利 地 業

 直 接 基 礎

 材料　　　設計基準強度　※１８Ｎ／ｍ㎡　・　　Ｎ／ｍ㎡　　　　スランプ　※１５cm　・１８cm

７

 防湿層の位置　　　※図示による　

 防湿工法　　　　　※ポリエチレンフィルム厚さ０．１５㎜以上　　

 施工範囲　　　　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピットを除く）

※重ね及びのみ込み　２５０㎜以上

※５０

 ・図示による　・　

 ・図示による　・　

・　　

厚さ 使　用　範　囲

６

コンクリートの仕様　　　※６．コンクリート工事　無筋コンクリート　による

 厚さ及び使用範囲　

※６０

 ・図示による　・　

 ・図示による　・　

使　用　範　囲

・　　

厚さ

５

 厚さ及び使用範囲　

 支持地盤の設計支持力度　・　　ｋＮ／㎡以上        支持地盤　　　　※構造図による４

 杭の精度　　　　水平方向のずれ　・１００㎜以下　・構造図による    杭径　・設計値以上　　

 支持地盤　　　　※構造図による                    支持地盤の確認　　　※杭先端部土質の確認

 鉄筋の最小かぶり厚さ　　・１００㎜　・　　㎜　　・構造図による

 帯筋　　　　　　※構造図による

 スライム処理　　・行う

○

（ｋＮ／本）（㎜）（ｍ）（㎜）

備考長期設計支持力セット数拡底径杭長軸径符号

試験杭

本　杭

３  場所打ち

 コンクリート杭地業

□ 　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種 Ｇ　 ・　

 　　　　　　　・行わない

 　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所

 孔壁の測定　　※行う

 　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）

 併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

 材料

 　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張り　・行う　・行わない）

 　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器

 　　　　　　・リバース工法 掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　・使用しない）

溶接部の検査　　　　　・浸透探傷試験　　※外観全数検査

鉄筋の種類　　　　　※第５章　鉄筋工事　の種類による。

 　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による

 　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　・ＳＫＫ４９０　・ＳＴＫ４００　・ＳＴＫ４９０

 　　・行う（・３Ｎ／ｍ㎡　・　Ｎ／ｍ㎡）　・行わない

 　構造体コンクリート強度と供試体の強度の差を考慮した割増し

 　　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ／ｍ㎡

 　コンクリートの種別(表４．５．１)及び設計基準強度

 断面等

 施工管理技術者　　※適用する

杭の傾斜　　　　　　　・１／１００　・評定条件または認定条件による　・構造図による

水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００㎜以下　・構造図による 杭の精度

 　　　　杭周固定液の使用　※する　・しない

 杭の継手　　　　　※アーク溶接継手（JIS A 7201及びWES 7601による）

 杭頭の中詰材料　　※コンクリート（基礎コンクリートと同仕様：打設時は落下防止材で養生）　

 既製コンクリート杭地業施工方法

　　　　　　　　　　　　　[写真撮影要（接写とも）]

 支持地盤の確認方法　　※電流計の数値（自動記録計）及びオーガー先端部付着土質の確認

 支持地盤の位置及び種類（基礎杭の先端の位置含む）　　　　　※構造図による

 　　　・処理する（処理方法　※構造図による） 杭頭の処理　　　　※処理しない

 　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準によるものとする。

 　　　　　　　　　　　機械式無溶接継手は評定等により定められた項目の検査を行う。

 　　　　　　　　　・機械式無溶接継手（建築基準法に基づき評定等を受けたもの）

    　　　　　　　 　溶接部の試験　　　・浸透探傷試験　　※外観検査（全数検査）

　　　　　　　　 　  溶接のパス数　　　※建築工事監理指針　表4.3.12による

　　　　　　　　　　 半自動溶接　　※JISZ 3841 SS-2H若しくはSA-2H程度又は日本溶接協会規格

　　　　　　　　                     WES8106によるFP-SS2P若しくはFP-SA-2Pの技量を有する者

 　　　　　　　　　※不要　・要（構造図による）

 ネガティブフリクション対策

杭先端金物　　※認定仕様 杭先端部の形状　　※開放形　・閉そく形

 　なお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする。

 ＰＲＣ杭の種別　　・Ⅰ種　・Ⅱ種　・Ⅲ種　・Ⅳ種

 ＰＨＣ杭の種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ＳＣ杭の板厚　　　※構造図による

 ＳＣ杭の鋼管　　　・ＳＫＫ４００　・ＳＫＫ４９０　・ＳＴＫ４００　・ＳＴＫ４９０　・　

 　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法 ・プレボーリング拡大根固め工法（高支持力工法）

 　　　を採用できる工法

 　　・Ｈ１３国交告第１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

 　　・Ｈ１３国交告第１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　　、β＝　　　、γ＝　　　

 　※特定埋込杭工法　　・セメントミルク工法

備考

 下杭

 中杭

 上杭

 下杭

 中杭

 上杭

長期設計支持力

（ｋＮ／本）（Ｎ／m㎡）（㎜）

コンクリート強度本数継手数

及び種別

杭長（ｍ）杭径符号

本　杭

試験杭

 杭仕様　　　・図示による　　・下記表による

２

（４．３．２～７）

 既製コンクリート杭

 地業

 　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭(ＰＲＣ杭)

 材料

 　・外殻鋼管付きコンクリート杭(ＳＣ杭)

 　※遠心力高強度コンクリート杭(ＰＨＣ杭)

６　箇所

１　箇所

 設備工事との取り合い

 施工図及び施工計画書

表１．７．１

（１．７．１～３）

（１．５．９）

１４

１３

 完成時の提出図書１２

 完成写真１１

 化学物質の濃度測定１０

 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　 ※梁貫通部要注意

※　８０ｘ１２７程度

※１３０ｘ１８０程度

２部

２部

カラー　※　Ｌサイズ（内部）

カラー　※２Ｌサイズ（外部）

 提出書類の詳細については、別途、監督員の指示による。

 保全に関する資料（提出部数　※　１部　・　　部　）

 完成図（ＣＡＤデータの提出（※　要　・　不要　））

 電子データ等の提出形式及び方法等は監督職員の指示によるものとする。

 上記のほか、監督職員指示の箇所をデジタルカメラにより撮影し、提出すること。

 完成写真撮影者　　※監督職員の承諾をする撮影者　　・監督職員の承諾する撮影業者

 ※原版共カラー、電子データ化（ＣＤ－Ｒ等）し、全て提出する。

 下記のものを監督職員に提出するものとする。

原板の大きさ（㎜）分類・規格 部数撮影箇所

 ・厚生労働省の標準的方法による（アクティブ法）

     監督員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けるものとする。

   ⑤その他

     測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

   ④分析

     ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

         測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

         が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が

     ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定

     イ　②の状態のままで測定する。

   ③測定

     等の収納部分の扉は開放したままとする。

     ①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ

   ②５時間閉鎖

     し、３０分間換気する。

     測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

   ①３０分間換気

 ※パッシブ型採取機器（拡散方式パッシブ型測定バッジ）を用いて、次の要領で測定及び分析を行う

 測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告するものとする。

 図示した室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受けるものとする。

・一級・二級・造園工事作業造園植栽工事

・ビル用サッシ施工作業

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

表装

内装仕上施工

カーテンウォール施工

・自動ドア施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・左官作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・溶解ペイントマーカー工事作業

・建築配管作業

・壁装作業

・ボード仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・建築塗装作業

・ガラス工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

・石張り作業

タイル張り

路面表示施工

配管

塗装

ガラス施工

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

サッシ施工

左官

建築板金

内装仕上施工

建築板金

建築大工

石材施工

舗装工事

排水工事

内装工事

塗装工事

カーテンウォール工事

建具工事

左官工事

金属工事

屋根及びとい工事

木工事

タイル工事

石工事

単一等級

単一等級

（１．５．２）

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

・一級・二級

工事種目 技能検定職種 技能検定作業 等級

・改質アスファルトシートトーチ工法

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業防水施工

・鉄筋組立作業

・ＡＬＣパネル工事作業ＡＬＣパネル施工

・コンクリートブロック工事作業

・構造物鉄工作業

・コンクリート圧送工事作業

・型枠工事作業

・とび作業

ブロック建築

コンクリート圧送施工

鉄工

型枠施工

鉄筋施工

とび

防水工事

押出成形セメント板工事

ＣＢ・ＡＬＣパネル

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

仮設工事

単一等級

・とび作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

とび

 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法によるものとする。

 技　能　士

 特別な材料の工法

９

８

 (ｃ)「グリーン購入法」（平成12年法律第100号）により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

 地盤の平板載荷試験　※行わない  　・行う（　　）箇所

 共通仕様

※工事写真の撮り方（改訂第２版）建築編　　建設大臣官房官庁営繕部監修

施工条件

 適用基準等

□

基準風速　　Ｖｏ＝　３２ｍ／ｓ

４
　
地
　
業
　
工
　
事

３
　
土
　
工
　
事

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

１５

１６

１

２

４

３

１

２

３

１

（４．２．４）

（４．２．２）

（３．３．３）

（３．２．５）

（３．２．３）

（２．３．１）

（２．２．４）

 設計ＧＬ

 耐荷重及び耐外力

 監督職員事務所

 足場その他

 工事用水

 工事用電力

 埋戻し及び盛土

 建設発生土の処理

 山留めの撤去

 地質調査位置、柱状図、地層構成、地下水位　　　※構造図による

 　　　　　　　　　　試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による。

　　　　　　　　　   位置、深さ、対象地盤及び最大載荷加重は構造図による。

 試験杭（　　）本　　位置は構造図による

 　　　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

         試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六価クロム溶出試験を行うものとする。

　　　　 Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出

 種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

家屋への影響に要注意）

 ※構外指示の場所に処分　・構内指示の場所に敷き均し　・構内指示の場所に堆積（地盤沈下による近隣

  （処理証明書、写真要）

 ※撤去する（撤去跡　・砂締め　・　　　）　　・撤去しない

 構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※　有償　・　無償　）

 構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※　有償　・　無償　）

 備品等は、監督職員の指示を受けて設置するものとする。

 ※設ける　　　　㎡　　・設けない　　　

地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

 建築基準法に基づき定められた区分等

 ※図示　・（　　　　）

 　　　　　　　 　　　（舗装工事）

　　  排出ガス対策型　※バックホー（土工事）、振動ローラー・マダカムローラー・タイヤローラー

 　　　 　　　　　　　（土工事）、振動ローラー・マダカムローラー・タイヤローラー（舗装工事）

 　   低騒音型　　    ※杭打機・発電機（杭工事）、バックーホー（杭工事、土工事）、ブルドーザー

 (ａ)本工事に使用する材料・機材等（以下、「材料」という。）は、設計図書に定める所要の品質及び

 (ｄ)設計図書でＪＩＳ又はＪＡＳによる以外に特別に指定された材料及び建築材料等指定名簿に記載さ

 (ｃ)設計図書でＪＩＳ又はＪＡＳによると品質及び性能が指定された場合に、ＪＩＳ又はＪＡＳマーク

 (ｂ)使用する材料が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料を、監督職員に提

　 　とする。

　　 に所要の品質及び性能を有することの同等証明資料を監督職員に提出して、その承諾を受けるもの

　　 れた材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は、上記３．と同様

　　 とする。

　　 明となる資料、又は外部機関が発行する証明資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるもの

　　 なお、これらの材料を使用する場合は、ＪＩＳ又はＪＡＳに定める品質及び性能を有することの証

           ては、システムの構築能力があり、現場で施工体制が整えられているもの）

     （６）販売、保守等の営業体制が整えられているもの（なお、システムとして機能するものにあっ

     （５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があるもの

     （４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している

     （３）安定的な供給が可能であるもの

　   （２）生産施設及び品質の管理が適切に行われているもの

　　 （１）品質及び性能に関する試験データが整備されているもの

　　 の表示のない材料及びその製造業者は、次の１）から６）の事項を満たすものとする。

　　 を省略することができる。

　　 ーク表示のあるものを使用する場合及びあらかじめ、監督職員の承諾を受けた場合は、資料の提出

　　 出する。ただし、設計図書でＪＩＳ又はＪＡＳによると指定された材料で、ＪＩＳ又はＪＡＳのマ

　　 性能を有する新品とする。ただし、仮設に使用する材料は新品でなくてもよい。

    ※機種及びラベル表示の分かる写真（接写とも）を工事写真帳に添付

（ｄ）環境配慮型建設機械の使用

７

（１．４．２）

 材料の品質等

     　　③旧ＪＩＳのＥｏ品

     　　②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

    　　 ①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆品

     　　該当する建築材料

   　Ⅱ．ホルムアルデヒド放散量　第三種

　　　     ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　　     ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

     　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　　     ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

     　　　ｂ．接着剤等不使用

     　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

  　　　 ③下記表示のあるＪＡＳ適合品

　　   　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

  　 　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

   　　　該当する建築材料

   　Ⅰ．ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

 　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

     　　少ないいもの

 　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散がきわめて

     　　せないか、放散が極めて少ないもの

     　　剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散さ

　 　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑

 　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ないもの

     　　極めて少ないもの

　　　 　の他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が

 　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、そ

 　　の１）から５）を満たすものとする。

 　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

 (ａ)化学物質を放散させる建築材料等

     　　デヒドを放散させないか、放散が極めて少ないもの

　 　５）１）、３）及び４）の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台その他の什器等は、ホルムアル

    　　 ④旧ＪＡＳのＦｃｏ品

 (ｂ)工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする、

・コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材・アスファルトコンクリート・建設発生木材・建設汚泥

（６）　「監督職員」は「監督員」と読み替える。

建築工事　一式

（１５）項

１階

Ｂ１階

・部位別の施工順序　　　※指定なし　　・指定あり（・図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・工事車両の駐車場所　（・図示　・　　　　　　　　　　）

・資機材置場　　　　　（・図示　・　　　　　　　　　　）

・建設発生土仮置場　　（・図示　・　　　　　　　　　　）

用途地域

建ぺい率（指定率）

消防法施行令別表第一区分

棟　　　造床 面 積(㎡)

敷 地 面 積

工 事 場 所

工 事 名 称

別
　
途
　
工
　
事

工
　
事
　
範
　
囲

項　　目章

（５）　Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目

（４）　標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において、

（３）　特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　　］内表示

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

（２）　請負者は完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）

容積率（指定率）

・防火地域　・準防火地域　・指定なし防火地域

（１．３．３） 

・施工時間帯　　　　　　※指定なし　　・指定あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

・引き渡しを要するもの（　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　）

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出する。

（以下「標準詳細図」という）

（１．４．１）

（１．３．７）

（１．３．５）

環境への配慮

発生材の処理等

電気保安技術者

６

５

４

３

２

１

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

を用意するものとする。

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書

様書」という。）による。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

を示す。

Ⅱ ．建築工事 仕様

それらが関係法令等（条例を含む）に抵触する場合には、関係法令等の遵守（１．１．１３）の規定を優先する。

２．特記仕様

１．共通仕様

工　事　概　要Ⅰ．

特　　記　　事　　項

１、０７４．１１㎡ （三原市建築基準法施行細則第25条による垂直積雪量：30cm）

積雪区分　Ｈ１２建告第１４５５号　別表（　３４　）

２階

１００×１００×６  ・図示　・屋根

３階

小 計

建築面積(㎡)

㎡

合 計 ㎡

合 計

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ポンプ棟 ＲＣ造（申請部分） 自家発棟　ＲＣ造（既存部分）

第１種住居地域

土木工事　一式

建築機械設備工事　一式

建築電気設備工事　一式

プラント機械設備工事　一式

プラント電気設備工事　一式

※下水道施設標準図（詳細）土木・建築・建築設備（機械）編　平成２５年度　日本下水道事業団編集

令和６年度　皆実雨水排水ポンプ場建築工事（建築主体工事） 特 記 仕 様 書

（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし、アスベスト成形板の処理等は、

国土交通省官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修標準仕

※建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）１
　
各
章
共
通
事
項

（１．３．１１）

工事中の安全確保

 足場を設ける場合は、標準仕様書２．２．４による。

□

（４．５．４～７）

（１．７．２）

 鉄筋かごの補強　※構造図による　　・４．５．４(１)(イ)(ｃ)による

広島県三原市皆実五丁目地内（1755-11,1756-12,13,14,1759-11,12,13)

　㎡

　㎡

　㎡

　㎡

７０．１５

９６．８０

１６９．９４

３３６．８９

２２３．１４

令和６年度　皆実雨水排水ポンプ場建築工事（建築主体工事）

番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を表す



 ※行わない　　　　・行う（仮組を行う範囲　※図示による）

（１０．２．１）

縮    尺 ---

６　

コ 

ン 

ク 

リ 

ー 

ト 

工 

事

８　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１

２

３

４

６

５

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１０

１１

１４

１５

１６

１７

８

９

１２

１３

６

７

３

２

１ ４

 材料及び調合条件

（６．５．４）

 （６．２．５）

（６．９．２）

（７．６．７）

（７．６．４）

（７．３．１０）

（７．３．３）

（７．２．９）

（７．１０．３）

（７．２．６）

（７．２．４）

（７．１０．３）

（７．２．３）

（７．５．２）

（８．３．２～３）

（８．２．２）

（８．２．５）

 ・普通コンクリート

設計基準強度

Ｆc（Ｎ／ｍ㎡）

気乾単位容積

質量（t／ｍ3）

 ・２１

 ・　  　２．３程度

 　２．３程度

 ・１５

 ・１８

スランプ

（ｃｍ）

 ・１５　

 ・１８　

 ・１８

 ・

 下記表の構造体強度補正値（Ｓ）Ｎ／㎜2は、普通ポルトランドセメントを使用した場合を示す

 　　　　・フライアッシュセメントＢ種

 ※混和剤（ＪＩＳ　Ａ６２０４に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤）　

 ・混和剤（ＪＩＳ　Ａ６２０１に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種）

 アルカリシリカ反応性による区分

 　　 　 ※Ａ　（アルカリシリカ反応試験の結果が無害と判定されたもの）

 　　　　　７日目で３５２Ｊ／ｇ以下、かつ２８日目で４０２Ｊ／ｇ以下のものとする。

 種類　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

 ※Ⅰ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８「レディミックストコンクリート」に適合）　

 調合管理強度　　　　　　　※設計基準強度（Ｆｃ）に構造体強度補正値（Ｓ）を加えた値以上とする

 構造体コンクリート強度　  ※材齢９１日において設計基準強度（Ｆｃ）以上とする

 　　 　 ・Ｂ　（※コンクリート中のアルカリ総量 Ｒｔ＝３．０ｋｇ／ｍ3以下）

 位置及び断面寸法の許容差

 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

 単位水量の最大値　　　　※１８５㎏/ｍ

 単位セメント量　　　　　※２７０㎏/ｍ 以上

 水セメントト比の最大値　※６５％　・　　　　

 所要空気量の目安値　　　※４．５％

単位水量の測定　※行わない　・行う

 コンクリートはアルカリシリカ骨材反応を生じる恐れのないものとする

 コンクリートに含まれる塩化物の含有量　　※塩化物イオン（Ｃｌ ）量で０．３㎏/ｍ 以下

 断熱材兼用型枠　　・使用する　※２５㎜以下かつ熱抵抗値１ｍｈ℃／ｋＣａｌ以上　・　　　　　　　

 　　　　　　　　　　適用範囲　※図示　・　

 　　　　　　　　　　使用範囲　※図示　・　

 ※構造体コンクリートの材齢２８日圧縮強度の推定試験及び構造体コンクリートの材齢２８日を超え

 目地　　　寸法　　※９．６．３（ａ）（１）による　　　位置　　※図示　　　間隔　　※図示　

 　　　　　　　　　　使用範囲　※構造図による　・　

 　　　　　　　　　・使用しない

 ＭＣＲ工法　　　　・適用する

 　　　　　　　　　※適用しない

 メッシュ型枠　　　・使用する

 　　　　　　　　　※使用しない

 スリーブの材質　　※６．９．３（ⅰ）（２）及び表６．９．１による　　　・図示

 外部に面する打放し仕上げの打増し厚さ

 　※２０㎜　適用箇所（※図示　・　　　　　　）

 ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打ち増し厚さ部で処理するものとする

 ※表６．９．２ 及び ６．９．３ による

 　９１日以内の圧縮強度の推定試験は公的機関において行う。

 工事現場におけるコンクリート供試体の養生方法　　　　※現場水中養生又は封かん養生　　

 　　　　　　　　　　施工範囲　※構造図による　・　

 せき板の材料　　　※合板（厚さ　※１２㎜　・　　）　　　・床型枠用鋼製デッキプレート

 外観検査（全数検査）　　　　※行う（工場溶接、現場溶接共）

 突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

   独立行政法人建築研究所監修

   「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　　 ・抜き取り検査１　　　　※抜き取り検査２

 割れの疑いのある表面欠陥においては、浸透探傷試験及び磁粉探傷試験を行う

 　工事現場溶接の場合

 　※無収縮モルタル　・　 モルタルの種別

 無収縮モルタルの材料及び調合

 工法の種別

 無収縮モルタルの品質及び試験方法

 　※表７．１０．２（ ※Ａ種［モルタル厚さ５０］　・Ｂ種［モルタル厚さ３０］）による

 　・図示による

強度試験　　 ※行う　・行わない

 ※（社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」付則６［鉄骨精度検査基準］による

ダイアフラム

※鉄骨製品検査　　※行う（工場製品検査報告書を提出）　　・行わない

・ダイアフラムをＨ１２建告第１４６４号第二号イ（１）（２）に規定するただし書きの計算確認有り

・全てのダイアフラムはＨ１２建告第１４６４号第二号イ（１）（２）に規定する仕様を満足している

 フィラープレートの材質　　※ＳＳ４００とする

 エンドタブの切除する部分　　　※全て　　・（　　　　　　　　　　　）

完全溶込み溶接部の余盛り高さ  ※（社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」

付則６[鉄骨精度検査基準］付表３［溶接］による

 エンドタブ・裏あて金　　　　　※ 鋼材の鋼種はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は母材と同等とする

 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件 　※工場認定条件による

　 補強方法

 　ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％　 工場溶接の場合

 浸透探傷試験又は磁粉探傷試験　　 ※行う(適用部位　※部分溶込み部)  ・行わない

 　 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験 ※行う(第三者で、かつ当該工事の品質管理試験を行っていない機関)

 　　　　　　　　　　　　　　 　　・行わない

 開先の形状　　　　　　　　　　※構造図による　　　　　　スカラップの形状　　　　※構造図による

適用箇所　※ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　　　・図示による

 スプライスプレートの材質　・鋼材の鋼種はＳＮ－Ｂとし、引張強さによる区分は母材と同等とする

  ボルト及びナットの材料等　※表７．２．３による　座金　※７．２．３（ｄ）及び表７．５．１による

ボルト接合（座金位置及びねじ山数）

・ボルトはボルト頭下及びナット下に座金を用いることとし、ボルト長さは締付け終了後において

  　　　　　　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法　　※図示

 適用　　・構造用

 　　　　　　適用箇所　　※図示　・　

 　　　　　　材質（ＪＩＳ Ｇ ３１８８）　・ＳＮＲ４００Ｂ　・ＳＮＲ４９０Ｂ

ナットの外に３山以上ねじ山が出るようにする。また、有効な戻止めを行う

             適用箇所、形状及び寸法　　　※図示

 　　　　　　材質（ＪＩＳ Ｇ ３１０１）　・ＳＳ４００　・　

 　　　　・建方用

 　　　　　　保持及び埋込み工法　　※図示

 　　　　　　保持及び埋込み工法　　　　　・表７．１０．１（・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種）　・　

 　　　　　　　　ボルト・ナット・座金のセット」

 　・構造用　　※ＪＳＳⅡ１３－２００４「（社）日本鋼構造協会規格／建築構造用転造ねじアンカー

 アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

 　　　　　　　・　

 　・建方用　　※表７．２．３による

 　　　　　　　・　

 種類　　建築用ターンバックル胴　　　　※割枠式　　　　・図示　　

 　　　　建築用ターンバックルボルト　　※羽子板ボルト　・図示　　

 ねじの呼び　　※図示による　　　　　　ボルトの材質　　※ＪＩＳ Ａ ５５４０

 材質、形状及び寸法　※図示による（建築基準法に基づき指定を受けたもの）

 認定条件　　　　　　※図示による

 厚さ　※図示による　・　　㎜　　　　　　 　各部の配筋　※図示による

 外壁パネルの工法

 　建築基準法に基づき定まる風圧力及び非構造部材の耐震設計・施工指針（ＪＡＳＳ）に対応した工法を

 外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅（㎜）

 伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する

   ※２０　　・　

   施工計画書にとりまとめ提出する

 外壁パネルの工法

   画書にとりまとめ提出する

 　建築基準法に基づき定まる風圧力及び非構造部材の耐震設計指針（ＪＡＳＳ）に対応した工法を施工計

 　躯体表面処理工法の種類

 躯体表面処理　　※２階以上を行う　・行わない

 　※目荒し工法

 　　高圧水洗による目荒しは、５０Ｍｐａ以上の水圧で２．５分／㎡程度とし、仕上がり面の程度は

 　・ＭＣＲ工法

 　　監督職員の承諾を受ける。施工箇所の躯体打増しは図示による。

 　　仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。施工箇所の躯体打増し厚さ及び範囲は図示による。

 下地モルタル塗り　　※モルタル　・ポリマーセメントモルタル　・行わない

 　ポリマーセメントモルタルの調合は、１５．２．３（ｄ）による

 工法　　※密着張り　・改良圧着張り　・改良積上張り　・モザイクタイル張り

接着力試験　　　※行う　　・行わない

（注）暑中期間とは、日平均気温の平年値が２５℃を超える期間

８≦θ

暑中期間（注）

６

３

６

 

０≦θ＜８

予想平均気温θの範囲（℃）

打込から２８日までの
Ｓ

種別

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

適用箇所

検査水準

節

 　ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％

※全て

※第６水準

・

・

・

・

・

・

・

・

 ※頭付きスタッド（ＪＩＳ Ｂ １１９８）

 デッキプレートと鉄骨部材の溶接方法　※図示による

長さ（呼び長さ）㎜ 使用箇所径（呼び名）

 ・８０　・１００　・１２０

 ・８０　・１００　・１３０　・１５０

 ・８０　・１００　・１３０　・１５０

・１６φ

・１９φ

・２２φ

適用箇所

 間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀

 衛生配管用裏積みブロック

 ※空洞ブロック１６　・空洞ブロックＷ－１６

 ・空洞ブロック０８　・空洞ブロック１６

断面形状及び圧縮強さによる区分

 ・外壁用

 ・間仕切用

 ・屋根用

 ・床用

 ※１００　・　

 ※１００　・　

 　１００

 ・１００　・１５０

厚さ（㎜）種類

 ・ 

耐火性能単位荷重（Ｎ／㎡）

 ・ 

 ・３０分

 ・６０分

 ・１２０分

 ・Ｆ種

 ・Ｆ種

 ・Ａ種・Ｂ種・Ｃ種

 ・Ｂ種・Ｃ種・Ｄ種・Ｅ種

工法種別

 ・外壁

 ・間仕切壁

 ※フラットパネル

 ・デザインパネル（図示）

 ・　

 ・　

 ・５０　・６０

 ・５０　・６０

表面形状 厚さ（㎜） 耐火性能 取付工法の種別

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ｂ種　・Ｃ種 ・　 ・５０　・６０

 ・　 ・５０　・６０

 ※フラットパネル

 ・デザインパネル（図示）

表６．３．１　

表７．６．２～４ 

表８．３．１ 

表８．４．２～４ 

表８．５．１～２ 

表１１．３．２ 

 　　　　・高炉セメントＢ種　Ｇ

 　　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ　Ｒ５２１０に示された規定の他、水和熱が

□

３－

※図示による

※図示による

 コンクリートの

 種類及び強度等

 レディーミクスト

 コンクリートの類別

 セメントの種類

 骨材の種類

 混和剤の種類

 構造体強度の

 補 正 値（Ｓ）

 コンクリートの

 仕上り

 型枠の材料

 打増し厚さ

 ひび割れ誘発目地

 打継目地

 型枠の存置期間及び

 取外し

 コンクリート強度試験

 溶接部の試験

 の溶接条件

 入熱、パス間温度

 溶 接 接 合

 高力ボルト接合

 仮    組

 鉄骨の製作精度

 柱底均しモルタル

 スタッドボルト

 デッキプレート

 ターンバックル

 アンカーボルト

 普通ボルト

 ＡＬＣパネル

 押出成形セメント板
 （ＥＣＰ）

 後張り

 外部陶磁器質タイル 施工箇所　　　　※施設外壁（内部吹付け部を含む）　・図示による

 適用タイル　　　・小口タイル　　・二丁掛タイル　　・５０角モザイクタイル　　・階段タイル

７　

鉄　

骨　

工　

事

１４

１５

２

３

１

（６．１１．１）

（６．１４．１）

（６．１４．３）

（７．１．３）

（７．６．２）（７．１２．２）

（７．２．１）

 　　　　　　　・図示

 スランプ　　※１５㎝　・１８㎝　

 適用箇所　　　※６．１４．１（ｄ）による箇所　

 　　　　　　　　　・（１）・（２）・（３）・（４）・（５）

 設計基準強度　※１８（Ｎ／ｍ㎡）・　　（Ｎ／ｍ㎡）　

 常時土又は水に直接接する部分　　　・無し　　　・有り（適用箇所　※図示　・　　　　）

 種別　　　　・１種　　・２種

 　　（　・Ｊグレード　・Ｒグレード　・Ｍグレード　・Ｈグレード　・Ｓグレード　）

 鉄骨製作工場の加工能力

 　※建築基準法第７７条の５６第１項に基づく国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

 　　（株）日本鉄骨評価センター及び全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製

 　　作工場の性能評価基準」に定める次のグレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は

 　　同等以上の能力のある工場とするものとする。

 ※適用する

 ・適用しない

適用箇所種類の記号 規格等

 ※ＪＩＳ規格による　

 ※ＪＩＳ規格による　

 ※ＪＩＳ規格による　

 無筋コンクリート

 軽量コンクリート

 鉄骨製作工場

 施工管理技術者

 鋼    材

４

５

（７．２．２）

（７．４．２）

（７．４．７）

（７．１２．４）

（７．２．２）

 ボルトの区分

 　・ＪＩＳ形高力ボルト　　　　２種（Ｆ１０Ｔ）

 　※トルシア形高力ボルト　　　２種（Ｓ１０Ｔ）建築基準法に基づき認定を受けたもの　

 高力ボルトの径　　※図示による  すべり係数試験　　※行わない　・行う

・　 ※図示

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　　※構造図による（５、６、７共通）

 溶融亜鉛めっき高力ボルトの径　　※図示による　

すべり耐力等の確認方法　　※すべり試験　・図示による　　

 摩擦面の処理　　・ブラスト処理（表面粗度５０μｍＲｚ以上）

 　　　　　　　　※りん酸塩処理

 ＪＩＳ形高力ボルト締付がナット回転法による場合の回転量（ボルト長さが呼び径の５倍を超える場合）

 セットの種類　　※１種（Ｆ８Ｔ相当）建築基準法に基づき認定を受けたもの

 高力ボルト

 溶融亜鉛めっき

 高力ボルト

１９

１８

（７．９．２～７）

（７．８．１～４）

 　　　　適用箇所　　　※図示による　・　

 錆止め塗装膜厚検査　　※行う　　・行わない

 　　※行わない

 　　・行う

 　　　　 　　　　 塗装の種別　　※図示による　・　

 　耐火被覆材の接着する面への塗装

 塗料の種別

　 鉄鋼面の錆止め塗料

 　　※屋外は１８．３．２　表１８．３．１のＡ種　　※屋内は１８．３．２　表１８．３．１のＢ種

 　亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

 　　※１８．３．２　表１８．３．２のＡ種　・　

 　　・ＥＰ－Ｇの適用箇所は１８．３．２　表１８．３．２のＣ種　・　

種別

種別

 ・耐火材吹付け

材料・工法

 ・乾式吹付けロックウール

 ・半乾式吹付けロックウール

 ・湿式ロックウール

適用箇所（部位・部分）

 耐 火 被 覆

 錆止め塗装

 ・耐火板張り

 ・耐火材巻付け

 ・繊維混入けい酸カルシウム板

 ・　

 ・高耐熱ロックウール

 材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

 性能

性能 適用箇所（部位・部分）

 ・ラス張りモルタル塗り －

２０

２１

２２

（７．１１．２）

（７．１０．２）

（７．１０．５）

 ボルトの接合方法　　※普通ボルト接合　・　

※第７章１２節による

溶融亜鉛めっき塗装面の補修　　※専用補修液による

※（社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」付則６［鉄骨精度検査］付表５［工事現場］による

鉄骨工事の施工が完了した時点でＪＡＳＳ６　１０節「工事現場施工」の施工検査を行い、監督職員の

検査を受けるとともに、検査結果は「鉄骨建方検査報告書」に取りまとめ速やかに提出するものとする

 軽量形鋼構造

 溶融亜鉛めっき

 建方精度及び建方

９　

防　

水　

工　

事

５

７

６

４

２

３

１
（９．２．２～５）

（９．６．５）

 押え金物の材質及び形状寸法

 　・図示による

 防水層下地のモルタル塗り　・適用する（施工範囲　・図示　　・　　　　　　　　　　　　　）

 　※アルミニウム製　・　　　　　　　製　（※Ｌ－３０×１５×２．０　・　　　　　　　　　　　）

 アスファルトの種類　３種

 ・断熱材Ｇ　オゾン層を破壊する物質､ハイドロフルオロカーボン(代替フロン)が使用されていないこと

 　　　　　　再生資源を使用している又は使用後に再生資源として使用できること

 　　　　　　長期的に断熱性能を保持しつつ可能な限り地球温暖化係数の小さい物質が使用されていること

 　　　　　　　　　曲げ強さ､曲げモーメント(N･㎝)（ｽﾊﾟﾝ50㎝における単位幅1㎝あたりの曲げモー

 防水立上り部の保護

 　※乾式保護材　セメント、無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレー

 　　　　　　　　ブ養生したもの（窯業系パネルⅡ類）とし、寸法等は図示による

 　　　　　　　　品質性能等

 　　　　　　　　　寸法の許容差　 厚さ：－5～＋10％、幅：±1％

 　　　　　　　　　出荷時の含水率　10％以下

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 メント）　　　　標準時450以上､凍結融解完了時(試験サイクル数)320以上(200)

 　　　　　　　　　耐凍結融解性能(試験サイクル数:上記)

 　　　　　　　　　　　　　　　　　試験後、著しい割れや剥離がなく、外観上の異常がないこと

 　　　　　　　　　吸水率　　  　（20％以下）　    吸水による長さ変化率　　  （0.07％以下）

 　　　　　　　　　耐火性能　　    不燃

 　　　　　　　　　耐衝撃性　　    高さ1.0ｍから試験体の弱点部に質量500ｇのなす形おもりを落

 　　　　　　　　　　　　　　　  　としたとき、裏面に達する穴があかないもの

 　・れんが　　　　・コンクリート

 機械的固定方法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

   建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出するものとする

 仕上げ塗料　　※標準塗料　・遮熱塗料　　　　　　塗料の色　　※カラー　　・シルバー

 仕上げ塗料の色　　　　　　※カラー　　・シルバー

 脱気装置（種別Ｘ－１）　  ・設けない　・設ける（ SUS304    　㎡当り１箇所）

 防水工事は全て専門業者の責任施工とし、防水施工者及び製造者との連名の防水保証書を２部作成し

 竣工時に提出する。（アスファルト防水、合成高分子系ルーフィング防水、塗膜防水　各１０年）

 接着性試験　　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

断熱材施工箇所

  ※押出法ポリエチレンフォーム

    ３種ｂスキン層付

    厚さ(mm) ※２５  ・５０

屋根保護防水

種別

  ・
  ・   ・

絶縁用シート

  ※フラットヤーンクロス

　　７０g/㎡程度

施工箇所 種別種別 施工箇所

種別 施工箇所 種別 施工箇所

種別 施工箇所 種別 施工箇所

　屋根立上り部Ｘ－２ 入口庇

 アスファルト防水

 改質アスファルト

 シート防水

 合成高分子系ルー

 フィングシート防水

 塗 膜 防 水

 シーリング用材料

 シーリング試験

 防 水 保 証

石　

工　

事

１０ １

２

３

（１０．２．２）

（１０．２．３）

石材の種類及び表面仕上げ

 種類　※天然石　・人工石 　 品質　※１等品(床以外) ※２等品(床) 　 形状、寸法及び厚さ　※図示

 乾式工法用金物の種類　　・スライド方式　・ロッキング方式

 ・ドレンパイプの材質（　　　　　　　　　　　）

 ・石裏面処理材　　　（　　　　　　　　　　　） ・裏打ち処理材　　　（　　　　　　　　　　　）

 ・金物固定充填材料　（　　　　　　　　　　　）

施工箇所 種類（産地、名称） 仕上げの種類 表面処理・裏打ち材の有無

表１０．２．４ 

表１０．２．１～２ 

 石  　材

 取付け金物

 その他の材料

タ　

イ　

ル　

工　

事

１１ １

２

３

　（１１．１．４）

 タイルの形状、寸法等　　　　　種類　　・磁器質　・せっ器質　・陶器質

 外壁　　※図示による　・表１１．１．１による　・耐震スリット部

 接着力試験　　※行わない　　・行う（部位：　　　　　　　　　　　　　　）

Ｇ　・適用

 役物使用箇所　　※各部の形状は図示による

 当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を得ること

 有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

 タイルの試験張り　　※行わない　・行う（　　　　　　）　　タイルの見本焼　　※行わない　・行う

 伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地のシーリング材　　標仕９章６節[シーリング]による

形状寸法

（㎜） 適用

再生材の

Ⅰ級Ⅱ級Ⅲ級施釉無釉ありなし標準特注ありなし
備考

色 耐凍害性役物含水率の区分上ぐすり

による区分

主要な用途

内装

外装

 （標準一体成型品以外は接着成型品とする）

 　出隅、天端出隅、窓台、マグサ

１５０Ｘ６０ 無し ◯ ◯ ◯

 伸縮調整目地及び

 ひび割れ誘発目地

 施工後の試験

 材    料

５  施工箇所　　　　　　※便所等　・図示による

 　ポリマーセメントモルタルの調合は、１５．２．３（ｄ）による

 下地モルタル塗り　　※モルタル　・ポリマーセメントモルタル　・行わない

 工法　　　　　　　　※壁タイル接着剤張り　・改良積上げ張り　・　

表１１．３．２ 

 後張り

 内部陶磁器質タイル

木　

工　

事

１２

２

１

（１２．２．１）

（１２．１．４）

 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

 保存処理木材　　　・使用する（使用箇所　　　　　　　　　　　）※ＪＡＳＳ Ｋ３ 以上又は同等

 間伐材等　　　　　・使用する（使用箇所　　　　　　　　　　　）

 現場搬入時の木材の含水率　　　※標仕 表１２．２．１による（※Ａ種　・Ｂ種）

 造作材の材面の品質の基準　　　※標仕 表１２．２．２による（※Ａ種　・Ｂ種）　　・図示による

 代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 木　  材

 表面仕上げ

３  ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種　　　　　　Ｇ  ・適用   

 ・構造用集成材

施工箇所 強度等級 材面の品質

 ・１種　※２種　・３種

使用環境

接着性能

・１　・２

間伐材等の

適用
寸法（ｍｍ）樹種名

・　

 集  成  材

間伐材等の

適用
寸法（ｍｍ）樹種名

・　

性能

水平せん断
曲げ性能

・１　・２・特級　・１級　・２級

使用環境

接着性能
区分施工箇所

 ・構造用単板積層材

施工箇所 見付け材面の品質

 ・造作用集成材

 ※１等　・２等

適用

・　

間伐材等の
樹種名 寸法（ｍｍ）

 ・造作用単板積層材

間伐材等の

適用
表面の品質 防虫処理 寸法（ｍｍ）

・　

・　

 ・する

 ・しない

 ・塗装加工

 ・加工しない（・１等　・２等　・３等）

施工箇所

さくら

施工箇所

柱

鴨居、長押、廻縁

天井板

敷居

カウンター ﾒﾗﾐﾝ化粧樹脂板

杉

杉 ※0.2以上

※0.6以上

※1.5以上

※1.0以上

※１等  ・２等

※１等  ・２等

※１等  ・２等

※1.2以上

樹種名 厚さ（ｍｍ）樹種名
見付け材面の品質

杉 ※１等  ・２等

間伐材等の

適用
寸法（ｍｍ）

化粧薄板の化粧薄板の心材の

・　

・　

・　

 ・化粧ばり造作用集成材

４

（１９．７．２）

 ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種　　　　　　Ｇ　・適用

 ・普通合板

施工箇所

（壁、天井）

（床）

厚さ

（ｍｍ） 程度

５．５  ※１類

 ・２類

接着の 表板の

樹種名
表板の品質

 広葉樹　・１等　※２等

 針葉樹　※Ｃ－Ｄ  ・しない

防虫処理 その他の処理

 ・　

 ・する

 ・しない

 ・する

 ・難燃処理

 ・防炎処理

間伐材等の

適用

・　

・　

 その他の合板

 床張り用合板及び

 ・構造用合板

施工箇所
厚さ

（ｍｍ）

接着の

程度
等級

係数化

有効断面

（床） １２．０  ・１級

 ※２級

 ・特類

 ※１類

樹種名

表板の 間伐材等の

適用
表板の品質 防虫処理

 ・する

 ・しない

・　

 ・　

 ※Ｃ－Ｄ

 ・天然木化粧合板

施工箇所
厚さ

（ｍｍ）

接着の

程度
化粧板の樹種名

 （壁、天井）  ・なら

 ・しおじ

 ・１類

・２類

 ・６.０

 ※４.２

 ・３.２

間伐材等の

適用
防虫処理 その他の処理

 ・難燃処理

 ・防炎処理

 ・しない

・　 ・する

 ・しない

 ・特殊加工化粧合板

接着の

 （壁、天井）

施工箇所
厚さ

（ｍｍ）

 ・１類

 ・２類

 ※４.０

 ・　

程度
表面性能 加工面

 ・表面

 ・両面

 ・Ｆ

 ・ＦＷ

 ・Ｗ

 ・ＳＷ

単板の

樹種名
防虫処理

間伐材等の

適用
その他の処理

 ・難燃処理

 ・防炎処理

 ・しない

・　 ・する

 ・しない

・　

 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

 ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤（以下

 「ユリア樹脂等」という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量

５  接  着  剤

※規制対象外　・第三種

打込み箇所

建物躯体（１ＦＬより上部）

建物躯体（１ＦＬより下部及びハンドホール部）

 ※２４

３

３

◯ ◯

  ・ＡⅠ-1

・Ｄ－２　露出防水

段鼻

無し ◯ ◯ ◯ ◯踏込 １００×１００ ◯

 適用タイル　　　　　・内装陶器質タイル　・５０角モザイクタイル　・磁器質タイル

屋根（平場）

Ａ－０２

 　・ 70 ㎜　適用箇所（※図示　・　外部廻り　）

三    原    市

特記仕様書（２）

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

（６．２．１～３）

（６．４．１～２）

（６．３．１）

 ・Ⅱ類

表６．２．１　

（６．３．１）

（６．３．２）

（６．３．２）

（表６．３．２）

（６．３．２・１）

 　※表６．２．３による

表６．２．４

 仕上りの平坦さの標準値　　　　　※表６．２．５による

（６．８．２～４）

（６．６．４）

（６．９．３）

（６．８．４）

（７．１．４）

（７．２．７）

（７．２．７）

※表７．２．５による

※７．２．９（１）（ア）～（ウ）による

（７．６．１２）

（７．１２．４）

 補強コンクリートブロック

（８．４．２～７）

（８．５．２～５）

表９．２．３～８

（９．３．２～４）

（９．４．２～４）

表９．５．１～２ 

表９．４．１～３ 

表９．３．１～３

（９．５．２～４）

（９．７．２）

 種類及び施工箇所（図示以外は（表９．７．１）による）

（１１．２．２）

（１１．１．１）

□

（１１．３．２、３）

（１１．３．２、３）

□

 構造材及び下地材の品質の基準　※１２．２．１（２）（ウ）による

（１２．２．１）

□

（１２．２．２）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　



（１５．２．２）

（１４．２．２） グレーチング蓋の受け枠

縮    尺

 ・

施工箇所　　　※図示

※釘、木ねじはＪＩＳにより鉄（鋼）又はステンレスとし、鋼製の場合はＨＤ３５以上の亜鉛めっき又は

 　ダクロダイズド処理したものとする

・特殊くぎ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上記以外の場合は、（財）日本住宅木材技術センター認定金物又は同等以上とする。

 　　（ＣＧＬＣＣＲ－２０－ＡＺ１５０）

種別 施工箇所 種別 施工箇所

 他の項目に特記されたものを除く

 ・Ｃ－１種

 ・　

 ・　

種別 施工箇所 種別 施工箇所

 ・Ａ種

 ・　

 屋根葺き形式（・横葺　・芯木なし瓦棒葺　・立平葺　・あり掛葺）

 　一般部（・０．３　・０．３５　※０．４）　谷部（・０．３　※０．４）

 長尺金属板の厚さ（㎜）

 　・塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（ＣＺＡＣＣＲ－２０）

 　・ポリ塩化ビニル被覆金属板（Ａ種、ＳＧ）

 　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（ＣＧＣＣＲ－２０－Ｚ２５）

 長尺金属板の種類

 引抜き耐力の確認試験　　※機械的簡易引抜試験機による引張試験　・行わない　

 設計用引張強度

他の項目に特記されたものを除く

 　表面処理用木材保存（防腐・防蟻処理）剤はクロルピリホスを含有しない薬剤とし、監督職員の承諾

 防腐、防蟻処理の種類、品質、施工箇所

 　するものとする

 防腐処理　　・行う（施工範囲　※標仕12.2.8(c)　・　　　　　　　　　）

 防蟻処理　　・行う（施工範囲　※図示　・　　　　　　　　　　　　　 ）

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書にとりまとめ提出すること

 形式　　※重ね形　・はぜ締め形　・かん合形

 　　　　　山高：　　㎜　　山ピッチ：　　㎜

 厚さ　　※０．８㎜　・０．６㎜

 材料　　※塗装溶融５５％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

 　　　　　（ＣＧＬＣＣＲ－２０－ＡＺ１５０）

 　　　　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（ＣＧＣＣＲ－２０－Ｚ２５）

 　　　　・ポリ塩化ビニル被覆金属板（ＳＧ　Ａ種）

 　　　　・塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（ＣＺＡＣＣＲ－２０）

 軒先面戸板　　　　　　　　　・適用する

 変形防止材　　　　　　　　　・鉄鋼製　・ステンレス製

 鉄鋼製の表面処理の上塗り　　・行う（　　　　）　・行わない

 表面処理の上塗り　　　　　　・行う　　・行わない

 耐火性能　　　　　　　　　　・３０分　・なし

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書にとりまとめ提出すること

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級 ・Ｇ　 　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 　・カラー鋼板 　・ビニル被覆鋼板

 　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする

呼び名 仕上げの形状 工法

 ・砂壁状

 ・着色骨材砂壁状

呼び名 仕上げの形状 工法 上塗材

 ・吹放し

 ・凸部処理

 　ン系

工法

 ・防水形複層塗材ＲＥ

 ・複層塗材Ｅ

 吹付け

 吹付け  ・行う

 ・行わない

 砂壁状

 平たん状

 吹付け

 こて塗り

・Ｓ－４ ・Ｓ－６

・Ａ－４

・Ｗ－５

・１００

表面処理

枠見込み（㎜）

水密性

気密性

耐風圧性

種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

 外部に面する建具の性能等級等

※Ｓ－５

※Ａ－４

※Ｗ－５

・Ａ－３

・Ｗ－４

網目種類 材種 線径

区分 材質

呼び名 仕上げの形状

種類

 ※１０

 ・１０

厚さ（㎜） 施工箇所

施　工　箇　所 平坦さ（ｍｍ） 備考

 ・フリーアクセスフロア（パネル工法）範囲

 防火戸　煙感知器連動とする　防火戸の解錠機構は別途とする

 ステンレス鋼板（屋外）　※ＳＵＳ３０４　・ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ

 ステンレス鋼板（屋内）　※ＳＵＳ３０４　・ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ　・ＳＵＳ４３０

 ・軽量骨材仕上塗材

 ・吹付用軽量塗材

 ・防水形複層塗材ＲＳ

 ・防水形複層塗材Ｅ

 ・防水形複層塗材ＣＥ

 ・複層塗材ＲＳ

 ・複層塗材ＲＥ

 ・複層塗材ＣＥ

 ・複層塗材Ｓｉ

 ・可とう形複層塗材ＣＥ

 ・複層仕上げ塗材

 ・外装厚塗材Ｅ

 ・厚付け仕上塗材

 ・外装薄塗材Ｅ

 ・薄付け仕上塗材

 ・せっこう系

 ※セメント系

 ・フリーアクセスフロア（溝工法）範囲

 ※表１５．２．２による。

 品質・性能等

 　膨張性のひび割れおよびそりがないこと（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定９）

 　混合割合　　　　　　セメント重量の５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　吸水比　　　　　　　９５％以下（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 　透水比　　　　　　　８０％以下（水圧は２９４ｋＰａとし、１時間行う）

 　凍結時間　　　　　　始発１時間以上、終結１０時間以内（ＪＩＳ　Ｒ５２０１規定８）

 　曲げ及び圧縮強度比　７０％以上（ＪＩＳ　Ａ１４０４）

 下表以外は表６.２.４及び１５.３.２による

 ・こて塗用軽量塗材

 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・第三種

 ※アクリル系

 ・アクリル系

 ・ポリウレタン系

 ・アクリルシリコ

 ・ふっ素系

 ・シリカ系

 ※つやあり

 ・つやあり

 ・つやなし

 ・メタリック

 ※水系

 ・水系

 ・溶剤系

 ・弱溶剤系

 ※吹付け

 ・吹付け

 ・ローラー

 ※凹凸模様

 ・凹凸模様

 ・凸部処理

 ・ゆず肌状

呼び名 仕上げの形状 工法 上塗材（耐候性 ※耐候形３種・　　　　　）

 防火材料の指定　・屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする　・図示による

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　　　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級 ・Ｇ　 　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　 　　　　 　・　

 ・防虫網

 ・防鳥網

 網戸等

 ・合成樹脂製

 ・ガラス繊維入り合成樹脂製

 ※ステンレス製（ＳＵＳ３１６）

   ステンレス製（ＳＵＳ３０４）  １．５㎜

   １６～１８メッシュ

 網目寸法　ピッチ１５㎜

 屋外に面する建具以外の表面処理　Ｃ－１種又はＢ－１種

 外部に面する建具の耐風圧性の等級　　　 　　　　 　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級 ・Ｇ　 　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　　　・　

 防火戸　煙感知器連動とする　防火戸の解錠機構は別途とする

 　　　　扉にラッチ受座用切込み開口補強を行う

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　　　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

 断熱ドアセット・断熱サッシの断熱性の等級 ・Ｇ　 　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　　　・　

 　　　　扉にラッチ受座用切込み開口補強を行う

 戸の鋼板

 　※表面処理亜鉛めっき鋼板

   召合わせ、縦小口包み板

   扉の表面材、押縁

   枠類

 ※鋼板　・ステンレス　・アルミニウム

 ※鋼板　・ビニル被覆鋼板

 ※鋼板（くつずりはステンレス）　・製作所仕様

 外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６　・　

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　　　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

 耐震ドアセットの面内変形追従性の等級　　　　　　　・　

 表面仕上げ　　　　　　　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・バフ仕上げ

 曲げ加工　　　　　　　　※普通曲げ　　　・角出し曲げ（・ａ角　・ｂ角　・ｃ角）

 ※表１５．５．４及び単位面積当たりの使用量による

 取付け位置　・床面　※天井面　・壁面　・無目

 　※光線（反射）・マット　・熱線　・音波　・光電

 　・電波　・タッチ　・押しボタン　・ペダル　・多機能便所

 センサーの種類

・Ｗ－１　・Ｗ－２　・Ｗ－３

・Ｗ－４　・Ｗ－５

 係数）

 水平方向（ｋＨ）

 垂直方向（ｋＶ）

 気密性

 水密性

 ・Ａ－１　・Ａ－２

 ・Ａ－３　・Ａ－４　・　

 ・３０分

 ・１時間

 ・８０℃　・７０℃　・６０℃

 ・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３　・Ｔ－４

 ・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３　・Ｈ－４

 ・Ｈ－５

耐風圧性能 状態

 ４ｍ以下

 ４ｍを超える

 　かつ絶対量２０ｍｍ以下であること

 部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に

 有害な歪みが起こらないこと

 取付方法　　・層間方式　・柱、梁方式　・方立方式　・スパンドレル方式

 性能

 耐震性能（地震力

 主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

支点間距離（ｈ）

 ※たわみ量が±（１／１５０）ｘｈ

 ・

・

 ※１．０　・　

 ※０．５　・　
 耐火性

 耐温度差性

 遮音性

 断熱性

 あと施工アンカー

 金    物

 折　板　葺

 鉄鋼の亜鉛めっき

 アルミニウム合金

 の表面処理

 アルミニウム及び

 防腐、防蟻処理

 長尺金属板葺

 セルフレベリング材

 アルミニウム製建具

 ステンレス製建具

 防  水  剤

 仕上塗材仕上げ

 吸水調整剤

 床コンクリート

 直均し仕上げ

 所要量等の確認

 既製目地材

 塗り

 鋼 製 建 具

 自動ドア開閉装置  カーテンウォール

（１３．２．２～３）

 （１３．３．２）

（１４．１．３） （１６．２．２～４）

（１５．２．２）

（１５．２．２）

（１７．３．２～５）

（１７．２．２～５）

（１７．１．３）

表１３．２．１

表１４．２．１ 

表１４．２．２ 

表６．２．４ 

６

１

２

７

１

２

３

４

１

２

３

４

５

６

１

３

７

２

７ １

屋 

根 

及 

び 

と 

い 

工 

事

金　

属　

工　

事

建　

具　

工　

事

左　

官　

工　

事

カ 

ー 

テ 

ン 

ウ 

ォ 

ー 

ル 

工
事

１３

１４ １６

１５ １７

 １ｍにつき１０以下

 ３ｍにつき　７以下

Ｓ-

 材種　　※硬質ポリ塩化ビニール管(カラーＶＰ)　・配管用鋼管　・配管用ステンレス鋼管

 　　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(ＲＦ－ＶＰ)Ｇ

  ※アスファルトルーフィング940　・改質アスファルトルーフィング（JASS12及びARK04　　　　による)03

 と　　い

 下 葺 材 料

  （１３．２．２）

（１３．５．２～３）

表１３．５．１ 

３

４

 飾り桝　　　　　　・　

・設けない

 貫通部　　ステンレス（ＳＵＳ３０４、厚さ０．２㎜）で被覆する

 防露を行わない場合　ステンレス製シーリングプレートを取付ける（床、天井共）

天井　※３０　・　 　　　　　高さ（㎜）　床　　※１５０　・　

〔「建築材料等評価名簿製品（社）公共建築協会」又は同等品〕

　　　　　　　 色：監督職員の指示による

 鋼管製といの防露　　　※行う（表１３．５．４）　・行わない

 ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・第三種

 とい受金物　　　  ※市販品　・表１３．５．２

 ルーフドレイン　　※市販品

 鋼管製といの防露

 巻工法部等の処理
（１３．５．３）

５

 　※塗装溶融５５％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

 ・使用する（形状　※図示による　　　）

   ０．２５㎜以上

□

□

□

 　　　　　　　屋内　　　　　※１９型　・２５型

 板幅

 板厚

スタッド・ランナーの種類　　・６５型　・９０型

 種別

 製法

 寸法（㎜）

 表面処理

 伸縮継手

 形状

 ※押出し　　　　　　　　　・ロール

 ・設ける（図示による）　　※設けない

 ※アルミスパンドレル　　　・　

 ・Ｂ－１　　　　　　　　　・Ｂ－２

 ・図示による　　　　　　　・　

（１４．４．４）※開口補強

補強箇所　※図示　　　補強方法　※図示

補強箇所　※図示　　　補強方法　※図示

※開口補強（１４．５．４）

　 施工計画書にとりまとめ提出する

 屋外の軒天井、ピロティ天井等

 天井のふところが１．５ｍを超える場合の補強

 天井のふところが３．０ｍを超える場合の補強

 天井下地における耐震性を考慮した補強　　　　　　　　　　

 　建築基準法に基づき定まる風圧力及び非構造部材の耐震設計・施工指針（ＪＡＳＳ）に対応した工法を

 野縁等の種類　屋外　        ※２５型　・　 軽量鉄骨天井下地

 軽量鉄骨壁下地

 金属成形板張り

（１４．４．２～４）

（１４．５．２～４）

表１４．２．１

４

５

６

 　　厚さ（㎜）　・２．０　形状は図示による

 　　　　　　　　　・３５０形（呼称肉厚は２．０以上）

 　　　　　　　　　・３００形（呼称肉厚は１．８以上）

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する

 ※押出し形材

 ・曲げ材

 　　表面処理　　　※Ａ－１種又はＢ－１種　・　

 　　表面処理　　　※Ａ－１種又はＢ－１種

 　　材質　　　　　　ＪＩＳ　Ｈ４０００による

 　　部材の種類　　・２５０形（呼称肉厚は１．６以上）

 　　隅角部及び突当り部等の役物　笠木製造所の仕様による

 アルミニウム製笠木
（１４．７．２～３）

表１４．７．１ ７

 建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

 　※規制対象外　・第三種

 　　　　　　　上張り紙　　　・ビニル紙　※新鳥の子　　　　　押入等の裏側　※雲花紙

 　　　　　　　縁の仕上げ　　・塗縁〔カシュー塗（※２回  ・３回）　

 　　　　　　　　　　　　　　・生地縁（・素地  ・ウレタンクリヤー塗装）

 枠及びくつずり材料　　　　　※図示による

 木  製  建  具５

 鍵箱　　　　　　・設ける　（・30組用　・60組用　・120組用）　・設けない

 鍵６  マスターキー　　・製作する（　１　組）　　　　・製作しない

 自閉式上吊り引戸装置の性能　※表１６．９．１による

 シャッターケース（防火、防煙以外）　　※設ける　・設けない

 　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ３３１８（塗装溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

 種類　　　　　　　　　・一般　・外壁用防火　・屋内用防火　・屋内用防煙

 防火又は防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器は別途

 とする

 耐風圧強度　　　　　　一般（　　　）Ｎ／㎡　外壁用（　　　）Ｎ／㎡

 開閉機能による種類　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

 障害物感知装置　※設ける　・設けない

 耐風圧強度（　　　）Ｎ／㎡

 座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

 スラットの材質　　　※ＪＩＳ　Ｇ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）又は、

 スラットの形状　　　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

 シャッターケース　　※設ける　・設けない

 ガイドレールの材質　※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ１．５㎜（※中柱共）

 開閉形式　　　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

 自閉式

 上吊り引戸装置

 重量シャッター

 軽量シャッター

８

９

１０

 セクション材料による区分

 ガイドレールの材質　※溶融亜鉛めっき鋼板　・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）厚さ２．０㎜

 収納形式による区分　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

 開閉形式による区分　※バランス式　・チェーン式　・電動式

 耐風圧性能　　　　  ・５００Ｐａ　・７５０Ｐａ　・１０００Ｐａ　・１２５０Ｐａ　・１７００Ｐａ

 　※スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ

品　種 構成種類 性　能

種　類 性　能

 ※フロート強化ガラス

 ・熱線吸収強化ガラス

 ・Ⅰ類　・Ⅱ類

 ※型板強化ガラス

品　種 断熱性 日射遮へい性

 ・１種

 ・２種

 ・３種

品　種 色　調

 ・ブルー　　　・グレー

 ・ブロンズ　　・シルバー

品　種 日射遮へい性 耐久性 ガラスの種類

 ・１種

 ・２種

 ・３種

 　Ａ種

 ・Ａ種　　・Ｂ種

 　Ｂ種

材料板ガラスによる種類の名称 色　調

 ・合わせガラス

材料板ガラスによる種類

 ※フロート合わせガラス

 ※フロートガラス

 ・型板ガラス

 ・複層ガラス

 ・断熱複層ガラス

・日射熱遮へい複層ガラス

 ・熱線反射板ガラス

 ※熱線反射ガラス

 ・高性能反射板ガラス

 ※熱線反射ガラス

 ・高性能反射板ガラス

 ※倍強度ガラス

 ・倍強度熱線吸収ガラス

 　　反射皮膜面　　※内面　　　・外面

 　　映像調整　　　※行わない　・行う

 ・倍強度ガラス

・４種

・５種

 ・網入合わせガラス

 ・Ⅰ類

 ・Ⅱ－１類　・Ⅱ－２類

 ・Ⅲ類・網入り、熱線吸収板合わせガラス

・網入り、フロート板合わせガラス

 ・熱線吸収、フロート板合わせガラス

 ※フロート板合わせガラス

 ・強化ガラス（ガラス面に刻印要。シール貼りのみは不可）

材　　　種建具の種類

 　ステンレス製

 　鋼製

 　アルミニウム製

 　木製

 防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による

ガラス留め材のシーリング材は、表９．６．１による

 ※表１６．１３．１による

 ・図示による

 ※シーリング材　　　　　

 ※シーリング材　　　　　・ガスケット（グレイジングチャンネル形）

 ※シーリング材　　　　　

 ※シーリング材　　　　　

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

95

80

95

・95　・125

・95　・125

80

表面形状 呼び寸法 厚さ
色調 目地幅（㎜）

クリア 乳白 平積み 曲面積み

伸縮調整目地

（㎜）
防火性能

正方形

長方形

・125ｘ125

・160ｘ160

・200ｘ200

・320ｘ320

・250ｘ125

・320ｘ160

 ※8～15

 ・15～25

 ・  

 外側

 ※15以下

 内側

 ※６以下

 ※6ｍ以下毎に

 　10～20

 ・図示による

 ※なし

 ・ 

 ・ 

 ・あり

 力骨　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）径５．５㎜はしご形状複筋及び単筋　・　

 目地部の力骨の補強方法　　※ガラスブロック製造所の仕様による　・　

 化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　）

 シーリング材　　　　　　　※表９．６．１による　・　

 曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の１０倍以上とする

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び非構造部材の耐震設計指針（ＪＡＳＳ）に対応した工法を施工計画

 書にとりまとめ提出するものとする

 壁用金属枠及び補強材　　　・設ける　　　（形状　※図示による　・　　　　　　　　　　）

 金属製化粧カバー　材質　　・ステンレス製　　　　・アルミニウム製

 　 　　　　 　　　寸法　　・図示による　　　　　・　

 　　　　　　　　　形状　　・図示による　　　　　・　

名　称 種類 張り面 性能値

 ※ガラス飛散防止フィルム

 ・　

 ※内張り　・外張り  　飛散防止率　Ｄ１第２種

 品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による。

 三者（元請・メーカー・フィルム貼り業者）連名の保証書を提出すること

 電動シャッター、自動扉、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機０．４ｋｗ以上の場合は、機器

 付属の操作盤内に電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する

 ※誤作動防止装置付き

 市販品　　　　　形式　・30組用　・60組用　・120組用

 ガラス溝の寸法、

 ガ　ラ　ス

 オーバーヘッドドア

 ガラスの留め材

 形状等

 ガラスブロック積み

 ガラス用フィルム

 付属電気設備

 引 き 戸 錠

 か　ぎ　箱

１３

１２

１１

１４

１５

１６

１７

１８

１９

 ・グレー　・ブルー　・ブロンズ　・　

 　Ｕ１

 　Ｕ２

 　・Ｕ－３－１　　・Ｕ－３－２

 　Ｅ４

 　Ｅ５

－

 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面　　

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 　（・Ａ種　※Ｂ種）

 　　・せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法が継目処理工法（※Ａ種　・Ｂ種）

 　　・その他の場合　　　　　　　 　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種）

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面及びALCﾊﾟﾈﾙ面 　　　　 （・Ａ種　※Ｂ種）

 ・ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面　 　　　　　（・Ａ種　※Ｂ種）

 ・亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）　　 （・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・塗り工法に応じた節の規定による）

 ・鉄鋼面　　　　 　　　　 　 　　（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）

 　　　　・透明塗料塗り　　　　   （・Ａ種　※Ｂ種）

 ・木部　・不透明塗料塗り　　　   （※Ａ種　・Ｂ種）

 ・合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）  ・木部（外部）

 ・木部（内部）

 ・鉄鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種　

 ・Ａ種　※Ｂ種

 表１８．４．３

 木部

 ・屋内のモルタル面

 ・屋内のコンクリート面　

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・耐候性塗料塗り（ＤＰ）  ・屋外の鉄鋼面

 ・屋外の亜鉛めっき鋼面

 ・屋外のコンクリート面

 表１８．７．１

 表１８．７．２

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り  ・コンクリート面

 ・プラスター面

 ・せっこうボード面

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 　（ＥＰ－Ｇ）

 ・クリアラッカー塗り（ＣＬ）

 　（ＮＡＤ）

 ・屋外の押出成型ｾﾒﾝﾄ板面

 ・モルタル面

塗装の種類 塗装面 工程

 ・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

 屋外

 屋内（EP-G）

 屋内（EP-G以外） 鉄鋼面  見え掛り

 見え隠れ

 見え掛り

 見え隠れ

 亜鉛めっき

 鋼面

 鋼製建具等

 鋼製建具等以外

 鋼製建具等

 鋼製建具等以外

 ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 屋内（EP-G以外）

 屋外

 屋内（EP-G）

 ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

塗　装　面 塗　料

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

工　程

 Ａ種（・JIS A5625

 　　　※JIS A5674）

 Ｂ種（※JASS 18 M-111

 　　　・JIS A5674）

塗　装　面 塗　料 工　程

 ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

 防火材料の指定    ・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする  ・次の箇所を除き防火材料とする

（箇所　　　　　　　　　　　　　　　）

 材　  料

 素地ごしらえ

 錆止め塗料塗り

 仕上げ塗料塗り
（１８．４．１～１８．１４．２）

（１８．３．２～３）

（１８．２．２～７）

（１８．１．３）

（表１８．３．２）（表１８．３．４） 

（表１８．３．１）（表１８．３．３） 

表１８．２．１～７ 

４

２

１

３

塗　

装　

工　

事

１８

 ・屋内の木部  表１８．８．２

 ・屋内の鉄鋼面  ・Ａ種　※Ｂ種

 ・屋内の亜鉛めっき鋼面  表１８．８．４

 ・合成樹脂エマルションペイント塗り

 　（ＥＰ）  ・モルタル面

 ・プラスター面

 ・せっこうボード面

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・コンクリート面

 ・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

 　（ＥＰ－Ｔ）

 ・屋内のコンクリート面

 ・屋内のモルタル面

 ・屋内のプラスター面

 ・屋内のせっこうボード面

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・オイルステイン塗り（ＯＳ）

 木部

 木部  表１８．１２．１

 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ）  木部

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・マスチック塗材塗り  ・コンクリート面

 ・押出成型ｾﾒﾝﾄ板面

 ・モルタル面

 ・ＡＬＣパネル面

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 木部ポリウレタン塗り（ＰＵ）　　　　　    ※研磨４回＋塗装３回　　・　

 合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別　    ※１種  　・　

 　　　　・ 塩化ビニル樹脂軒樋（市販品）

 ・Ｂ種 足洗い場グレーチング蓋

・７０　・１００　・１８０

□

 防音ドアセット・防音サッシの遮音性の等級　　　　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３　・Ｔ－４程度

---Ａ-０３

三    原    市

特記仕様書（３）

 ・Ａ－２

外部手摺、屋内手摺

 ※Ｂ－２種（・シルバー　・ブロンズ　・ステンカラー　・ブラック）

・図示による

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

（１２．３．１～２）

表１３．５．４

（１４．２．１）

補強方法　※１４．４．４（８）による

（１４．６．２、３）

（１５．４．２～３）

表１５．５．１ 

（１５．５．２～４）

（１５．６．２）

表１５．６．１～３ 

（１５．６．７）

（１６．４．２）

（１６．５．３～４）

表１６．５．１ 

（１６．６．３～５）

（１６．７．２）

（１６．７．４）

（１６．8．４）

 ふすまの材料　種別　　　　　※表１６．7．３のⅡ型

（１６．9．２～３）

表１６．９．１～５

（１６．１０．３）

（１６．１１．２）

表１６．１１．１ 

（１６．１２．２～４）

表１６．１２．１ 

（１６．１３．２～３）

（１６．１４．２）

（１６．１４．２）

（１６．１４．３）

（１６．１４．５）

 ジョイント金物

 切り板

 サッシ取合い間仕

 エキスパンション

非構造部材の耐震設計・施工指針（ＪＡＳＳ）に対応した工法を施工計画書にとりまとめ提出する

 表面処理　　　　　※Ｂ－１種 　 ・Ｂ－２種 　 ・ＳＵＳ３０４

 材質　　　　　　　※アルミニウム製　　　　　　・ステンレス製

 耐火性能　　　・図示による クリアランス　　　・５０　・１００　・１５０　・２００

 ・鋼板製（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯　亜鉛の付着量Ｚ１２又はＦ１２）

 ※アルミニウム製（表面処理はアルミニウム製建具の項による）８

９

 鋼製軽量建具  内部に面する建具の耐風圧性の等級　　　　　　　　　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　

 ・ＢＢ－１種

 ・ＢＢ－２種



縮    尺

 　再生ビニル樹脂系材料の合計重量が製品の総重量比で１５％以上使用されていること。（ＪＩＳ Ａ　

 壁紙張用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外・第三種

 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする

 ・特殊機能床材（帯電防止）

 ・帯電防止床シート

 ・帯電防止床タイル
７ １０

 ・誘導用床材、注意喚起用床

種類

 １ｘ１０ ～１０  Ω程度

種類 寸法（㎜） 材料

 　５７０５（ビニル系床材）に規定されるビニル系床材の種類で記号ＫＳに該当するものを除く）

 ・ビニル樹脂系材料の原材料 Ｇ

 ・ビニル床シート

種類 厚さ（㎜）色柄JIS記号 特殊機能 工法

 ・突付け

 ※熱溶接

 ・２．０

 ※２．５・３．０

 ・２．８～３．０

 ・帯電防止

 ・耐動荷重

 ・プレーン

 ・マーブル

 ・特殊柄

 ・ＴＳ

 ※ＦＳ

 ・ＨＳ

 ・単層

 ・複層

 ・発泡複層

 ※発泡層無

 ・発泡層有

 ・ビニル床タイル

 ・２．５　

 ・３．０　

 ・3.0～5.0

 ・単層

 ・複層

 ・コンポジション

 ・置敷 ・薄型置敷

 ・ＴＴ

 ・ＦＴ

 ・ＫＴ

 ・帯電防止

 ・耐動荷重 ・450×450

 ・プレーン  ※２．０　 ・300×300

 ・マーブル

 ・特殊柄

色柄 寸法(mm) 特殊機能 厚さ(㎜)JIS記号種類

 ・置敷形

 ・接着形

 ･FOA ･FOB

 ※２．０

 ・

 １．２以上～３．２未満

記号 厚さ（㎜）

 ・特殊機能床材（帯電防止以外）

厚さ（㎜）

 ※塩ビ　・合成ゴム

 合成ゴム

 ・３００ｘ３００

 ・４００ｘ４００

 ・　

 （表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１）

 ・

 ＦＳ

 ＫＴ  又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ Ｋ ６９１１）

 帯電防止性能評価値（ＪＩＳ Ａ １４５５）

性　能

 表面仕上材の品質・性能は、標準仕様書１９章　内装工事　による

 配線用取り出しパネル　　

 　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※２０～３０％　・　

 　配線取り出し開口　　※パネル１枚につき４０㎜ｘ８０㎜程度の開口１ヶ所以上　・図示

 空調用吹き出し（吸い込み）パネル

 ・有り（※固定式　・可変式）：　施工箇所（※図示による　・　　　　　　　　　　）　　 　※なし　　

 ロードローリング性能　　 ・適用する 　※適用しない

 　ロードローリング試験

 　　耐荷重性能（３０００Ｎ）：積載荷重１０００Ｎの際、最大変形量１．５㎜以下

 　　耐荷重性能（５０００Ｎ）：積載荷重１０００Ｎ以上の際、最大変形量１．０㎜以下

  使用上有害な変形、欠け、割れ、がたつきなどの欠点がないこと

 の建設技術評価を取得したもの、又は同等のものとする

 耐震性能を付加する場合は、平成元年建設省告示第１３２２号「耐震性フリーアクセスフロアの開発」

 試験方法　　　ＪＩＳ Ａ １４５０による。

 ＪＩＳ　Ａ６５１２によるほか、下記による

 構成材の種類　　　　※図示による

 構造形式による種類　※スタッド式（・スタッド露出・スタッド内蔵）・スタッドパネル式

 表面材質及び厚さ（㎜）　※鋼板０．６　・鋼板０．８　・　

 パネル表面仕上げ　  メラミン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備色　・指定色）

 パネル総厚さ（㎜）　・　　　　mm程度

 遮音性の区分　　　　・０　・１２　・２０　・２８　・３６

 防火性能　　・不燃

笠木　　※メーカー仕様　・ＳＵＳ３０４　

 芯材　　　　　　　　・パーチクルボード　・ＭＤＦ　・ハニカム

 ドアエッジ材質形状　※アルミＲエッジ　・　

 幅木材質形状　　　　※ステンレス幅木　ＳＵＳ３０４　・　

 仕上げ　メラニン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備色　・指定色）

 パネル圧接装置の操作方法　　　・製造所の仕様による　・図示による

 遮音性の区分　　　　　　　　　・３６未満　　・３６以上　（ＪＩＳ　Ａ６５１２に準拠する）

 パネルの操作方法による種類　　・製造所の仕様による　・図示による

 表面材質及び厚さ（㎜）　　　　※鋼板０．６　・　

 パネル総厚さ（㎜）　　      　・　　　　mm程度

 耐荷重性能　　　・５０００Ｎ　・３０００Ｎ　　　　帯電防止性能　　・適用する　・適用しない

 合板、接着剤、塗料等のホルムアルデヒドの放散量　　　　　　※規制対象外　・第三種　　

 合板、接着剤、塗料等のホルムアルデヒドの放散量　　　　　　※規制対象外　・第三種　　

 合板、接着剤、塗料等のホルムアルデヒドの放散量　　　　　　※規制対象外　・第三種　

 接　着　剤

 ビニル床シート、

 ビニル床タイル

 及びゴム床タイル

 可動間仕切

 移動間仕切

 トイレブース

１

２

２

３

４

内　

装　

工　

事

１９

 ・黄色

色柄

 ・

（１９．２．２）

（２０．２．５）

（２０．２．４）

（２０．２．３）

□

 ・ＫＴ－Ｋ　・ＫＴ－Ｎ

 種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　※Ｄ種

 　　　　Ｄ種の場合の畳床記号　　※ＫＴ－Ⅰ　・ＫＴ－Ⅱ　・ＫＴ－Ⅲ

 　仕上げの種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

 ・エポキシ樹脂塗り床材

 　仕上げの種類　　・薄膜流し展べ仕上げ ・厚膜流し展べ仕上げ ・樹脂モルタル仕上げ ・防滑仕上げ

 ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・第三種

種別 パイル形状 寸法（㎜） 総厚さ（㎜） 電気抵抗（Ω） 工法

 ※第一種

 ・第二種

 ※ループパイル

 ・カットパイル

 ※５００角

 ・　  ・　

 ※６．５  ※適用しない ※のり付加工品

敷き

 ・弾性ウレタン塗り床材

 仕上種別　コーティング（ローラー刷毛塗り） 材質　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　）

 塗布量　主剤２回塗りとし、総塗布量は０．２５Ｋｇ／㎡以上とする

 天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

 目地工法の種類とせっこうボードのエッジの種類

 ・継目処理

 ・突付け

 ・突付けＶ目地

 ・目透し

 ・直張り　・上張り

 ・直張り　・上張り　・下張り

 ・直張り　・上張り

 ・直張り　・上張り

 ※テーパーエッジ

 ※スクェアエッジ

 ※ベベルエッジ

 ・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

目地処理の種類 張り方 せっこうボードのエッジの種類

 建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

施工箇所 品質（製造所） 防火性能の級別

 ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・第三種  ジョイント用テープ　※継目部下地に使用する

 断熱材の種類　　※押出法ポリスチレンフォーム保温板２種ｂ　　　　　　厚さ　※２５㎜　・　

 　　　　　　　　・押出法ポリスチレンフォーム保温板３種ｂ（土間下）　厚さ　※２５㎜　・　

 　　　　　　　　・硬質ウレタンフォーム保温板１種２号　　　　　　　　厚さ　※２０㎜　・　

 　　　　　　　　・フェノールフォーム保温材Ａ種（Ｆ☆☆☆☆）　　　　厚さ　・　

 断熱補修材　　　・断熱材と同材  ※吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材（次項による）

 ※規制対象外　・第三種 ユリア樹脂又はメラミン脂を使用した断熱材のホルムアルデヒド放散量

 　　　　　　　　・図示による

 断熱材の種類　　※Ａ種１かつ難燃性　・Ｂ種１

施工箇所

 工法

 耐震性能

 耐荷重性能

 パネル寸法（㎜）

 高さ（㎜）

 床表面仕上げ材の材質

 ・パネル構法　・溝構法

 ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ

※３０００Ｎ　・５０００Ｎ

 ・　

 ・　　　・　

 ※タイルカーペット

 ・帯電防止床タイル

 ※メーカー仕様　・図示による ボーダー部及びスロープ

 ・パネル構法　・溝構法

 ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ

 ※３０００Ｎ　・５０００Ｎ

 ・　

 ・　　　・　

 ※タイルカーペット

 ・帯電防止床タイル

 ※メーカー仕様　・図示による

 ・パーティクルボード、繊維板、木質系セメント板の原材料　Ｇ□

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量　　　※規制対象外　・第三種

 　合板・製材工場から発生する端材等の残材、建築解体木材、使用済み梱包材、製紙未利用低質チップ、

 　林地残材、かん木、小径木（間伐材を含む）等の再生資源である木質材料又は植物繊維の重量比配合率

 　が５０％以上であること。（この場合、再生資材全体に占める体積比配合率が２０％以下の接着剤、混

 　和剤等（パーティクルボードにおけるフェノール系接着剤、木質系セメント板におけるセメント板にお

 　けるセメント等で主要な原材料相互間を接着する目的で、使用されたもの）を計上せずに、重量比配合

 　率を計算することができるものとする）

 施工箇所　　　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレイン廻りの床版下等、部分的に後張りとしな

　　　　　　　　　 ければいけない箇所

 ・発泡断熱材Ｇ　建築物の外壁を通じて熱の損失を防止するもので、次の要件を満たすもの

 　　①オゾン層を破壊する物質を使用していないこと　②ハイドロフルオロカーボン（代替フロン）が使

 ・タイルカーペット  　・Ｇ□

 断熱材　　　　　・Ｇ　

 断熱材　　　　　・Ｇ　

 　　　用されていないこと　③再生資源を使用している又は使用後に再生資源として使用できること

 ・帯電圧３ｋＶ未満

     ・複合フローリングの種別（・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種）

 釘留め工法

 接着工法

 　　・モザイクパーケットの樹種、厚さ及び大きさ〈　　　　　　　　　　　　　　　〉

 フローリングのホルムアルデヒド放散量　　　　　　　※規制対象外　・第三種

   フローリング(根太張用フローリングボード及び根太張用複合フローリング)の樹種(※なら　・　　 　)

　 フローリング(直張用単層フローリング及び直張用複合フローリング)の樹種(※なら ・  　　　)

 フローリング張りの工法（・釘留め[接着剤併用]工法　・接着工法　・モルタル埋込み工法 ）

□

 　フローリング裏面の緩衝材　　　　　　※合成樹脂発泡シート　・　　　　　

 塗装の種別 ・ポリウレタン樹脂ワニス塗り（標仕表18.11.１）

　 　　　　 ・オイルステイン塗り（標仕表18.12.１）の上、ワックス塗り　・生地のままワックス塗り

 ･ Ｇ の場合:間伐材､合板･製材工場から発生する端材等の残材､林地残材又は小径木等を利用していること

     　　　     ※Ｂ種  　・Ａ種

 

 断熱材現場発泡工法

 畳　敷　き

 床用防塵塗料塗り

 せっこうボード

 その他ボード及び

 合板張り

 断熱材打込み工法

 合成樹脂塗床

 フローリング張り

 カーペット敷き

 壁紙張り

 断熱材の原材料

７

１２

１

１１

１０

９

８

６

５

４

３

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

２０  ・　  ・　

（１９．５．２～７）

（１９．６．２）

（１９．７．２）

（１９．８．２）

（２０．２．２）

表１９．６．１ 

 フリーアクセスフロア

□

□
□

---Ａ-０４

三    原    市

特記仕様書（４）

 厚さ　　・２５　・３０　・１５

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

（１９．２．２～４）

（１９．３．２～３）

表１９．３．１・２ 

表１９．４．１～４

表１９．４．１～４

（１９．９．３）

（１９．９．４）

（２０．２．２）（２）（イ）（ｃ）

 アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

 溶接金網　　　　　　　　　　　※使用する（１５０Ｘ１５０Ｘ６φ）　・使用しない（Ｄ１０使用）

 舗装の構成　　　　　　　　　　※図示による

 コンクリート版の厚さの試験　　※行わない　・行う　　　※厚さの計測は行う（打設中及び打設後小口）

 舗装の構成　　　　　　　　　　　※図示による　　　　　　　　　アスファルトの種別　・Ｇ　

 コンクリート舗装

 透水性アスファルト

 舗装

５

４

（２２．５．２～６）

（２２．７．２～６）

 前処理方法

 前処理方法によらず対象

 溶融スラグ

 焼却灰化又は溶融スラグ化

 前処理方法によらず対象

 溶融スラグ化

 前処理方法

□

□

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

 ・再生材料を用いた舗装用ブロック（焼成）　Ｇ

　 　再生材料が原材料の重量比で２０％以上（複数の材料が使用されている場合は、それらの材料の合

　 　計）使用されているもの。ただし、再生材料の重量の算定において、通常利用している同一工場か

　 　らの廃材の重量は除かれるものとする。重金属等有害物質の含有や、施工時及び使用時に雨水等に

　 　よる重金属等含有物質の溶出について、土壌の汚染に係る環境基準等に照らして問題がないこと

 ※インターロッキングブロック

 再生材料の原料となるもの

 採石及び窯業廃土、無機珪砂（キラ）、鉄鋼スラグ

 非鉄スラグ、鋳物砂、陶磁器屑、石炭灰、建築廃材

 （汚泥を除く）、廃ガラス（無色及び茶色のガラス

 びんを除く）、製紙スラッジ、アルミスラッジ、磨

 き砂汚泥、石材屑

 都市ゴミ焼却灰

 下水道汚泥

 上水道汚泥

 湖沼等の汚泥

 ・再生材料を用いた舗装用ブロック類（プレキャスト無筋コンクリート製品）　Ｇ

 　　再生材料が原材料の重量比で２０％以上（複数の材料が使用されている場合は、それらの材料の合

 　　計）使用されているもの。なお、透水性確保のために、粗骨材の混入率を上げる必要がある場合は

 　　再生材料が原材料の重量比１５％以上使用されているものとする。

 　　ただし、再生材料の重量の算定において、通常利用している同一工場からの廃材の重量は除かれる

 　　ものとし、重金属等有害物質の含有や、施工時及び使用時に雨水等による重金属等含有物質の溶出

 　　について、土壌の汚染に係る環境基準等に照らして問題がないこと

 再生材料の原料となるもの

 都市ゴミ焼却灰

 下水道汚泥

 ※路面表示用塗料（ＪＩＳ　Ｋ５６６５（路面表示用塗料）による）

 ・低揮発性有機溶剤型の路面表示用塗料　Ｇ

 　　水性型の路面表示用塗料であって、揮発性有機溶剤（ＶＯＣ）の含有率（塗料総質量

 　　に対する揮発性溶剤の質量の割合）が５％以下であるもの

 舗装の構成　　　　　　　　　　　※図示による　　　　　　　　　アスファルトの種別　・Ｇ　

 舗装の構成　　　　※図示による

 　・１種 Ｇ　　・２種 Ｇ　　※３種１号□ □

 色　※白　　　塗布幅　※図示による　　塗布厚さ　※１．０

 　形状　・長方形　・正方形　・六角形　　　　　厚さ　・６０　・８０　・１００

 　表面加工　・ショット仕上げ　・　　　　　　　色彩　※標準品　・黄色系（注意喚起用）

 　クッション材　※空練りモルタル　・砂

 　材質　※コンクリート　・　　　　　　　　　　種類　※普通　・透水性　・注意喚起用　・植生用

 区　画　線

 排水性アスファルト

 舗装

 ブロック系舗装

８

７

６

表２２．９．１

□

 掲示板面材質　　・　　　　　　　　　　　　施錠装置　※有り　・無し　　　形状寸法　・図示

 本体材質　　　　※ステンレス製SUS304　　　照明器具　・有り　・無し　　　ガラス　　※強化ガラス 屋外掲示板１４

 　鋼製書架　　　※ＪＩＳ　Ｓ１０３９による

 ・固定式（下記以外は図示による）

鋼製物品庫　　・ＪＩＳ　Ｓ１０４０による

 ・移動式　　   形状等は図示による

 鋼製書架及び物品棚１５

 　移動フック　　　ヶ／ｍ　　安全荷重　※１５㎏以上　・　

 寸法　　※３００ｘ３００　  色　　　※黄色　・　

 ・集成材

 ・ステンレスパイプ

 ・鋼製パイプ

 ・ＨＬ　　　　　　・　

 ・ＥＰ－Ｇ　　　　・　  ・６０　・４５　・４０　・　

 ※ＣＬ　　　　　　・　

材質 表面仕上げ 直径（㎜）

 ※塩化ビニル又はゴム製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））ワンライン型

 ・硬質アルミニウム合金製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 ・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 材種　　・アルミニウム既製品　※ビニル既製品

 ※見切り縁兼用タイプ　・　

 表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１による

 　　　　・ステンレス製ＳＵＳ３０４表層塩ビ樹脂　

 形式　　　　　・ロープ式（テーパー式）

 　　　　　　　※ハンドル式（テーパー式又は同一断面式）

 材種　　　　　・アルミニウム合金　・　

 高さ（ｍ）　　・　  旗竿受金物　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）製　・　

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量

 補強金物　　※地震時転倒防止及び扉開き落下防止

 ・上下式内蔵式

  （・標準品　・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式）

 ・　

 ・φ76.3　ｔ＝2.0

 ・　

 ・ＧＬ＋700

 ・　

材種 柱径・肉厚（㎜） 高さ（㎜） 備考形式

 ・ステンレス製

 ・

 　　継手　　※ゴム接合　・モルタル接合

 ・遠心力鉄筋コンクリート

 ・硬質ポリ塩化ビニル管

 　　種類　　※外圧管Ｂ形１種　・　

 　　　　　　・ＶＰ　　・ＶＵ　　

 　　　　　　　ビニルが製品全体重量比で３０％以上使用されていること

 　　　　　　　建物外での硬質ポリ塩化ビニル管であって、使用済み塩化ビニル管を原材料とする塩化

 高さ　・図示による　・　

 材種　　・レジンコンクリート製（厚さ６０㎜）　　・磁器質タイル製

 ・６０　・４５　・４０　・３５　

取付箇所

（ＳＵＳ３０４）

 　　※規制対象外　・第三種

 　　　屋外用　・Ｔ－２用（５）　※Ｔ－６用（１５）　・Ｔ－２０用（５０）　・　

 　　適用荷重（安全荷重〔ｋＮ〕）

 　　型式　　※水封型　・簡易密閉型　・密閉型　・中ふた付密閉型

 ・鋳鉄製ふた

 ・鋼製

 ・ステンレス製

鍵　　　・有　・無

 ・グレーチング

・溝ふた（横断用）・受枠付

・ボルト

　固定

・図示

・受枠付

・ボルト

　固定

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

 ・歩行用

 ・Ｔ－２用

 ・Ｔ－６用

 ・Ｔ－１４用

 ・Ｔ－２０用

 ・歩行用

 ・Ｔ－２用

 ・Ｔ－６用

 ・Ｔ－１４用

 ・Ｔ－２０用

適用荷重用　途種 類 形 式
メンバーピッチ

細 目普通目

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 ※凹凸形

 ・平　形

 ・凹凸形

 ・平　形

上面形状
亜鉛めっき

（付着量）

 ・( 500g/㎡ )

 ・(　　　　 )　

 ・(　　　　 )　

 ・(　　　　 )　

 ・(　　　　 )　

 種類　・樹脂塗装メッシュフェンス（・溶接金網　・ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ） ・鋼管フェンス ・アルミフェンス

 ピクチャーレール

 誘導用床材、注意

 喚起用床材

 旗　　竿

 くつふきマット

 フェンス

 階段手すり笠木

 天井見切り縁

 既製家具

 車止め柵

 排　水　管

 側塊、排水枡等

１

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２

２１

（２１．２．１）

（２１．２．２）

 　　　　　　・ＲＳ－ＶＵ　Ｇ　

 　　　屋内用　・Ｔ－２用（５）　・　

□

 ・６０　・４５　・４２.７

 盛土に用いる材料（表３．２．１による）

 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

 支持力比（ＣＢＲ）試験

 　※行わない　・行う（※乱した土　・乱さない土）

 締固め度の試験

 　※行わない　・行う

 砂の粒度試験

 　※行わない　・行う

 

５００㎡～１０００㎡　　　　　　　　２個

 ※アスファルト舗装

 　加熱アスファルト混合物等の種類

 　　　※表層　　※密粒度アスファルト混合物（１３）

 　　　　　　　　・細粒度アスファルト混合物（１３）

　　　 ・基層　　・粗粒度アスファルト混合物（２０）

 ・カラー舗装

 　種類　　※表層に着色した加熱アスファルト混合物

　　　　　 ・表層の上に着色舗装又は樹脂系混合物

　　 　　　・表層の上に常温塗布式舗装又はニート工法による樹脂系舗装

 　カラー舗装に添付する着色骨材

　　　　　 ・有色骨材（材質＜　　　＞）

 　　　　　・着色骨材（材質＜　　　＞）

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う　

 切取検査　　　　　　　　　　　　※行う　　　１００㎡～　５００㎡　　　　　　　　１個

１０００㎡以上　　　　　　　　　　　　３個

 　プライムコート(JIS K 2208 ＰＫ－３)１．５Ｌ/㎡　タックコート(JIS K 2208 ＰＫ－４)０．４Ｌ/㎡

 路盤の構成　　　　　※図示による　

 路盤の厚さ測定　　　※５００㎡毎に１回

 締め固め度試験　　　※行わない　・行う

 舗装の構成　　　　　※図示による　

 車道部の基層　　　　・あり　・なし

 路床の構成　　　　　※図示による　・　

 シールコート（JIS k 2208 ＰＫ－１又はＰＫ－２）　　　　※行わない　・行う

 　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ 

（表２２．３．３） 路盤材料　     　　 ※再生材クラッシャラン Ｇ　・クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ　・粒度調整砕石

 アスファルト　　　　※再生アスファルト Ｇ (JISK2207に準ずる) ・ストレートアスファルト(JISK2207)

 骨材　　　　　　　　※砕石(JIS K 5501)　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ

 路　　床

 路　　盤

 アスファルト舗装

１

２

３

２２

（２２．２．２～５）

（２２．３．２～５）

（２２．４．２～６）

（２２．６．２～６）

□

□ □

□
□

 ・アルミ製 図示

 材料の種別　　　　・図示による　・配管用鋼管　・　

 表面処理鉛めっき　・行う（※Ｃ種　・　　　）　・行わない

 手  す  り

 材種　　　　　　　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法 ・接着工法　※ビス接着剤併用工法）

 端部フラットエンド　・有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　 ・無

 型式　　　  ※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　・　  幅（㎜）　※約３５　・　

 ・黒板JIS S 6007  　　　　　※焼き付け　・　　　　　色彩　 ※緑　・　　     形状及び寸法は図示

 ・ホワイトボードJIS S 6052  ※ほうろう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形状及び寸法は図示

 ・案内板　　　　　・施設案内板（※図示　・　　　　　）　　・各階案内板（※図示　・　　　　　）

 　　　　　　　　　・視覚障害者用案内板（※図示による）

 　　　　　　　　　　形状・その他　　　※図示による

 ・施設名文字　　　※図示による　・　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

 　　　　　　　　　　字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）　仕上げ（　　　　）

 ・ピクトグラフ　　　標準案内図用記号（案内板とも）　※ＪＩＳ Ｚ ８２１０による　・図示による

 取付箇所　　　　　・図示による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 寸法（㎜）　　　　・図示による　・　　　　　　　　　厚さ（mm）　　　※５　・　　　　

 ・ガラススクリーン対人衝突防止表示　・図示による　　　誘導標識、非常用進入口表示等　　※市販品　

 合板類、MDF及びﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量　 ※規制対象外　・第三種

 取付　　　　　　　※カールプラグ＋接着剤

 黒板及びホワイト

 ボード

 表　　示

 階段滑止め

 鏡

 ・室名札　　　　　〈８－４３－１〉Ｗ２５０　Ｈ５０　市販品

排　

水　

工　

事

５

６

７

８

９

舗　

装　

工　

事

 タ ラ ッ プ  材料の種別　※ステンレス（ＳＵＳ３０４）ＨＬ仕上げ　・ポリプロピレン防錆被覆ステンレス製タラップ　　１０

開閉形式

 ※２本操作コード式

   アルミニウム合金製

 形式

 スラットの材種

 スラットの種類

 スラットの幅（㎜）

 ・横型ブラインド

 ・コード式

 ・操作棒式

 ※ギア式

 ※２５　・３５

 ・縦型ブラインド（防炎性能を有するもの）

 ・アルミスラット　・クロススラット

 ・１本操作コード式

 ・暗幕用は３００㎜以上の召し合せの重掛けとする

 煙突用成形ライニング材　　適用安全使用温度　　※４００℃　・６５０℃　　　※ノンアスベスト材

 キャスタブル耐火材　　工法　　　・こて押さえ　・　　　　　　最高温度　　※４００℃　・　　　　

 カーテン

 ・片引き　・引分

材料による区分

 ・１０－６０

 ※１０－９０  ・　

施工箇所 きれ地の品質等（製造所） ひだの種類 カーテン操作方式

 ※防炎加工認定品  ※手動　・電動

 カーテンレール及び付属金物

施工箇所 強さによる区分 仕上げ 形状 カーテン用付属金物

 ※アルミニウム

 ・　

 ※アルマイト

 ・　

 ※角形

 材種（防炎性能を有するもの）　・図示による　・　　　　　　遮光性能　・図示による　・　　　　

 操作方式　・スプリング式　・コード式（チェーン式）　・電動式

 ヘッドレールの材種  ※アルミ二ウム合金

 材種　　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

 形式　　天井　　※一般形　・密閉形　　　　　　　　　　　　　　・屋内用　・屋内外用

 　　　　壁　　　※一般形　・密閉形　・結露防止形　　　　　　　・屋内用　・屋内外用

　　　　　　　　　 密閉形：ボルト、ナット等のメカニカル構造にパッキンを装着したもの

 　　　　　　　　　一般形：パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

 枠　　　天井　　外枠　・額縁タイプ　目地タイプ　　　内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 枠の許容差　　　±０．５㎜以内　　　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 材料の品質及び性能

 　天井：外枠、内枠の材質

 　　　　　　表面処理　標仕表１４．２．１のＣ－１種、Ｃ－２種（外部はＢ－１種、Ｂ－２種）

　 　　　外枠及び内枠のコーナーピース、吊り金物、取付ボルト

 　　　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの

 　床　：受枠材、蓋枠材、コーナーピース、底板材、底板補強材（目地　※ステンレス）

 　　　　　　表面処理　標仕表１４．２．１のＡ－１種、Ａ－２種、Ｂ－１種、Ｂ－２種

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　JⅠS H4100 A6063S-T5

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　JⅠS H 4100 A6063S-T5  左記以外：JIS H 4000 A1100P

 　　　　開閉方式　施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする

　　　　 その他　製造所の仕様による

 　　蓋の耐荷重性能　蓋の中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留たわみが点検口の有効径の0.08%以

 　　　　　　　　　　内。受枠、蓋その他に使用上支障がない。破壊荷重は、荷重値Pnの２倍以上。

 ・７５以上　・１００

 ロールスクリーン

 点　検　口

 煙突ライニング

 ブラインド

 カーテンレール

 カーテン及び

１１

１２

１３

１４

１５

（２０．２．６）

（２０．２．７）

（２０．２．９）

（２０．２．１０）

（２０．２．１１）

（２０．２．１２）

（２０．２．１３）

（２０．２．１４）

（２０．２．１５）

（２０．２．１６）

（２２．８．２）（２２．９．４）

 表面材　　　　　　　・メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板

（１９．４．２～３）

（１９．９．３～４）

□

□

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　



336.89

+0.29

Ｙ

(20m)
▽2Hライン

配置図　1/200

附近見取図 計画概要
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道
路
境
界
線
（
20
. 2
93
） 簡易トイレ
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河川境界線（40.398）
河川境界線（12.708）

6,800
前面道路幅員

▽2Hライン
(10m)

Ｘ Ｘ

Ｙ

0. 33

0.33

-1.90

-0.98
-1.76

-0.61 -0.78 -0.96

+0.34

KBM.H= +0.275

+0.37

+0.38

+0.31 +0.42

+0.36
+0.33

+0.76

+0.50 +0.47 +0.48

隣
地
境
界
線

河
川
境
界
線

道路境界線 線路境界線

線路敷き

ポンプ棟自家発棟

ポ
ン
プ
棟

ＸーＸ　断面図　1/200

Ｙ
ー

Ｙ
　

断
面

図
　

1
/2

0
0

ポンプ棟

吐出し樋函

地名地番

住居表示

敷地概要

敷地面積

都市計画区域

用途地域

防火地域

指定容積率

指定建ペイ率

高さ制限

工事名称

都市計画区域内

指定なし

200％

60％

日影規制

道路

その他

建物概要 主要用途

工事種別

構造 鉄筋コンクリート造

階数

地盤面

最高高さ

軒高さ

距離：20m　勾配：1.25道路斜線

隣地斜線 立上り：20m　勾配：1.25

（TP）

対象建築物：建築物高さ＞10m

（市街化区域）

1074.11　㎡

第１種住居地域

下水道施設（ポンプ所）

30㎝建築基準法

による条件 風速

地表面粗度区分

Ｖo＝３２　ｍ／sec

Ⅲ

垂直積雪量

自家発棟
皆実ポンプ場

（既設）

（既設）

（既設）

（申請部分）

（申請部分）

※　図中レベルはＴＰからの高さを示す

+0.500　 m

11.300 　m

10.800   m

0.190.25

合計

建築面積

延床面積

面積

その他 居室無し

㎡ 　

㎡ 　

㎡ 

㎡ 

㎡ 

 ㎡

ポンプ棟（申請部分） 自家発棟（既存部分）

1,
50
0

7,
76
5

7,
11
5

2,
10
0

6,41518,26024,730 3,345

6,
20
5

8,
71
0

3,
74
5

8,
71
0

2,700

三原市皆実五丁目地内（1755-11、1756-12･13･14、1759-11･12･13）

建築場所　三原市皆実五丁目地内（1755-11、1756-12･13･14、1759-11･12･13）

法第22条区域　下水処理区域

地上　３　階、地下１階

増築

132.04

132.04 468.93

223.14 355.18

縮    尺 １／２００Ａ-０５

三    原    市

附近見取図・配置図・建築概要

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　皆実雨水排水ポンプ場建築工事（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　



・

・ ・ ・・・・マンホール蓋 除塵機室

床無筋コンクリート 除塵機室

足洗い場付属物躯体工事

煙突

外部階段天端、内部階段天端モルタル塗 ・・ ・ ・・・

階段（土間）付属物躯体工事

地上部躯体工事

地下部躯体工事

犬走り付属物躯体工事

床無筋コンクリート（水勾配） 除塵機室水路

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

工 事 区 分 一 覧 表

備　　　考 備　　　考
設備工事

建築機械

設備工事
電気

プラント

設備工事
機械

プラント
土木工事

設備工事

建築電気
建築工事

階 項　　　目 場　　　所設備工事
電気

プラント

設備工事
機械

プラント
土木工事

設備工事

建築電気

設備工事

建築機械
建築工事

場　　　所項　　　目階

（工事区分一覧表の記載事項については区分が不明確になる恐れのあるものについて記入）

Ａ ＡＭ ＡＥ Ｃ ＰＭ ＰＥＡＭ ＡＥ Ｃ ＰＭ ＰＥＡ

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

場内真砂土敷均し

場内アスファルト舗装

場内雨水側溝

汚水排水桝、排水管

雨水排水桝、排水管

・・ ・ ・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

箱抜き

配管スリーブ

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

ポンプ室、除塵機室、消音器室、給気筒・煙道

ポンプ室、除塵機室、消音器室、給気筒・煙道、
電気室、便所

受水・送水ポンプ基礎 差し筋共

ポンプ室（１）床塗装

ポンプ室（１）

・・

・・ ・ ・・・

・・ ・・

受水管・送水管支持基礎 差し筋共ポンプ井

釜場

鋼製タラップ
ポリプロピレン防錆被覆

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

差し筋共給気筒・煙道煙突基礎

便所

便所床無筋コンクリート

釜場 ポンプ室（１）

給気筒・煙道煙突排水管

和式兼用便器・手洗器

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

ホイスト ポンプ室上部吹抜け ・・ ・ ・・・

ポンプ室上部吹抜けホイストレール

ポンプ室上部吹抜け点検ステージ

ステンレス框 踏込

床モザイクタイル貼（下地共） 踏込

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

消音器室

消音器室

ピット受枠

ピット蓋

・ ・ ・・・・マンホール蓋（耐水圧） ポンプ室（１）

除塵機架台（デッキ） 除塵機室 ・・ ・ ・・・

ポンプ室（１）点検ステージ用 ・・ ・ ・・・

床塗装 ポンプ室（２）

床無筋コンクリート ポンプ室（２）

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

ステンレス製はしご

アルミ手摺

ポンプ室（２）エンジン基礎

ポンプ室（２）燃料小出槽

塩害防止フィルター 給気筒 ・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

・ ・ ・・・ ・ポンプ歩廊 ポンプ室（２）

ポンプ室（２）、点検通路、煙道・給気筒

電気室

床無筋コンクリート

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・消音器室

床フリーフロア

３

２

１

Ｂ１

（安全ガード付）
ステンレス製タラップ

ステンレス製タラップ

・ ・・・ ・ ・

・・ ・ ・・・

吐出槽天端マンホール蓋 ・・ ・ ・・・

西面外壁

東面外壁

・・ ・ ・・・

ＧＬ＋１００まで竪樋　ＶＰ１００φ ・・ ・ ・・・

吐出槽天端グレーチング蓋 ・・ ・ ・・・

タラップ

・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

西面外壁吊フック

鍵箱 北面外壁 ・・ ・ ・・・

・・ ・ ・・・

電気ダクト

電気ダクト防水マンホール

外部

共通

・・ ・・・・

フェンス、フェンス門扉

進入スロープ設置工

・・ ・・・・

場内

道路加工その他 ・・ ・ ・・・

除塵機室水路、吐出槽

吐出槽

カラーアルミ手摺 吐出槽天端

・

縮    尺Ａ-０６ ---

三    原    市

工事区分一覧表

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　



18.260 × 8.710

敷地面積　求積図　1/200

Y=  83206.212
X=-178247.614

2

2
0
.
2
9 3

C

3

6

敷地境界線(仮定)47.769

1

P 7

Y=  83166.399
X=-178228.701

Y=  83165.837
X=-178248.986

Y=  83218.759
X=-178249.628

Y=  83219.108
X=-178225.577

X=-178228.222
Y=  83219.068

Y=  83214.156
X=-178227.648

ペイント

40.398

12.708

敷
地

境
界

線
(仮

定
)
2
1.

4
0
8

2
.6

4
5

C

4

5

5.3
68

地　　番 地 目

所 有 者

点　　名 X Y 辺 長

面　　積

地　　積

坪　　数 坪

仮求積 ----

1 -178248.986 83165.837

2 -178247.614 83206.212 40.398

3 -178249.628 83218.759 12.708

4 -178228.222 83219.068 21.408

5 -178225.577 83219.108 2.645

6 -178227.648 83214.156 5.368

7 -178228.701 83166.399 47.769

1 -178248.986 83165.837 20.293

1074.1192485

324.9210   

1074.11     ㎡

㎡

建築面積　求積図　1/200

床面積　求積図　1/200

①

② ④

⑤

⑦

1
,
3
9
0

1
,
3
0
0

1
,
0
0
0

3
0
0Ｂ

26
0

1,
0
0
0

8
04

1,
00
0
⑥

2
9
6

805

1,500

1,000

建築面積求積図 1/200 

1
,
0
0
0

計 算 式符号

1

面  積 (㎡)

３階床面積算出表

1/200 ３階床面積求積図

計 算 式符号

2

3

1

面  積 (㎡)

１階床面積算出表

2.530

計
 ㎡

１階床面積求積図 1/200 

計 算 式符号

2

3

1

面  積 (㎡)

4

5

計
 ㎡

0.900

②

1
,
85

0

２階床面積算出表

1/200 ２階床面積求積図

３ ４

8
,
7
1
0

Ａ

０ ２

1
,
10

0

21,605

3,8953,505

8,0552,200

②

２ ４

8,
7
10

③

1
,
15

0

Ｂ

8,
7
10

1
,
00

0Ａ

①

2.200 × 1.150

①

４

Ｂ

Ａ

8,
7
10

8,055

３

2
,
3
0
0

6,
8
6
0

４

①

④

３

③

⑤

900

２

Ｂ

1
,
1
3
0

1,
0
0
0

1
,
3
0
0

Ａ

7
,5

8
0

8,
7
10

0.900 × 1.000

３

5,0008,615

7,4456,170

5,270

6,170 7,445

6.170 × 1.000 6.170

8.615 × 8.710

5.000 × 1.850

6.170 × 1.300 8.021

9.250

75.036 8.055 × 8.710 70.159

4,645

4,645

18,260

１

8,005

１

18,260

4,645

159.044

4,575

18,2603,345

１

3,345 4,645

3,1851,460

3.185 × 1.130 3.599

96.806

96.80

⑧

⑨

1,700

2,700

1,000

2
,
29

0

7
1
0

2
,
1
0
0

8
,
7
1
0

3
,
2
4
0

3
,
1
8
0

5,000485

⑪

1
50

1
,
0
0
0

⑫

⑬

2
,
3
0
0

⑩

6
0
0 1
,
3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
00

0

1
,0

0
0

7,4456,170
685

1,7852,200 3,460
200

1,000

④

4

1,7852,200 3,460

2.200 × 1.000 2.200

169.944

169.94

計
 ㎡

70.159

70.15

面  積 (㎡)計 算 式

延床面積算出表

169.94 + 96.80 + 70.15  ㎡336.89

3,550 2,200
350

③

1
,1

5
0

6.180 × 1.300 8.03410

符号

建築面積算出表

2

3

1

4

5

6

7

8

面  積 (㎡)

0.561

計 算 式

3.505 × 0.260

3.895 × 1.100

(0.296+1.100) × 0.805 /2

0.911

4.284

4.575 × 0.300 1.372

9

3.180 × 0.500

1.700 × 3.240

0.200 × 2.290

1.590

5.508

0.458

11 5.000 × 0.600 3.000

12 1.785 × 0.150

13 2.200 × 1.000 2.200

0.267

21.605 × 8.710 188.179

計
 ㎡

14

15

3.550 × 1.100

2.200 × 1.150

0.350 × 1.000

2.530

3.905

0.350

223.149

223.14

⑮⑭

縮    尺Ａ-０７ １／２００

三    原    市

面積求積図

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　



ＰＭ

Ｃ

・ 手摺（アルミ製）固定式

・ ノンスリップ（階段タイル 150×60）

電 気 ダ ク ト
〈コンクリート打放し〉

〈Ｃ〉

Ｃ

Ｃ

〈コンクリート直均し〉 Ｃ
１　階

１，４００ 打放し仕上(Ｂ)Ｃ

〈Ｃ〉 ＣＣ

Ｃ

〈Ｃ〉 ＣＣ

Ｃ

〈Ｃ〉 ＣＣ

Ｃ

仕　　　上下　地詳細番号柱型仕上詳細番号仕　　　上

給気筒・煙道

給 気 筒

便 所

除 塵 機 室

ポンプ室（１）

ポ ン プ 井

縮    尺 ---Ａ-０８

特記以外の鉄部の塗装はＳＯＰとする。

付属物のうち、室名札、床点検口等は、平面図による。

付属物のうち、天井点検口等は天井伏図による。

打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。（見付 Ｗ＝２０ 柱・梁・壁）

天井仕上ボ－ド張りは、突付け張りとする。

内装建築材料として使用する建材は、国土交通大臣認定によるＦ☆☆☆☆とする

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

１０．

１１．

１２．

外壁の打増は外部側：厚２０とする。

打放し仕上げの出隅部分は、面取りを行う。

床コンクリ－ト直均し仕上〈１－０１－３，４〉部分の床打増は厚２０ｍｍとする、

床面かさ上げコンクリート（無筋コンクリート）には、ひび割れ防止溶接金網（６φＸ１００Ｘ１００）を敷設する。

外部仕上表及び内、外部付属物の適用分類、詳細番号は、　・　印のついたものを適用する。１．

２．

Ｃ

ＣＢ

ＰＦ板

外装薄塗材（Ｅ）

Ｍ

ＭＣ

ＧＢ

ＬＧＳ

ＧＢ（Ｓ）

複層塗材（ＲＥ）

軽量吹付

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｃ）

吸音材貼

内装薄塗材（Ｓｉ）

ケイカル板

・ 天井点検口　４５０Ｘ４５０ アルミ製枠　既製品

・ 吊りフック

・ 壁付手摺

・ 側溝用グレーチング

・ 室名札　アクリル板　３００Ｘ６０Ｘ５

・ ＲＤ－Ｙ（φ　・１００　・７５　・５０） 〈５－３１－　２〉

・ ＲＤ－Ｔ（φ　・１００　・７５　・５０） 〈５－３１－　１〉

・ 目地（打継、化粧、誘発、水切）

・ 一般手摺（アルミ製）固定式

・ 一般手摺（アルミ製）可動式

・ ステンレス製防鳥網

・ くつふきマット 〈８－２１－　２〉

ＡＥ

ＥＰ

ＥＰ－Ｇ

ＳＯＰ

ＦＡフロアー

ＲＤ－Ｙ

ＴＰ－Ｐ

ＴＰ－Ｓ

ＲＤ－Ｔ

アクリル樹脂エナメル塗り

合成樹脂エマルションペイント塗

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗

合成樹脂調合ペイント塗り

フリーアクセスフロアー

ステンレス製タラップ　Ｗ＝４００

ポリプロピレン防錆被覆鋼製タラップ　Ｗ＝４００

ルーフドレン　横型

ルーフドレン　縦型

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

コンクリ－ト下地

コンクリ－トブロック下地

外装合成樹脂エマルション系薄付け仕上塗材

内装けい酸質系薄付け塗材

押出法ポリスチレンフォ－ム保温材

モルタル下地

せっこうボ－ド

軽量鉄骨下地

無筋コンクリート下地

シージングせっこうボード

無石綿セメントケイ酸カルシウム板

厚２５　ガラスクロス額縁張り

グラスウール吸音ボード　２号３２Ｋ

コンクリート打放し仕上　Ｂ種

コンクリート打放し仕上　Ｃ種

軽量骨材仕上塗材 ＶＰ 硬質塩化ビニル菅

ＤＰ 耐候性塗料塗り

・ ホイストレール

〈８－４３－　１〉

・ 竪樋（ＶＰφ　・１００　・７５　・５０）

共　通　事　項 略　　　　　号 外部付属物及び詳細番号 内部付属物及び詳細番号

〈５－３１－２，６，１０〉

・ タラップ（ステンレス製） ・ 吸音壁

１３． 仕様ステンレスは全てＳＵＳ３１６とする。

・ 手摺（ステンレス製）

・ 固定式トップライト

・ 煙突

・ 室名表示札

・ 外部水切（ＳＵＳ）

・ タラップ（ステンレス製・安全ガード付）

・ 外部吊フック

・ 手摺（アルミ製）

蹴込・踏面

上裏

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

外装薄塗材（Ｅ）

コンクリート階段

ルーフドレイン

　

竪樋

取付金物

横型１００φ用

ＳＵＳ製掴み金物

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

外　部　仕　上　表

犬走り

コンクリート直均し

根回り

床 腰 外　　壁
下地・防水層

屋　　根

押え・仕上

内　部　仕　上　表

下地

コンクリート直均し仕上

防水層

屋上防水用断熱材

硬質ウレタンフォーム厚２５

溶接網入　１００×１００×６

コンクリート直均し仕上厚８０　

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

外装薄塗材（Ｅ）

揚裏

打放し仕上（Ｂ）

コンクリート直均し

はな

天端

パラペット 屋　外　階　段 雨　水　処　理 庇 備　　　考

笠木

立上り部

打放し仕上（Ｂ）打増　厚２０

ステンレス手摺（別図参照）

（標準ピッチ＠１５００）

階 室　　名 下　　地 下　地 高　さ 下　地 高　さ 下　地詳細番号仕　　　上詳細番号仕　　　上詳細番号
幅　　木 腰　　壁 壁 天　　井

高　さ 詳細番号 詳細番号梁型仕上 備　考仕　　　上
床

モルタル金コテ押え

カラー塩ビパイプ１００φ　ＶＰ

アスファルト防水Ｄ－２工法

塗膜防水　Ｘ－２工法

塗膜防水　Ｘ－２工法

ノンスリップ（階段タイル）

（メーカー既製品）

Ｂ１階
Ｃ

Ｃ

Ｃ

〈Ｃ〉

〈Ｃ〉

〈Ｃ〉

〈Ｃ〉

〈Ｃ〉

Ｃ

Ｃ

ＰＭ

ＭＣ 厚 １８０

～ ５３０

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ 打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）Ｃ

４００

４００

磁器質タイル１００角Ｍモザイクタイル５０角貼

Ｃ

〈Ｃ〉

Ｃ

〈Ｃ〉

Ｃ

〈Ｃ〉

直天

直天

直天

Ｃ
ガラスクロス額縁貼

打放し仕上(Ｂ)

ＰＭ

< 2-01-2 >

〈床用塗料〉

Ｃ

ＰＭ

〈コンクリート直均し〉

〈コンクリート直均し〉

〈コンクリート直均し〉

〈コンクリート直均し〉

〈コンクリート直均し〉

〈コンクリート直均し〉

〈コンクリート打放し〉

〈コンクリート打放し〉

〈コンクリート打放し〉

グラスウール吸音板厚50

〈コンクリート打放し〉

〈コンクリート打放し〉

〈コンクリート打放し〉

Ｃ

Ｃ

Ｃ ＥＰ－Ｇ

ガラスクロス額縁貼
打放し仕上(Ｂ)Ｃ

グラスウール吸音板厚50

Ｃ

打放し仕上(Ｂ)

打放し仕上(Ｂ)

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)直天

〈 2-02-13 〉

〈 2-02-13 〉

〈 2-02- 7 〉

〈 3-01-11 〉

〈 3-01-11 〉

打放し仕上（Ｃ）

ケイカル板 ｔ６ ＥＰ

〈 3-01-11 〉

〈 3-01-11 〉

〈 2-02- 7 〉

Ｃ

Ｃ

皆実雨水排水ポンプ場 ポンプ棟　仕　上　表

ＡＭ

〈和式兼用便器、手洗器、

　ペーパーホルダー〉

Ａ

ＰＥ

ＰＭ

ＡＥ

ＡＭ

Ｃ

ＮＭ－０１２８

種　別 壁（m/m）天井（m/m）

仕　上

下　地

１２．５ １２．５

９．５ ９．５

備　考 材　料　名材　料　名

せっこうボ－ド

せっこうボ－ド

化粧せっこうボ－ド

押出法ポリスチレンフォ－ム保温材

ＮＭ－８６１９

ＱＭ－９８２８

：シーリングを示す

：仕上の見切りを示す

・その他図示による

・建具周囲：変成シリコーン系　ＭＳ－２　１０Ｘ７

：土木工事部分を示す

・打継部　：ポリウレタン系　ＰＵ－２　２０Ｘ１０
凡
　

　

　

例

仕

上

材

料

の

厚

さ

無石綿セメントケイ酸カルシウム板

グラスウール保温板　ガラスクロス（白色）額縁貼

グラスウール保温板　ガラスクロス（着色）額縁貼

種　別 壁（m/m）天井（m/m） 備　考

２５ ２５

〈　　　〉

〈　　　〉

〈　　　〉

〈　　　〉

〈　　　〉

：　土木工事

：　建築機械設備工事

：　プラント機械設備工事

：　プラント電気設備工事

：　建築電気設備工事

無記号又は ：　建築工事

ＮＭ－８５７８ 工

事

区

分

略

号

６

ＮＭ－８６０６

ＮＭ－８６１０

２５,５０ ２５,５０

２５,５０ ２５,５０化粧せっこうボ－ド ９．５ ＱＭ－９８２４

１２．５

１５ １５ ＮＭ－０９１６

打放し仕上（Ｃ）

硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

打放し仕上（Ｃ）

硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

打放し仕上（Ｃ）

硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

打放し仕上（Ｃ）

硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

打放し仕上（Ｃ）

〈 2-02- 7 〉

〈 2-02- 7 〉

〈 2-02- 7 〉

〈 2-02- 7 〉

打放し仕上(Ｂ)Ｃ

〈床用塗料〉

階 段

消 音 器 室

踏 込

電 気 室

点 検 通 路

ポンプ室（２）

２　階

ＰＭ

給気筒・煙道

ＰＥ

ＰＭ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ＰＭ

３　階

打放し仕上（Ｂ）Ｃ

Ｃ

４００

１００

モルタル塗　ｔ２５Ｃ １００磁器質タイル１００角貼

コンクリート直均し

コンクリート直均し

コンクリート直均し

ガラスクロス額縁貼
打放し仕上(Ｂ)Ｃ

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)
硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

〈コンクリート直均し〉

〈コンクリート直均し〉 グラスウール吸音板厚50

打放し仕上（Ｂ）

ＰＭ

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)

Ｃ

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)
硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

打放し仕上（Ｂ）

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ

〈 2-02-13 〉

〈 3-01-10 〉 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 〈 3-01-10 〉 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 〈 3-01-10 〉 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 〈 3-01-10 〉 打放し仕上(Ｂ)直天

Ｃ 〈 3-01-10 〉 打放し仕上(Ｂ)直天

〈 3-01-11 〉

〈 3-01-11 〉

ホイストレール、点検ステージ

アルミ手摺

アルミ手摺

アルミ手摺、ノンスリップタイル

ステンレス框 50×150

硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

〈コンクリート直均し〉 Ｃ

〈Ｃ〉

Ｃ

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｃ）

〈Ｃ〉 Ｃ

Ｃ
直天

〈コンクリート打放し〉

点検ステージ用はしご

タラップ

〈FAﾌﾛｱｰ H=300〉

〈帯電防止ビニル床タイル〉

ＰＥ

2,500

三    原    市

仕 上 表

・ ノンスリップ（階段タイル 150×60）

〈Ｄ－１２，１３〉

階段詳細図

〈Ｄ－９，１０，１１〉

〈Ｄ－２〉

〈Ｄ－１５〉

〈Ｄ－２４〉

階段詳細図

〈Ｄ－２４〉

〈Ｄ－１７〉

階段詳細図、〈Ｄ－７〉

階段詳細図

階段詳細図

〈Ｄ－１８〉

・ 点検ステージ用はしご 〈Ｄ－２２，２３〉

〈Ｄ－１６〉・ タラップ（ＳＵＳ製）

吐 出 槽

〈ビニル巾木〉 ＰＥ

〈タラップ〉

〈タラップ〉

Ｃ〈タラップ〉

Ｃ〈マンホール蓋(耐水圧)６００φ〉

階段、アルミ手摺、ノンスリップタイル、

〈ピット蓋（受枠共）〉 ＰＭ

〈Ｄ－１６〉

〈ＭＣ 厚３００〉

〈ＭＣ 厚２００〉

〈ＭＣ 厚２００〉

ＭＣ 厚 １６０

１４．

平場：アスファルト防水ＡⅠ-1工法

立上り：アスファルト露出防水仕様

カラーアルミ製笠木　Ｗ２２０

〈マンホール蓋　６００φ、落込式取手〉

硬質発泡ウレタンフォーム吹付（Ａ種２）

外部に使用するアルミ表面処理種別はＪＩＳ Ｈ８６０２におけるＡ１仕様とする。

成形伸縮目地材　ｔ２５ ＠３０００

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

コンクリート打放し

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

図面中〈　－　－　〉は建築工事標準詳細図令和４年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修）の詳細図番号を示す

化粧石こうボ－ド（スクエアトーン）ＧＢ（ＳＴ）

除 塵 機 水 路

防水形複層塗材（Ｅ）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　



タラップ

下部水槽平面図　1/100

４３

除塵機水路

Ｃ ＦＥＤ ＨＧ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

ＧＣ ＥＤ Ｆ Ｈ

０ ２

Ａ

Ｂ

2,2001,250

145

8
,
7
1
0

2
,
2
3
5

3
,
2
3
5

3
,
2
4
0

21,605 645

2,2003,700 500

5,560 8,055

21,605

22,350

500100

400

8
,
7
1
0

▽壁芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

△
壁
芯

8,0555,560

1
4
5

1
4
5

9
,
0
0
0

6,945610

610

タラップ

△壁芯

ポンプ井

3,345 4,645

455

１

3,345 4,645

タラップ

吐出槽

1
,
2
0
0

釜場
タラップ

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

平面図　１

１／１００Ａ-０９

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



電気ダクト

UP

屋根

610

6,170

7,445

2,955

5,560

5,560

8,055

除塵機室上部

▽±0

給気筒

手摺
給気筒・煙道

吹抜け

手
摺

ＨＧＦＣ ＥＤ

２ ３

90

吐出槽天端

Ａ

▽
壁
芯

▽壁芯

1
2
0

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

8
,
7
1
0

2
,
3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
3
0
0

▽+200

8
,
7
1
0

△
壁
芯

４

▽
壁
芯

ＨＧＦ

踏込み

1,500

120

2
,
1
0
0

7
1
0

3
,
2
0
0

1
,
2
6
0

搬入口
▽-160

▽-110

▽壁芯

▽±0

2
,
1
0
0

1
,
2
5
0

120

8,055

21,605

UP

120

1,200

Ａ

Ｂ

▽+2,000

Ｆ

2,2003,360

▽±0

5,560

Ｆ

▽-400

便所
▽-3501
,
1
5
0

▽-500

１／１００

Ｂ

▽-500▽-500

▽-65

Ｃ ＥＤ ＨＧ

UP

UP

△壁芯
△レール芯

△壁芯

1
2
0

4
0
0

1
,
3
0
0

Ａ

Ｂ

犬走り

1
,
2
6
0

Ｂ

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

平面図　２３階　平面図　1/100１階　平面図　1/100

Ｃ ＥＤ Ｈ

Ｃ ＥＤ

1
,
2
6
0

庇

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｂ

Ａ

△壁芯

手摺 手摺

搬入口

DN

DN

Ｂ

Ｇ ＨＦＤ ＥＣ

Ｂ

Ａ

２階　平面図　1/100

Ｄ ＥＣ Ｆ Ｇ Ｈ

点検通路

1
2
0

▽-50

▽-50

Ａ-１０

▽-400

8,055

350

6,100

8,055

3,8001,300

8002,730

DN

4,200

UP

Ｂ
▽壁芯

屋根伏図　1/100

8,055

▽壁芯

8,055

△
壁
芯

1,200

2,700

8
,
7
1
0

４

5,560

1,4604,100

▽
壁
芯

０ ２

▽壁芯

給気筒

8
,
7
1
0

1
,
0
0
0Ａ

３

給気筒・煙道

▽
壁
芯

除塵機室

1
,
5
2
0

7
,
1
9
0

1
,
8
5
0

ポンプ室（２）

タラップ

Ａ
△壁芯

8
,
7
1
0

525

３

2,800

▽
壁
芯

2,275

４

8,055

5,255

1
,
1
5
0

8
,
7
1
0

△壁芯

△
壁
芯

屋根

水勾配

水勾配 水勾配

水勾配

アスファルト防水ＡＩ－１

Ｇ ＨＦ

8
,
7
1
0

1
,
1
5
0

△
壁
芯

４３

Ｂ

Ａ

△壁芯

ホイスト

Ａ

▽レール芯
▽壁芯4

0
0

8
,
7
1
0

Ａ

Ｂ

Ｃ ＥＤ

ポンプ室上部　吹抜け

1
,
0
0
0

▽±0
消音器室 電気室

▽±0

▽
壁
芯

1,525 2,275525

5,2552,800

8,055

０

タラップ

2
,
9
1
5

2
,
1
2
0

2
,
8
7
5

3
,
2
7
5

2
,
1
2
0

3
,
3
1
5

固定式トップライト

固定式トップライト

▽±0

7,445610

6,170

610

7,445

1
4
5

1
4
5

手
摺

▽-160

タラップ

タラップ

庇

庇

庇

除塵機搬入口

マンホール蓋

マンホール蓋

1,000

1
,
2
0
0

2
,
1
0
0

5,000

6
0
0

庇

▽-50

1
,
2
5
0

吹抜け DN
▽-110

階段

UP

600

点検ｽﾃｰｼﾞ

点検ｽﾃｰｼﾞ

10,2053,345

4,6451,545

145

10,815

18,2603,345

4,645

１

3,345 18,260

10,205

18,260

4,645

１

3,345

10,815

120

120

6,155

10,205

←

18,260

１

10,205

▽
壁
芯

Ｃ

10,2052,160

▽
壁
芯

10,205

１

18,260

←

780 1,380

2,160100

100

吹抜け DN

UP

吹抜け
▽±0
除塵機架台 手摺

吹抜け

▽±0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

3,4601,785 2,200

Ｇ

2,200 3,4601,785

コンクリート基礎

タラップ

燃料小出槽　390Ｌ

▽±0

↑

→

ポンプ室（１）

マンホール蓋

タラップ

タラップ

3
,
2
4
0

2
,
2
3
5

3
,
2
3
5

排気筒

排気筒

吐出槽
1
,
2
0
0

▽

排
水
ピ
ッ
ト

タラップ

※　▽±0等は基準ＦＬからの寸法を示す。

1
2
0

1
,
0
0
0

1
,
3
0
0

2
,
3
0
0

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



Ｆ

Ｂ

Ｃ

Ｈ

Ｃ

Ｂ

Ｏ

Ｂ

Ｎ

Ｇ

Ｋ

Ｋ

Ｍ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｋ

Ｂ

北側　立面図　　1/100 西側　立面図　　1/100

南側　立面図　　1/100

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

立面図　

１／１００

東側　立面図　　1/100

Ａ-１１

Ｌ Ｌ

Ｍ

ＬＬ

Ｌ Ｌ

ＭＭ

Ｌ Ｌ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｇ

Ｂ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｆ

Ｆ
Ｇ

Ｋ

Ｋ

Ｂ

Ｅ

Ｋ

Ｂ

Ａ

Ｋ

Ｄ

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｎ

符　号符　号

凡　例

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

仕　上 仕　上

Ｎ

Ｂ

Ｋ

Ａ

Ｂ

Ｎ

Ｏ

Ｂ

Ｇ

Ｆ

Ｂ

Ｂ

Ｋ
Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｇ

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｊ Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｈ Ｅ

Ｂ

Ｆ
Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｃ

Ｄ

アルミ製笠木　Ｗ＝220

〈コンクリート打放し〉

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０　外装薄塗材（Ｅ）

モルタル金コテ押え

カラーアルミ手摺

竪樋　カラー塩ビパイプ１００φ　ＶＰ（ＳＵＳ製掴み金物）

ステンレスタラップ

ステンレスタラップ（安全ガード付）

コンクリート直均し　塗膜防水　Ｘ－２

固定式トップライト 900×900（ポリカーボネート,アルミ製,防露形,アルミ2段水切付）

陣笠：ＳＵＳ製天板　酸洗処理仕上　６００φ×２

煙突：溶融亜鉛メッキ仕上

ＳＵＳ水切りカバー

〈ステンレスタラップ〉

〈カラーアルミ手摺〉

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

ＣＣ

Ｆ

Ｆ

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）Ｐ

Ｑ

Ｐ

Ｑ

Ｑ

Ｐ

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０　防水形複層塗材（Ｅ）

Ｐ

Ｑ

令和６年度　

コンクリート打放し



ポンプ井

除塵機水路

   ▽-0.890

▽+3.800

2FL+5.350

▽+6.800

揚程

4,
4
0
0 3
0
0

5
00

3
,
3
0
0

1FL▽+500 1FL▽+500

除塵機室

HWL▽+2.750

4
0
0

2
0
0 1
,
8
0
0

（▽-2.400）
（▽-2.600）

（▽-4.800）（▽-4.950）

3
0
0

2,
8
00

吐出槽

7.5ｔ

8,055

４

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／１００

断面図　１

Ａ部分　断面図　　1/100

３ ２ ３

Ｂ部分　断面図　　1/100

5
0
0

4
,0

0
0

5
0
0

4
,0

0
0

RFL▽＋10.800 RFL▽＋10.800

設計ＧＬ▽

1FL▽+500

2F▽＋3.800

最高高さ▽＋11.300

3F▽＋6.800

最高高さ▽＋11.300

1FL▽+500

設計ＧＬ▽

2F▽＋3.800

3F▽＋6.800

5
9
0

2,
2
0
0

3
,0

0
0

3
,
3
0
0

1
1
,
3
0
0

2,
2
0
0

2
,
6
0
0

5
,
3
0
0

5
0
0

2,800

ポンプ井

除塵機水路

   ▽-0.890

▽+3.800

2FL+5.3507.5ｔ

揚程

最高高さ▽＋11.300

1FL▽+500

2F▽＋3.800

3F▽＋6.800

3
0
0

2
00

5
9
0

2,
2
0
0

3
,0

0
0

3
,
3
0
0

4
,5

0
0

3
0
0

1FL▽+500 1FL▽+500

2,800

620

消音器室

除塵機室

5
0
0

1
0,

8
00

7,
0
00

RFL▽＋10.800

10
0

3,
50
0

▽+6.800

道路面 KBM△
（KBM=TP+275）

設計ＧＬ▽

（KBM=TP+275）
道路面 KBM△

※　設計ＧＬはＴＰ+500とする。
※　設計ＧＬは前面道路KBM+225（TP+275）とする。

▽TP+3.200 津波浸水高

▽TP±0
（KBM=TP+275）
道路面 KBM△ ▽TP±0

2
,
6
0
0

5
0
0
5
00

2
,
6
0
0

5
0
0
5
00

建築工事

土木工事

土木工事

建築工事

▽-3.100

▽-5.300▽-5.300

▽-3.100▽-3.100

▽-5.300

△-5.450

消音器室

トップライトトップライト

Ａ-１２

5,560

２

610

2,700

8,055

1,500

5,255

HWL▽+2.750

▽+4.500

０

4
0
0

2
0
0

5,560

4,
4
0
0

４

1,200

2,700

8,055

8,055

1,500

5,255

０

1,
00
0

1,
20
0

電気室

▽
壁
芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

▽
壁
芯

60010,205

3,445 18,260

3,345

18,260

１

3,345

4,645

▽
壁
芯

2,160 10,205

3,445 18,260

吊フック

１

4,645

18,2603,345

▽
壁
芯

100

（▽-2.400）
（▽-2.600）

（▽-4.800）（▽-4.950）

※　（▽-　　）内の数値はＴＰ±0とする。

電気室

3
0
0

2,
8
00

土木工事部分を示す

凡例

▽+4.500

200

40
0
70
0

1,
10
0

800

2,
20
0

277 50012＠293.6＝3,523

800

2,
20
0

277 50012＠293.6＝3,523

渦流防止板
渦流防止板

HWL▽-0.990

LWL▽-2.500
LLWL▽-2.800

HWL▽-0.990

LWL▽-2.500
LLWL▽-2.800

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ天 ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ天

ポンプ井ＦＬ

吐出槽ＦＬ

除塵機水路ＦＬ

ポンプ井ＦＬ

除塵機水路ＦＬ

ポンプ井ＦＬ

除塵機水路ＦＬ

（最高軒高） （最高軒高） （最高軒高）

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

ポンプ室（２）

ポンプ室（１）

吐出槽

ポンプ室（２）

ポンプ室（１）

令和６年度　



▽-5.450

950

Ａ

▽
壁
芯

断面図　２

１／１００縮    尺

三原市皆実五丁目

図面番号

工事場所

工 事 名

三    原    市

1FL▽+500

設計ＧＬ▽

▽+3.200 津波浸水高

2F▽＋3.800

3F▽＋6.800

最高高さ▽＋11.300

RFL▽＋10.800

道路面 KBM△
（KBM=TP+275）

▽TP±0

土木工事

建築工事

Ｃ部分　断面図　　1/100

Ｂ

▽
壁
芯

設計ＧＬ▽

1FL▽+500

HWL▽+2.750

▽+3.200 津波浸水高

2F▽＋4.000

Ｄ部分　断面図　　1/100

1FL▽+500

設計ＧＬ▽

LLWL△-2.800

LWL▽-2.500

HWL▽-0.990

Ｅ部分　断面図　　1/100

設計ＧＬ▽

1FL▽+500

3F▽＋6.800

土木工事

建築工事

2F▽＋3.800

▽+3.200 津波浸水高

最高高さ▽＋11.300 最高高さ▽＋11.300

RFL▽＋10.800 RFL▽＋10.800

※　設計ＧＬはＴＰ+500とする。
※　設計ＧＬは前面道路ＫＢＭ+225（ＴＰ+275）とする。

道路面 KBM△
（KBM=TP+275） 土木工事

建築工事

▽-5.300▽-5.300

トップライト

揚程

Ａ-１３

1
1
,
3
0
0

3
,
3
0
0

3
,
0
0
0

4
,
0
0
0

1
0
,
8
0
0

2
2
5

4
,
0
0
0

7
0

3
,
3
0
0

5
0
0

4
,
8
0
0

5
0
0

7
,
7
0
0

5
0
0

1
1
,
3
0
0

1
0
,
3
0
0

5
0
0

1
0
,
8
0
0

5
0
0

1
0
0

5
0
0

2
2
5

5
,
3
0
0

5
0
0

8,710

8,710

▽
壁
芯

Ａ

5
0
0

5
0
0

▽
壁
芯

Ａ

▽
壁
芯

Ｂ

屋外階段

1,300

1,260

8,710

8,710 8,710

8,710

▽
壁
芯

Ｂ

屋外階段

屋内階段

1,300

1,260

6
5
0

8
7
0

8
,
5
7
0

7
,
7
0
0

5
9
0

600
250

600
250950

5
,
4
5
0

（▽-4.950）

※　（▽-　　）内の数値はＴＰ±0とする。

▽-5.450
（▽-4.800）

5
,
4
5
0

点検ｽﾃｰｼﾞ 点検ｽﾃｰｼﾞ

10
0

水上

水下 梁天

土木工事部分を示す

凡例

1
,
1
0
0

3
,
5
0
0

6
,
8
0
0

吐出槽ＦＬ 吐出槽ＦＬ

▽-3.100

2
,
6
0
0

2
,
3
5
0

除塵機水路ＦＬ

ポンプ井ＦＬ ポンプ井ＦＬ

1,260

（最高軒高） （最高軒高） （最高軒高）

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

吐出槽

ポンプ室（１） ポンプ室（１）

令和６年度　



5
,
3
0
0

600

3
,
0
0
0

5
0
0

5
0
0

3
,
1
0
0

1
0
0

5
0
0

1
0
,
8
0
0

4
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
3
0
0

1
1
,
3
0
0

3F▽＋6.800

1FL▽+500

設計ＧＬ▽

2F▽＋3.800

建築工事

土木工事

▽+3.200 津波浸水高

最高高さ▽＋11.300

RFL▽＋10.800

道路面 KBM△
（KBM=TP+275）

▽-3.100

▽TP±0

8,710

8,710

▽
壁
芯

Ｂ

便所

5
0

2,100

3
,
0
0
0

600
5
9
0

1,200

4
,
5
0
0

3
,
1
0
0

2
2
5

4
,
0
0
0

5
0
0

7
,
0
0
0

5
0
0

4
,
0
0
0

5
0
0

1
0
,
8
0
0

6
,
3
0
0

3
,
3
0
0

3
,
0
0
0

5
,
2
7
0

6
5
0

4
,
4
0
0

8
7
0

1
1
,
3
0
0

3
,
3
0
0

▽+6.80

Ｇ部分　断面図　　1/100

１／１００縮    尺

三原市皆実五丁目

図面番号

工事場所

工 事 名

三    原    市

断面図　３

1FL▽+500

設計ＧＬ▽

▽+3.200 津波浸水高

2F▽＋3.800

揚程

HWL▽-0.990

LWL▽-2.500

LLWL△-2.800

Ｆ部分　断面図　　1/100 Ｈ部分　断面図　　1/100

塩害防止フィルター

点検通路

▽+6.80

電気室

3F▽＋6.800

建築工事

土木工事

2F▽＋3.800

1FL▽+500

設計ＧＬ▽

建築工事

土木工事

1FL▽+500

設計ＧＬ▽

3F▽＋6.800

最高高さ▽＋11.300 最高高さ▽＋11.300 最高高さ▽＋11.300

トップライト

RFL▽＋10.800 RFL▽＋10.800

※　設計ＧＬはＴＰ+500とする。
※　設計ＧＬは前面道路ＫＢＭ+225（ＴＰ+275）とする。

（KBM=TP+275）
道路面 KBM△

▽-5.300

▽-3.100

▽TP±0

ポンプ室　１

除塵機 除塵機

除塵機室

HWL▽-0.890

除塵機水路 除塵機水路

HWL▽-0.890

除塵機水路 除塵機水路

▽+3.800

Ａ-１４

1
,
8
5
0

1,000

2,300

建築工事

土木工事

Ａ

▽
壁
芯

給気筒

給気筒・煙道

1,250

Ａ

▽
壁
芯

1,260

2
,
5
0
0

▽
壁
芯

Ｂ

屋外階段階段

8,710

8,710 1,250

▽
壁
芯

Ａ

2
,
0
0
0

1
1
0

1
6
0

2,100

▽
壁
芯

Ｂ

点検通路

8,710

8,710

2
0
0

3
0
0

2
0
0

3
0
0

3
0
0

2
0
0

2
2
5

5
0
0

5
0
0

250 250

消音器室

除塵機室

除塵機搬入口

搬入口

搬入口

1,2507,460

※　（▽-　　）内の数値はＴＰ±0とする。

（▽-4.800）

1,000

2F▽＋3.800

1,200 1,200

土木工事部分を示す

凡例

ポンプ井ＦＬ

除塵機水路ＦＬ除塵機水路ＦＬ

電気ダクト

80
0

1,
30
0

RFL▽＋10.800
（最高軒高） （最高軒高）（最高軒高） （最高軒高）

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

ポンプ室（２）

ポンプ室（１）

令和６年度　



三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

断面詳細図　

１／５０Ａ-１５

土木工事部分を示す

凡例

設計ＧＬ▽

１ＦＬ▽

軒天▽（水下）

最高高さ▽

２ＦＬ▽

吐出井ＦＬ▽

1
1
,
3
00

10
,
8
0
0

50
0

5
0
0

7
,
0
0
0

3,
3
00

5,
4
5
0

4
,0
0
0

2
00

小庇

硬質発泡ウレタンｔ15吹付

2
,
80
0

3
00

吊フック

４３２

設計ＧＬ▽

１ＦＬ▽

３ＦＬ▽

最高高さ▽

除塵機

除塵機水路ＦＬ▽

軒天△（水下）

軒天▽（水上）

1
5
0

1
,
0
00

20
0 1
0
0

1
1
,
3
00

4
,
00

0
6,

3
0
0

50
0

10
,
8
0
0

5
0
0

3
,1

0
0

4,
5
0
0

15

3
00

2
0
0

5
,
80

0
2
0
0

揚程

2FL+5.350

除塵機室

除塵機水路

ポンプ井

電気室

屋上防水用断熱材硬質ウレタンフォーム厚２５

コンクリートこて押え

溶接網入　１００ｘ１００ｘ６
コンクリート直均し仕上厚８０

アスファルト防水ＡＩ－１

1
,
9
00

1
,
15

0
2
0
0 1
00

4
0
0

6
,
3
00
～

6
,
4
0
0

打放し仕上（Ｂ）
打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｃ） 打放し仕上（Ｃ）

硬質発泡ウレタン
ｔ15吹付

打放し仕上（Ｂ）

消音器室

打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

硬質発泡ウレタン
ｔ15吹付

グラスウール吸音板厚50
　ガラスクロス額縁貼

（ボルト止め）

　ガラスクロス額縁貼
（ボルト止め）

50180

50180 150

打放し仕上（Ｂ） 打放し仕上（Ｂ）

固定式トップライト 900×900

＜Ｄ－２＞

硬質発泡ウレタン
ｔ15吹付

▽
壁
芯

　ガラスクロス額縁貼
（ボルト止め）

▽
壁
芯

5,560

4,
4
00

HWL▽+2.750

600

1,
0
0
0

1
00

2
0
0

400

コンクリート直均し
塗膜防水　Ｘ－２

増打 厚２０
打放し仕上（Ｂ）

600
400

増打 厚２０
打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）
増打 厚２０
外装薄塗材（Ｅ）

1
8
0
3
0

2
0

8,055

20
200

打放し仕上（Ｂ）

ＭＣｔ200

▽
壁
芯

1,500

20
20015

打放し仕上（Ｂ）
増打 厚２０

硬質発泡ウレタン
ｔ15吹付

０

1
0
0

3,510

8,055

2,800 5,255

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

3,
8
50
～

3
,
9
5
0

打放し仕上（Ｂ）

2,550

2,1601,185

3,345 18,260

10,205

150150

100

7.5ｔ

硬質発泡ウレタン
ｔ15吹付

打放し仕上（Ｂ）

排気筒

20 150

150 10020

200
100

150
20

1
50

20

アスファルト防水Ｄ－２
立上り部：

（既製品）

1
5
0

5
90

硬質発泡ウレタン

打放し仕上（Ｂ）

ｔ15吹付

3,4953,200

打放し仕上（Ｂ）

20
200

▽
壁
芯

3,345

4,645

18,260

１

増打 厚２０
打放し仕上（Ｂ）

4
00

1
,
60

0
8
0
0

9
,
6
0
0～

9
,7

0
0

グラスウール吸音板厚50

50

50

グラスウール吸音板厚50

　ガラスクロス額縁貼
グラスウール吸音板厚100

（ボルト止め）

50

400

2
0
0

7
5
0

1
,8

5
0

カラーアルミ製笠木Ｗ220

（ポリカーボネート,アルミ製,防露形,アルミ2段水切付）
220

〈ＭＣｔ200〉
〈床塗装〉

〈固定式アルミ手摺〉

吐出槽

Ｃ

〈ステンレス製タラップ〉

〈コンクリート打放し〉

Ｃ

Ｃ

Ｃ

鋼製タラップ〉
〈ポリプロピレン防錆被覆

〈床塗装〉

ＰＥＰＭ

〈ＦＡフロアー H=300〉〈ＭＣｔ300〉

ＰＭ

ＰＭ

打放し仕上（Ｂ）
打放し仕上（Ｃ）

610 7,445

600

〈基準詳細図１ Ｄ-５〉

1,210

1
,
1
0
0

7
00

4
0
0 1
,
1
0
0

200

成形伸縮目地材　ｔ２５  ＠３０００

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ天

18050

40
140

ＰＭ

300

2,
2
0
0

ポンプ井ＦＬ▽

2,700

300
3
0
0

排水ﾋﾟｯﾄ

HWL▽+2.750

600

1,
0
0
0

1
00

2
0
0

400

20
200

50

50

吐出槽

Ｃ

鋼製タラップ〉
〈ポリプロピレン防錆被覆

1
,
1
0
0

200

300

3
0
0

Ｃ

〈固定式アルミ手摺〉

１

3,345 4,645

Ｃ

〈マンホール蓋〉

（最高軒高）
（最高軒高）

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

ポンプ室（２）

ポンプ室（１）

防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

令和６年度　



打増　厚２０
打放し仕上（Ｂ）

外装薄塗材Ｅ

アルミ手摺

下つなぎ

1
0
0

3
3

5
0

20
20 20

60

45

3
0
2
0

100 150

3
0

1
,
1
5
0

1
8
0

2
0

支柱：60×60

150

＠125
手摺子：20×20

支柱：60×60

2
0

100 150

3
0

階段部分　詳細図　1/20

2～3F： 192.6
1～2F： 202.7

外装薄塗材Ｅ

20

150

打放し仕上（Ｂ）

30

（階段タイル 150×60）
ノンスリップ

250

3
0

250

〃

モルタル金鏝押え

3
,
2
4
0

3
,
1
8
0

2
,
2
9
0

1
2
0

1
2
0

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺Ａ-１６

階段詳細図１

１／２０,５０

1,500

120

100φ
竪樋ＶＰ

2,000 800250 800

1,390110190

1,500

350

4,335 3,5056,100 4,200

7
1
0

1
,
3
9
0

Ｂ

1
,
2
6
0

1
5
0

9
6
5

1
4
5

立上り：モルタル金鏝押え

250

▽+3,750

1
0
0

1
5
0

（階段タイル 150×60）
ノンスリップ 立上り：モルタル金鏝押え

排水溝

1
0
0

1
5
0

2
0
0 2
0

5
0

2
0
0 2
0

5
0

▽+500

１階　ポンプ室（１）

1
0
0

1
5
0

排水溝

排水溝 排水溝

▽+3,800 ▽+6,800

▽+6,640

▽+100

3
,
2
0
0

(250*14)(250*17)

5,5604,645 8,055

18,260

△
壁
芯

355185

4,2003,5006,1004,250210

▽
壁
芯

３階　電気室２階　ポンプ室（２）

1510118101

150 100 150 100

100 150

100 150

10
0

15
0

タラップ

UPUP

1
0
0

1
5
0

▽
壁
芯

～モルタル金鏝押え

2
,
1
0
0

5
0
0

3
,
3
0
0

3
,
0
0
0

3F▽＋6.900

2F▽＋3.800

1F▽＋500

設計ＧＬ▽±0

（
1
9
2
.
6
*
1
5
）

（
2
0
2
.
7
*
1
8
）

3
,
6
5
0

2
,
8
9
0

5
0

1
6
0

1
0
0

9
0
0

9
0
0

5 0

1
0
0

5
0

1,150

足洗い場

2
,
4
0
0

1
5
0

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０
外装薄塗材Ｅ

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０
外装薄塗材Ｅ

150
20

10

1

18

1

15

10

屋外階段　１
4,2003,5006,100210 4,250

(250*17) (250*14)

平面図　1/50

４２ ３１

手摺部分　詳細図　1/20

屋外階段　２

1,230 8,710

ＡＢ

2
,
5
0
0

4
0
0

(
2
5
0
*
1
0
)

2
8
0

平面図　1/50

＠125

125

打増　厚２０
打放し仕上（Ｂ）

150
20

4
0

2
01
8
0

4
0

1
8
04
0

2
01
8
0

150
20

150
20

1
5
0

6
0
5
0

3
0

6
0
5
01
8
0 3
0

モルタル金鏝押え

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０

60

2020
20

70

5
0

笠木

3
3

1
0
0

アルミ手摺

1
,
1
5
0

45下つなぎ

手摺子：20×20

下つなぎ

支柱：60×60

支柱：60×60

手摺子：20×20

笠木

笠木

下つなぎ

9
0
0

設計ＧＬ▽±0

1F▽＋500

▽＋2,500（1FL＋2,000）

4
5
0

2
,
0
5
0

2
,
5
0
0

5
0

1
0
0

50

1
,
1
0
0

1
0
0

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０
外装薄塗材Ｅ

125

(
1
8
6
.
3
*
1
1
)

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０
外装薄塗材Ｅ

2
01
8
0

150
20

断面図１　1/50

階段部分　詳細図　1/20

外装薄塗材Ｅ
打放し仕上（Ｂ）

（階段タイル 150×60）
ノンスリップ

250250

3
0

30

150
20

1
8
6
.
3

1
8
6
.
3

モルタル金鏝押え

断面図　1/50

150

2,2902,500400 280 3,240

(250*10)

支柱：60×60

1
,
1
0
0

3
0

笠木

手摺部分　詳細図　1/20

モルタル金鏝押え

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０

70
笠木

手摺子：20×20

支柱：60×60

＠150
手摺子：20×20

1
0
0

1
,
1
0
0150

下つなぎ

125

7
0

7
0

70

7
0

150

1
,
1
0
0

4
0

1
8
0

1
0

2,500 7001,310
250

～モルタル金鏝押え

コンクリート金鏝押え

2,200

勾配分調整増打ち

△
壁
芯

1,200

2,700

▽＋450

100 150

UP

竪樋 ＶＰ
100φ

200
20

1
5
0

1
0
0

100 150

▽+2,500

1
5
0

1
0
0排水溝

930

４

5
,
8
1
0

2
,
5
0
0

4
0
0

除塵機室
▽＋500

(
2
5
0
*
1
0
)

Ａ

Ｂ

8
,
7
1
0

1,200

150120

▽壁芯

△壁芯

100φ
竪樋 ＶＰ

2
5
0

2,900

70

100 150

1
5
0

1
0
0

70

100 150

オーバーフロー管
SUSパイプ30φ

ノンスリップ

450

立上り：モルタル金鏝押え

モルタル金鏝押え

アルミ手摺

1
0
0

４

1,2002,900

笠木

支柱：60×60

断面図２　1/50

1
,
1
0
0150

下つなぎ

6
0
5
01
8
0 3
0

手摺子：20×20
＠150

7
0

アルミ手摺

立上り無し
モルタル金鏝押え

1
,
2
0
0

支柱：60×60 手摺子：20×20笠木
＠150

下つなぎ

アルミ手摺

910

モルタル金鏝押え

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０
防水型複層塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｂ）
打増　厚２０

防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

打増　厚２０
外装薄塗材Ｅ

打放し仕上（Ｂ）

・固定式アルミ手摺　（階段詳細図３ Ａ-１８図 参照）

・固定式アルミ手摺　（階段詳細図３ Ａ-１８図 参照）

防水形複層塗材（Ｅ）

令和６年度　



埋戻し

150

1
0
0

7
0

6
,
8
6
0

8
7
5

210

1510
DN

アルミ手摺

7
0

2
0
0

1
1
0

1
9
0

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺Ａ-１７

階段詳細図２

１／２０,５０

３ ４

踏込み

点検通路

階段消音器室

除塵機室

４３

犬走り

Ｂ

除塵機搬入口
UP

▽

除塵機室

階段
踏込み

Ｂ

141

DN

▽-160

▽-160
搬入口

10

除塵機架台

Ｂ

1

UP

１階　平面図　1/50

電気室消音器室

３階　平面図　1/50

２階　平面図　1/50

断面図　1/50

8
,
7
1
0

7
,
4
6
0

5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
3
0
0

4
,
0
0
0

（
2
0
6
.
4
*
1
3
）

（
2
2
0
*
1
4
）

8,055

610

1,200

2,9551,300 3,800 1,500

8002,730

（210*13）（210*13）

270 2,730 800

1,5003,8001,300 2,955

15

18050

18050

150

20020

2
,
0
0
0

150

5
0

1
6
0

1,2008,055

610

8
,
7
1
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0
2
0

3
0
0

1
,
2
5
0

18050

150

2
0
0 2

0
1
5
0

3
0
0

7
5
0

3
0
0

7
5
0

3
0
0

3
0
0

7
5
0

210

屋内階段　１

打放し仕上（Ｃ）

1
,
1
0
0

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｂ）

コンクリート直均し

1

10

1
1
0

125

50

コンクリート直均し

14

4
0
0

2
0
0

コンクリート直均し

270

200
20

打放し仕上
（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

コンクリート直均し

打放し仕上
（Ｂ）

設計ＧＬ▽

１ＦＬ▽

２ＦＬ▽

軒天▽（水下）

３ＦＬ▽

▽-50

▽-65

▽-50

▽±0

▽-110

▽±0

▽±0▽±0

3
0
0

7
5
0

2
0
0

1
0
0

1
0
0

打放し仕上（Ｂ）

アルミ手摺 点検通路
▽±0

（210*14）
1,5402,9402,965

1

UP

8
7
5

▽-110

2
0
0
2
0

1
0
0

1
0
0

50

1

10

15

125

打放し仕上（Ｂ）

1,5402,9402,965
（ 210*14）

8
0
0

8
0
0

1
,
8
5
0

7
0 7
0

70

7
0

アルミ手摺

6
9
0

≒

1,5001,500

9
0
0

1 ,550

1,640

9
0
0

コンクリート金鏝押え

オーバーフロー管
SUSパイプ30φ

アルミ手摺

50180

40140

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

30

モルタル金鏝押え

打放し仕上（Ｂ）

（階段タイル 150×60）
ノンスリップ

階段部分　詳細図　1/20

210

20

150

3
0

210

〃

1～2F:220

2～3F:206.4

7
0

・固定式アルミ手摺　（階段詳細図３ Ａ-１８図 参照）

笠木

手摺子：20×20

60

2020
20

70

5
0

3
3

45

1
0
0

支柱：60×60

下つなぎ

手摺部分　詳細図　1/20

1
0
01
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

笠木

手摺子：20×20

60

2020
20

70

5
0

3
3

45

1
0
0

支柱：60×60

下つなぎ

手摺部分　詳細図　1/20

1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

埋込工法

2
0
0

打込みアンカー:4-10φ

1
2
0

アルミ不等辺アングル
L-5*50*75

吹抜け
アルミ手摺

横付工法

横付工法

令和６年度　



手摺：アルミニウム製（仕様）　< H-12-1 >

縮    尺

三原市皆実五丁目

図面番号

工事場所

工 事 名

三    原    市

階段詳細図３

Ａ-１８

屋内階段　２

１／５,２０,５０

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

215
UP

コンクリート直均し

1

15

215

9
0
0

8
0

1
5
0

釜場

(215*14)
3,0101,460 175

7
0

1
0
0

1
0
0

5
0

2
0

2
0
0

101

２階　平面図　1/50

8
,
7
1
0

7
5
0

3
0
0

1
,
1
3
0

Ｂ

Ｂ

2
2
0

2
2
0

30

3
0 150

20

打放し仕上（Ｂ）

215215

階段部分　詳細図　1/20

ノンスリップ
（階段タイル 150×60）

モルタル金鏝押え

1,460 3,010 175

3
,
3
0
0

(
2
2
0
*
1
5
)

400

200
20

１
(215*14)

5
0
0

断面図　1/50

打放し仕上（Ｂ）

9
0
0 125

1

10

15

打放し仕上（Ｂ）

7
0

8
0

50

２ＦＬ▽

１ＦＬ▽

設計ＧＬ▽

1
,
1
0
0

コンクリート直均し

床用塗料塗

グラスウール

DN

アルミ手摺

アルミ手摺

3,1851,460

１

１階　平面図　1/50

1,155

8
,
7
1
0

805350

305

50

グラスウール吸音板厚50

吸音板 厚50

50

1
,
1
3
0

8
,
7
1
0

1
0
0

45

3
3

5
0

70

20
20 20

60

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0

1
0
0

手摺子：20×20

手摺部分　詳細図　1/20

笠木

下つなぎ

支柱：60×60

笠木

手摺子：20×20

60

2020
20

70

5
0

3
3

45

1
0
0

支柱：60×60

下つなぎ

手摺部分　詳細図　1/20

1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

2
0
0

・埋込固定式アルミ手摺

・ベースポストタイプは柱脚が躯体に埋め込めない場合に適用する。

柱脚の定着方法の詳細はH-14-2による。

・

・

・

特 記 事 項

材料

（５）小ネジの類はステンレス製（SUS304、SUS305J1またはSUSXM7）とする。

材種は、JIS H 4100 によるA6063S-T5またはA6063S-T6またはA6061S-T6とし押出し形材を使用する。（１）

（２）設計条件

支柱 水平方向

垂直方向

水平方向

設計耐力

設計耐力

たわみ量

たわみ量

設計耐力

たわみ量

1.5kN/m

1.0kN/m

2.7kNまたは3.0kN

局部荷重500Nで1/100以下

500N/mで1/500以下かつ5mm以下
局部荷重500Nで1/100以下

500N/mで1/500以下かつ5mm以下
局部荷重500Nで1/100以下

部材名 荷重方向 設計条件

笠木

（３）

（４）

JIS G 3101によるSS400とし亜鉛めっきはJIS H 8610の5級（クロメート被膜はJIS H 8625のCM2C）以上とする。

取付・その他

（１）形状

又は2,000
1,800

－－1001,100－－ ＠150廊下・バルコニー

控柱高さ支柱間隔 笠木
下部の
すき間

バラスター
中心間隔

1001,100－－ ＠150屋上
又は2,000

1,800 ＠3,600
又は－－

－－509001,500内外 －－ ＠125以内階段

3mm以上－－－－3mm以上 3mm以上 －－部材厚

（２）現場取付作業以外の組み立てなどは工場製作とする。

（３）

設計耐力及びたわみ量は、工場にて試験を行い監督職員に報告する。なお、公的試験場の試験成績書をもって、これに代える事が出来る。

切断面の処理はバリ等を適切な方法で除去する。端部の小口は同材にてふたをして仕上げる。

（４）

伸縮目地は必要に応じて設ける。

支柱、笠木、控柱には補強材は使用しない。その他の部位に使用する補強材は、

柱脚定着方法は、固定式埋め込みタイプを標準とするが、床との取り合いにより定着長さ200の確保が困難な場合はベースアングルタイプとする。

継手部、コーナー等は小口の面取りなど、安全対策を行う事。・

・

表面処理は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）14.2.1表のBB-1種とする。 ※本物件に限り、塩害の為BB-2種（カラー）とする。

ベースポストの仕様は、製造メーカーの仕様によるものとし、H-12 の設計耐力を満足するものとする。

柱脚部分　詳細図　1/5

打込みアンカー:4-10φ

1
2
0

アルミ不等辺アングル

支柱ベースポスト
アルミ合金

5
0

Ｍ12用メカニカルアンカー
SUS304

３）ベースポストタイプ

支柱

1
0
0

モルタル充填

六角ボルト M10
強度区分4.6以上
絶縁ブッシュ付

ベースアングル
SS400 L50×50×4

水抜き孔

２）ベースアングルタイプ

2
0
0

支柱
水抜き孔

モルタル充填

１）埋込タイプ

手摺：アルミニウム製（取合い）　Ｈ－１４－２　柱脚の定着方法

1
2
0

75

支柱 支柱

アルミ不等辺アングル
50 50

六角ボルト M10
強度区分4.6以上
絶縁ブッシュ付

打込みアンカー:4-10φ

打込みアンカー:4-10φ

アルミ不等辺アングル

柱脚金物部分　詳細図　1/5

横付けアンカータイプ

L-5*50*75
L-5*50*75

L-5*50*75

・横付アンカー固定式アルミ手摺

令和６年度　

仕様は、下水道施設標準図（詳細）土木・建築・建築設備（機械）編　令和５年度　日本下水道事業団編集　H-12-1 による。



Ｈ

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／５０

土木工事部分を示す

〈立上壁〉　Ｃ　を示す

仕上の見切りを示す〈機械基礎〉　ＰＥ　を示す

シーリングを示す無筋コンクリートを示す

鉄筋コンクリートを示す 基準ＦＬよりの高低寸法を示す▽±

凡例

1/50 Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

方位

展開図

基準１ＦＬ＝設計ＧＬ＋５００

800×800

800×800

３

Ｂ Ｂ

Ｄ Ｅ Ｆ ＧＣ

Ｄ Ｅ ＦＣ

ＡＡ

水路部分平面詳細図

水路部分平面詳細図

800×800

800×800

Ｈ

Ｇ

２ ４

▽
壁
芯

０

△
壁
芯

△壁芯
Ｂ

Ａ
▽壁芯

9
,
0
0
0

2
,
4
0
0

4
0
0

1
,
2
0
0

4
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

600

600

600 2,700 600

4
5
5

1
,
0
0
0

2
,
4
0
0

6
0
0

4
5
5

4
0
0

6
0
0

4
5
5

455

4
5
5

8,055

500

5004,000 1,500 2,000 7,700

5,560

21,605

4001,250 3,700 2,200 2,200

5,560 8,055

2
,
0
0
0

6
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0

4
0
0

1
,
7
0
0

7
0
0

6
0
0

1,000

1
,
2
0
0

1,000

1
,
2
0
0

450

400

4
0
0

500

22,350

64521,605

8
,
7
1
0

3
,
2
4
0

3
,
2
3
5

2
,
2
3
5

1
,
6
0
0

8
2
0

8
2
0

8
,
7
1
0

500100

610 6,945

610

145

1
4
5

6
0
0

4
5
5

1
4
5

1
4
5

100 145

1
4
5

1
4
5

1
4
5

1
4
5

6
0
0

590

590

▽
壁
芯

6
0
0

4
5
5

6
0
0

7
,
8
0
0

4
5
5

1
4
5

1
4
5

ポンプ井

除塵機水路

4,6453,345

455

455145

１

▽
壁
芯

4,6453,345

Ａ-１９

1,000

1
,
8
5
5

Ｃ

吐出槽

〈ポリプロピレン防錆被覆
鋼製タラップ〉

Ｃ

〈ポリプロピレン防錆被覆
鋼製タラップ〉

〈ポリプロピレン防錆被覆
鋼製タラップ〉

Ｃ

2
,
6
0
0

1
,
2
0
0

釜場
500*500

Ｃ

1200×600

1200×600

800×1000

800×1000

800

610 90100

90

400

310

2
,
8
0
0

1
0
0

400 400
150

510

150

500

Ｃ

鋼製タラップ〉
〈ポリプロピレン防錆被覆

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



基準詳細図 符号を示す

2
,
2
3
5

3
,
2
3
5

3
,
2
4
0

9
0
0

三    原    市

600

2
0
0
5
0

2
0

4,055 1,505

150

21,605

755×755

竪樋 ＶＰ
100φ

Ｃ ＥＤ

給気筒・煙道

Ａ

給気筒

ＨＦ

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

１階平面詳細図

１／５０

土木工事部分を示す

〈立上壁〉　Ｃ　を示す

仕上の見切りを示す〈機械基礎〉　ＰＥ　を示す

シーリングを示す無筋コンクリートを示す

鉄筋コンクリートを示す 基準ＦＬよりの高低寸法を示す▽±

凡例

１階平面詳細図 1/50 Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

方位

展開図

基準１ＦＬ＝設計ＧＬ＋５００

Ｂ △壁芯

▽-400

▽±0

UP

100φ
竪樋 ＶＰ

UP

除塵機室

４

Ｂ

Ｄ Ｅ Ｆ ＧＣ

Ａ

▽-350

▽
▽-400

（片持ちスラブ）
犬走り

-500

755×755

Ｈ

Ｂ

Ａ

▽-500

610

7,445

7,445

2
0
0

1
,
0
0
0

8
,
7
1
0

1
,
2
6
0

1
,
1
5
0

1
5
0

1,200

2,700

1,200

2,940

1,300800

6
0
0

2
0
0

200

1,000 3,000

7
,
8
0
0

1
5
0

8,055

5,560

8
,
7
1
0

6,170

610

8,0555,560

120

除塵機

除塵機

▽±0

▽+2,000

便所

800×755

800×755

4
,
3
5
5

4
,
3
5
5

2
0

3
0

5
0

3
0

1
0
0

1
0
0

2
0

20

100 100

1
0
0

1
0
0

1
0
0

3,360 2,200

700 1,350150

1
0
0

7
5

7
5

1000×555

1000×555

150□1,200

開口
1207

5
0

6
1
0

1
2
0

120□ 1,260120 480 2,280

150
20

100 50

1
5
0

2
0

7
5

7
5

600

5
5
0

700 375

▽-500

（土間）
犬走り

除塵機搬入口

1
,
5
2
0

7
,
1
9
0

▽-50

▽-65

し渣ｺﾝﾃﾅ

し渣ｺﾝﾃﾅ

1,070

０ ３２

620 2,000

1,100

UP

150
3020

80 70

1
0
0

1
0
0

2
0
0
2
0

▽-50

2
0
0

4
0
0

1
4
5

2
5
5

2
0
0

4
0
0

6
0
0

100

1
4
5

1
4
5

1
2
0

150
20
10160

300
100

100

▽
壁
芯

△
壁
芯

▽壁芯

3
0
0

7
5
0

UP

4,645

3,345 10,205

145

1,500

▽
壁
芯

１

10,815

18,2603,345

4,645

1
4
5

2
5
5

800×800

800×800

8
0

9
0
0

1,460 3,010

Ａ-２０

1,955

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

6
0
0

2,500

2,500

排水管：ＳＵＳ ５０φ目皿付

煙突基礎：Ｈ２００

1
2
0

1
,
0
0
0

Ｇ

150
20

1
5
0

2
0

1,785 2,200 3,460

1
,
8
5
5

↑

→

890

1,000

ポンプ室（１）
▽±0

470

Ｄ-××

点検ｽﾃｰｼﾞ用SUS製はしご(A)

点検ｽﾃｰｼﾞ用SUS製はしご(B)

〈SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ〉

Ｃ

〈マンホール蓋（耐水圧）〉

Ｃ

吹抜け

吐出槽

400 4002,700 50

255145

Ｄ-８

Ｄ-２３

Ｄ-２２

SUS製タラップ
Ｄ-１６

電気ダクト
Ｄ-１４

Ｄ-１６
SUS製タラップ

▽±0

▽±0

〈落込式取手〉

〈マンホール蓋〉

〈落込式取手〉

〈マンホール蓋〉 ＰＭ

ＰＭ

ＰＭ

ＰＭ

1
,
2
0
0

3
0
0

UP

3
0
0

階段（土間）
Ｄ-７

1
0
0

1
0
0

排
水
ピ
ッ
ト

300

水位計開口

水位計開口

180
50

140 40

2,965

550

50

300 1,255400

2
,
1
0
0

▽±0等は基準ＦＬからの寸法を示す。

500

鋼製タラップ〉
〈ポリプロピレン防錆被覆

Ｃ

200

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

足洗い場

令和６年度　



アルミ手摺

防水マンホール蓋 ロック付

上部：屋根、津波線上部でガラリ防虫網

Ｃ

6
9
0

アルミ手摺

UP DN

7
0クレーン稼働範囲

基準２ＦＬ＝設計ＧＬ＋３，８００

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

２階平面詳細図

１／５０

土木工事部分を示す

〈立上壁〉　Ｃ　を示す

仕上の見切りを示す〈機械基礎〉　ＰＥ　を示す

シーリングを示す無筋コンクリートを示す

鉄筋コンクリートを示す 基準ＦＬよりの高低寸法を示す▽±

凡例

1/50２階平面詳細図 Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

方位

展開図

庇

砂溜り

除塵機

除塵機

100φ
竪樋 ＶＰ

除塵機室上部

搬入口

ク
レ
ー
ン
稼
働
範
囲

２

吹抜け

ポンプ室（２）
▽±0

100φ
竪樋 ＶＰ

点検通路
▽±0

吹抜け

▽+200

吐出槽天端

塗膜防水　Ｘ－２
コンクリート直均し

給気筒・煙道 煙突

100φ
竪樋 ＶＰ

給気筒

▽-50

Ｂ

Ａ

０ ３ ４

5,570

900

4,600

864 864 864 864

840750

4,000

864

160 600

1
,
0
0
0

2
,
3
0
0

1
,
3
0
0

8
,
7
1
0

1
,
2
6
0 2
,
1
0
0

1
,
2
5
0

1
,
8
5
0

8
,
7
1
0

6,170

7,445

5,560 8,055

610

120

8,055

350

6,100

800250

1
,
9
1
5

1
,
5
0
0

9
5
0

1
,
0
0
0

9
5
0

1
,
5
0
0

8
9
5

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

UP

1
,
3
0
0

1
,
1
3
0

8
0
0

9
5
0

2
0
0
2
0

1
0
0

180
50

200
20

2
0
0
5
0

1
0
0

1
0
0

755×755 800×755

800×755 755×755

755×755

Ｅ
Ｆ

ＤＣ
Ｇ Ｈ

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ ＨＣ

4
,
4
0
0

2
,
7
7
5

5
5
0

700

150

1
5
0

1,200 970

70 70 70 70

1
5
0

8
0
0

3
5
0

1
,
6
5
5

4,000×2,080×400610×610 6列3段　

2
0
0 2
0

5
0

1
0
0

1
0
0

20

10

375

△
壁
芯

DN

100100

4
,
3
5
5

4
,
3
5
5

9090

1
5
0

2
07
5

7
5

160

100

150
20

100

1
4
5

1
4
5 1
2
0

1
0
0

50

△壁芯

△
壁
芯

△
壁
芯

▽
壁
芯

▽壁芯

3
0
0

吹抜け 7
5
0

3,345 18,260

10,205120

１

4,645

18,260

10,815

3,345

▽
壁
芯

1,210

755×755

1
0
0

1
0
0

8
0

7
5
0

4
8
5除塵機架台

▽±0

7
0

8
0
0アルミ手摺

アルミ手摺

DN

Ａ-２１

≒

1
2
0

1
,
0
0
0

2
0
0

2
0

1
0
0

1
0
0

1,785 3,4602,200

2,500 700

コンクリート直均し
塗膜防水　Ｘ－２

電気ダクト屋根

No,1エンジン 排気ファン

UP

排気ファン
No,3エンジン

UP

燃料小出槽　390Ｌ

アルミ手摺

600φ

アルミ手摺7
0

1
5
0

1
0
0

Ｄ -×× 基準詳細図 符号を示す

ク
レ
ー
ン
稼
働
範
囲

〈SUSグレーチング〉
1600×1550

〈SUSグレーチング〉
1100×1100

Ｃ
1600×1550

〈SUSグレーチング〉

20
200

100100

50

〈SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ〉

Ｃ

Ｃ〈アルミ手摺〉

点検ｽﾃｰｼﾞ用SUS製はしご(B)
Ｄ-２３

点検ｽﾃｰｼﾞ用SUS製はしご(A)
Ｄ-２２

塩害防止フィルター搬入口

〈塩害防止フィルター〉 ＰＭ

Ｄ-３

SUS製タラップ
Ｄ－１６

1004,900

クレーン稼働範囲

4
3
0

2
,
2
5
5

2
,
1
0
0

2
,
2
5
5

4
0
0

アルミ手摺

8
2
5

Ｃ

4
,
0
0
0

1
,
9
3
5

竪樋 ＶＰ
100φ

▽±0等は基準ＦＬからの寸法を示す。

7
2
0

Ｃ
〈マンホール蓋〉

600

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

横付工法

令和６年度　



Ｄ-１５

4
,
3
7
5

20

1,455

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ ＨＣ

電気室

搬入口

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

３階平面詳細図

１／５０

土木工事部分を示す

〈立上壁〉　Ｃ　を示す

仕上の見切りを示す〈機械基礎〉　ＰＥ　を示す

シーリングを示す無筋コンクリートを示す

鉄筋コンクリートを示す 基準ＦＬよりの高低寸法を示す▽±

凡例

Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

方位

展開図３階平面詳細図 1/50

基準３ＦＬ＝設計ＧＬ＋６，８００

ホイスト

竪樋 ＶＰ
100φ

竪樋 ＶＰ
100φ

１

踏込み
▽-110

▽±0

▽-160

吹抜け

▽-110

天窓

天窓

←

b:600×Ｗ：900

庇

ポンプ室上部　吹抜け

クレーン稼働範囲

消音器室

▽±0

塗膜防水　Ｘ－２
コンクリート直均し

ＢＢ

Ａ Ａ

煙突

1,500

8002,730 800

2,955

4,200

2,000

1,300

8,055

3,800

1
,
3
0
0

4
0
0

2
,
1
0
0

1
,
2
6
0

3
,
2
0
0

7
0
0

8
0
0

8
5
0

7
1
0

8
,
7
1
0

1
0
0

1
0
0

150

1
0
0

1
0
0

4
0
0

8
,
7
1
0

8
5
0

8
5
0

6
,
7
1
0

1
0
0
1
0
0

700450 450

1
,
0
0
01
2
0

1
2
0

120

700×655 655×655

655×655700×655

ク
レ
ー
ン
稼
働
範
囲

ＨＧＦＤ ＥＣ

1
,
1
5
0

2,800

1,525 525 2,275

8
0
0

5
5
0

庇

1
0
0

1
0
02
0
0 5

0
2
0

2
0
0
2
0

5
0

150

180

100 80 15

350

4
,
4
0
0

150

50

1
,
6
5
5

2
0
0 1

5
2
0

▽-160

1,170
クレーン稼働範囲

DN

1
,
5
0
0

1
,
7
0
0

100 100

200
2015

2
5
0

2
,
7
7
5

2
0
0 2

0

8,055

5,255

３ ４

Ｂ

Ａ

5,000 30

2
,
3
0
0

塗膜防水　Ｘ－２
コンクリート直均し

塗膜防水　Ｘ－２
コンクリート直均し

屋根

6
0
0

ＳＵＳ水切りカバー

▽壁芯

▽レール芯

▽壁芯

▽
壁
芯

△
壁
芯

△壁芯

△壁芯

△レール芯

1
,
2
5
0

8
0
0

3
3
5

階段

1
5
0

1
,
0
0
0

1
6
5

DN

2,160

1,380780

10,205

120

755×755

100φ
竪樋 ＶＰ

2,000

←

b:650×Ｗ：900

9
0
0

9
0
0

1
5
0

1,210

1
0
0

100 100

200
202

0

150
20

1
5
0 2
0

755×755

竪樋 ＶＰ
100φ

10,205

18,260

▽
壁
芯

6,995

6,160

50

7
0
0

1
0
0

1
0
0

1,740

Ａ-２２

1
5
0

2
0

手摺

手摺

排気筒 150
20

Ｄ-３

Ｄ-×× 基準詳細図 符号を示す

Ｄ-10,11

排気筒
Ｄ-9,11

〈逆流防止ダンパー〉

〈排気ファン〉

点検ステージ(B)

Ｄ-５

ステンレス框
Ｄ-１９

SUS製タラップ

2
,
6
5
5

4
,
4
0
0

1
,
6
5
5

2,645

1
0
0

150
100

点検ステージ(A)

点検ｽﾃｰｼﾞ用SUS製はしご(A)
Ｄ-２２

4
,
0
0
0

1
,
9
3
5

Ｄ-２３
点検ｽﾃｰｼﾞ用SUS製はしご(B)

ＰＭ

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

Ｄ-２０

Ｄ-２１

令和６年度　



525 2,275

3
,
2
5
0

700 375

5
5
0

5
5
0

2,550

2,800

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／５０

土木工事部分を示す

〈立上壁〉　Ｃ　を示す

仕上の見切りを示す〈機械基礎〉　ＰＥ　を示す

シーリングを示す無筋コンクリートを示す

鉄筋コンクリートを示す 基準ＦＬよりの高低寸法を示す▽±

凡例

Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

方位

展開図1/50

３

屋根

水勾配 水勾配

水勾配 水勾配

コンクリート直均し仕上厚８０
溶接網入　１００ｘ１００ｘ６

アスファルト防水ＡＩ－１
コンクリートこて押え

屋上防水用断熱材硬質ウレタンフォーム厚２５

屋根平面詳細図

側溝

塗膜防水　Ｘ－２
コンクリート直均し

側溝

固定式トップライト 900×900

8
,
7
1
0

1
,
1
5
0

5,255

8,055

8,055

４

横型１００φ用
ルーフドレイン

１００φ
竪樋 ＶＰ

１００φ
竪樋 ＶＰ

3
,
2
5
0

8
,
7
1
0

3
,
2
7
5

3
,
3
1
5

2
,
1
2
0

固定式トップライト 900×900

Ｂ

横型１００φ用
ルーフドレイン

Ａ

横型１００φ用
ルーフドレイン

600

1,000

2
,
3
5
0

2
,
3
5
0

5
0
0

1
,
2
0
0

2
,
1
0
0

1
,
3
0
0

塗膜防水　Ｘ－２
コンクリート直均し

塗膜防水　Ｘ－２
コンクリート直均し

5
5
0

庇

庇

▽
壁
芯

▽
壁
芯

△壁芯△壁芯

▽壁芯 ▽壁芯

竪樋 ＶＰ

2,160

10,205

10,205

１

コンクリート直均し
塗膜防水　Ｘ－２

１００φ

竪樋 ＶＰ
１００φ

18,260

▽
壁
芯

2,550

Ａ-２３

掃除口付

掃除口付

掃除口付

掃除口付カラーアルミ製笠木Ｗ220（既製品）

カラーアルミ製笠木Ｗ220（既製品）

カラーアルミ製笠木Ｗ220（既製品）

カラーアルミ製笠木Ｗ220（既製品）

550450

1
,
1
0
0

9
0
0

ルーフドレイン
横型１００φ用

コンクリート基礎　H=150

（ポリカーボネート,アルミ製,防露形,アルミ2段水切付）

（ポリカーボネート,アルミ製,防露形,アルミ2段水切付）

2
2
0

220

2
2
0

220

Ｄ-２

Ｄ-×× 基準詳細図 符号を示す

Ｄ-１

Ｄ-１

SUS製タラップ
Ｄ-１５

Ｄ-５

Ｄ-４

屋根平面詳細図

Ｄ-２

Ｄ-１

Ｄ-１

成形伸縮目地材　ｔ２５ ＠３０００

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　

ＲＦＬ＝設計ＧＬ＋１０，８００



カラーアルミ製笠木 Ｗ220（既製品）

220

1015020

立上り部：アスファルト防水Ｄ－２工法

空気孔
掃除口

2
5
0

300500

横引きドレン

50
0

1
50

アルミ製ポリカーボネートドーム

足洗い場　詳細図　Ｄ－７

凡例

：シーリングを示す

：仕上の見切りを示す

屋上ルーフドレン　詳細図 1/10 トップライト　詳細図 1/20

900

150 150

100100

水
上

4
0
0以

上

打放し仕上（Ｂ）

4
0
0

▽パラペット天端

中空シートｔ9網入型板ガラスｔ6.8

（固定式）

断熱材：
硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

断熱材：
硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

9
0
0

100

立上り部：アスファルト防水
Ｄ－２工法

4
5
0

1
8
0

1,200

1,300

2
5
0

1
2
0

1
5
0

3
0

1
5
0

900

1,000

1
5
0
3
0

1
8
0

2
0

2
0

1
0
0

100

1
0
0

100 100

打放し仕上（Ｂ）増打 厚２０

50 15

2
0

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

塗膜防水　Ｘ－２

コンクリート直均し

塗膜防水　Ｘ－２

排水勾配

100

20020

打放し仕上（Ｂ）増打 厚２０

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

外装薄塗材（Ｅ）

2
0

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

塗膜防水　Ｘ－２

コンクリート直均し

塗膜防水　Ｘ－２

20020

排水勾配

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

外装薄塗材（Ｅ）

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1/20 1/20

2
5
0

1
2
0

2
0

1
0
0

1
2
0

500

600

2
0

2
0

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

塗膜防水　Ｘ－２

コンクリート直均し

塗膜防水　Ｘ－２

1
0
0

排水勾配

10

15

100 100

20020

打放し仕上（Ｂ）増打 厚２０

打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０

外装薄塗材（Ｅ）

1/20 1/10

垂直断面

（４方共）

（４方共）

アルミ額縁（４方共）

アルミ水切

水平断面

1
5

2
5

15

15

2
5

1
5 2515

70

20 200

100 100

130

60

7
0

6
0

アルミ額縁（４方共）

1/20

300300

設計ＧＬ▽±0

1FL▽+500

1
5
0
1
5
0
1
50

1
3
0 2
0

5
0

5
0
0

1
0
0

6
0 5
0

3
0

3030

30

捨コンクリートｔ50
砕石敷ｔ60

600

1/20

2
00

50

1
0
0

1
0
0

便所

8070

1,150

150 1,000

2
0
2
5

犬走り

（土間）

30
150

20

9
0
0フック6φ

ステンレス製SUS304 

GL+100

100

スチール製グレーチング荒目
（ノンスリップ型）枠付

モルタル金鏝押え

ブラシ掛け

フック6φ
ステンレス製SUS304 

ステンレス水栓柱

設計ＧＬ▽±0

1FL▽+500

50
2
0
0

1
2
0

6
0

1
8
0

2
0

1
0
0

7
0
0

200
20

25900

120 150

8
0

5
5
0

ブラシ掛け

モルタル金鏝押え

スチール製グレーチング荒目
（ノンスリップ型）枠付

捨コンクリートｔ50
砕石敷ｔ60

ｱﾝｶｰD-10＠500

ステンレス水栓柱

平面図　1/20

Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３ Ｄ－４

Ｄ－５ 小庇（ＡＷ、ＡＧ）　詳細図　 アルミ建具納まり　詳細図　Ｄ－６ Ｄ－８

庇廻り（１～２Ｆ / 北面）　詳細図　

土間階段（犬走り）　詳細図

庇廻り（３Ｆ / 東面）　詳細図　

断面図　1/20

工 事 名

工事場所 三原市皆実五丁目

図面番号 縮    尺Ａ-２４ １／１０,２０

三    原    市

基 準 詳 細 図 １

１００φ　ＶＰ
竪樋　カラー塩ビパイプ

ＳＵＳ製掴み金物 ＠1500

▽軒天（水下）

1
0
0

△梁天

300500

成形緩衝材ｔ25

２段水切：アルミ製ｔ2.0

成形緩衝材ｔ25

（固定式）

２段水切：アルミ製ｔ2.0

アルミ製ポリカーボネートドーム

6
0
0

1
5
0

犬走り

モルタル金鏝押え

階段タイル　１５０Ｘ６０

1-D13

差筋アンカーD10＠200

1-D10

1
0
0

1
8
0

コンクリート金鏝押え

Ｃ

1,200

5
0

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

防水形複層塗材（Ｅ） 防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

令和６年度　



610

"Ｂ－Ｂ"断面詳細図"Ａ－Ａ"断面詳細図

特 記 事 項

２）織金網はステンレス線径１.５mm、網目１５mmとする。

仕  様

ＰＰ

Ｗ

ＰＰ

Ｄ

"Ａ
"

"Ａ
"

"Ｂ" "Ｂ"

8
0

Ｌ-65×65×6

アンカー13φ-600@

Ｄ

ＦＢ 30×3

ボルト 6φ-450@程度

ステンレスビス止め

Ｌ-40×40×3

織金網 織金網

ＦＢ 40Ｘ4

ＦＢ 30×3

ボルト 6φ-450@程度

Ｌ-40×40×3

Ｌ-50×50×4溶接

ステンレスビス止め

Ｐ Ｐ

1/5,1/50

１）材質はすべてＳＵＳ３１６とする。

1/30

打放し仕上（Ｃ）

打放し仕上（Ｂ）

▽３ＦＬ

打放し仕上（Ｂ）
増打 厚２０

コンクリート直均し
塗膜防水　Ｘ－２

排水勾配

防鳥網

1/30

Ａ

断面図　1/30

排風フード（大）　詳細図

（Ｂ）
打放し仕上

打放し仕上
（Ｃ）

吊フック

排水勾配

断面図　1/30

１

防鳥網

▽最高高さ

打放し仕上（Ｂ）
増打 厚２０

増打 厚２０
打放し仕上（Ｂ）

Ｂ

Ａ

（ボルト止め）

グラスウール吸音板厚100
ガラスクロス額縁貼

１

平面図　1/30
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50100
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1
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2,160
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7
8
0

1,
4
5
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3
,4

3
0

2
4
0

200

150
100

100

20

2
,
1
20

4
,
3
7
5

4
,
3
7
5

50

100

1
5
0

2
0

1
0
0

7
5

7
5

75 75

1
5
0

2
0

1
0
0

7
5

75

1,
0
60

1,
0
6
0

20
100

200

100 100

50

780 1,380

2,160

Ｄ－９ Ｄ－１０ 排風フード（小）　詳細図

Ｄ－１１ 防鳥網　詳細図

▽
建

築
壁

芯

2
0

145

土木外壁面→

庇の下面部等

20

15 20

15

外装薄塗材（Ｅ）
打増　厚２０
打放し仕上（Ｂ）

2050

2
0
0

シ－リング　ＰＵ－２　２０Ｘ１０

ボンドブレ－カ－

2
0

15

200

100 100

1/3

20

建物出隅部

水切目地

20

15 20

20

15

1/3

20

土木工事

建築工事

シ－リング　ＰＵ－２

1
5

２０Ｘ１０

誘発目地

縦目地

20

打増　厚２０
打放し仕上（Ｂ）

Ｄ－１２ 外壁誘発目地　詳細図 Ｄ－１３ 水切目地・面取　詳細図

75

150
20

75

１）Ｗ，Ｄ，Ｐ寸法（部分詳細図参照）

平面図

凡例

：シーリングを示す

：仕上の見切りを示す

打継横目地

工 事 名

工事場所 三原市皆実五丁目

図面番号 縮    尺Ａ-２５
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　　特記事項

・タラップは可能な限り鉄筋に溶接する。

・材質　ステンレス　ＳＵＳ３０４　とする。

・タラップは壁に１００ｍｍ以上埋め込むこと。

1/5

1／５～５０

SUS製タラップ
SUS製タラップ

ＳＵＳ製タラップ（電気ダクト内外共）　詳細図 吊フック　詳細図
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　　特記事項

・材質　ステンレス　ＳＵＳ３０４　とする。

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

増打 厚２０
打放し仕上（Ｂ）

グラスウール吸音板　厚５０

ステンレスボルト止め

ステンレスボルト止め

防水形複層塗材（Ｅ）

防水形複層塗材（Ｅ）

※施工は、「下水道施設標準詳細図」平成25年度版 H-16 に則り行う。

令和６年度　
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皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）
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点検ステージ（A）　詳細図

点検ステージ（B）　詳細図
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・ステンレス材は、ＳＵＳ３０４（２Ｂ）とする。

それ以外の不定形材及び耐火被覆用断熱材は不可とする。又、単一材料内に補強鋼材等を含まないものとする。

・煙突ライニング材は、ゾノトライト系ケイ酸カルシウム成形品（フジモリ産業  ハイスタック同等以上）とし、

・煙突工事は、通風力・周辺温度分布・頂部排煙拡散等の検討可能な煙突メーカーとする。

・鉄部仕上げは、溶融亜鉛メッキ（ＪＩＳ  Ｈ８６４１  ＨＤＺ５５）とする。

・※印部は、現場にて設備打合せの上 決定とする。

・特記なき使用鋼材は、ＳＳ４００とする。

100

242.8

工 事 名

工事場所 三原市皆実五丁目

図面番号 縮    尺 １／３０

三    原    市

1/30Ｄ－２４

・陣笠の仕上は酸洗処理仕上とする。

・水切カバーはステンレス製とする。
Ａ-２８

基準詳細図５（煙突）
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皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



Ｄ－３０　内部用気密鋼製建具（片開戸）

１）縦枠のアングル（Ｌ－５０×５０×６）は通し物とする。

２）Ｗが２，３００以上の場合は現場組立とする。

仕　様１）縦枠のアングル（Ｌ－４０×４０×５）は通し物とする。

２）Ｗが２，３００以上の場合は現場組立とする。

仕　様

ｔ＝２．０

（丁番長さ＋５０）

断面　１／３

平面　１／３

立面　１／５０

水切り（ステンレス

ＳＵＳ３０４ｔ１．５）

小口ふた クロロプレンゴム

ステンレスＳＵＳ３０４ｔ＝１．５

点溶接 ステンレスＳＵＳ３０４

鉄筋φ６

クロロプレンゴム

ステンレスＳＵＳ３０４

（３×５０）

クロロプレンゴム

ステンレスＳＵＳ３０４

ｔ＝１．５

金物用補強板ｔ＝４．５

ｔ＝３．２当板締まりハンドル用、

上げ落とし用

ｔ＝２．３

上部水切り

丁番当たり

アンカー

クロロプレンゴム

入隅部クロロプレンゴム

Ａ

５０

Ｂ

１６０

１７０６０

８０ １９０

金物用補強材ｔ＝３．２

Ｌ－４０×４０×５

ｔ＝２．３

平面　１／３

立面　１／５０

ステンレスＳＵＳ３０４ｔ＝１．５ クロロプレンゴム

ｔ＝２．３

金物補強板ｔ＝３．２

ステンレスＳＵＳ３０４ｔ＝２．０

ステンレスＳＵＳ３０４（３×５０）

点溶接

クロロプレンゴム

ｔ＝２．３

金物補強板ｔ＝４．５

（丁番長さ＋５０）

ステンレス

ＳＵＳ３０４ｔ＝１．５

クロロプレンゴム

ｔ＝２．３

入り隅部クロロプレンゴム

クロロプレンゴム

ＢＡ

８０ １９０

６０ １７０

５０ １６０
Ｌ－５０×５０×６

断面　１／３

４
２
５

Ａ

１２２１ ３

３
４
０

Ｈ

８５ ７５ ２２

２０１５１５

１
０１

０
２
１

Ｂ

（
１
，
２
０
０
）

２５

Ｂ １０

２５
１
５

１
５

８

３
５

３５

Ｗ

２７

８０

４ １０

１
５

２
５
０

０
．
３
５
ａ

０
．
６
５
ａ ａ

３
０
０

Ｈ

Ｗ

（１５０）

（
１
５
０
）

（
１
５
０
）

（１５０）

（
１
，
５
０
０
）

（
４
５
０

￣
５
０
０
）（

４
５
０
￣

５
０
０
）

７
５

２
５

１
０

２
５

１
０

１８１５

２
５

１
５

１５

（
２
０
）

１
５

２
５

Ｈ
１
０

２１１２

２
１

３
０ ２
０

８５

３

１５１５

Ｂ
７５Ａ ８５ ２２

４
２５

１０

１
５

１
５

１
５

８

２７

Ｂ

（
２
０
）

３
５

３５

２
２

７
５

８
５

Ａ

２５Ｗ

（
１
５
０
）

（
１
５
０
）

（
４
５
０
￣

５
０
０
）

（
４
５
０
￣

５
０
０
）

（
１
，
０
０
０
）

（
１
５
０
０
）

０
．
６
５
ａ

０
．
３
５
ａ

ａ
（
３
０
０
）

２Ｗ

Ｈ

（
２
５
０
）（１５０） （１５０）

２
５

１
５

４

１５

1/3,1/50 1/3,1/50

仕　様 注　記

２）※は「公共建築工事標準仕様」による。

３）気密製建具の内部充填の必要性については仕様目的を充分検討のうえ決定する。

１）〔　〕内数値は扉の見込寸法を示す。

２）大型丁番は５管又は３管とする。

１）気密鋼製建具扉の建具枠廻りのパッキンはクロロプレンゴム納まりとする。仕　様 内蔵型上げ落しとシリンダー錠は連動とする。

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／３，５０

※建具の見込み、取付け金物の種類、位置は建具表を優先するものとし特記無き部分は下記による（Ｄ－１７～２２）

シリンダー本締まり

（必要な場合）

（必要な場合）

ドアチェック

大型上げ落とし

内蔵型上げ落とし

両面締まりハンドル

片面締まりハンドル

（扉面積２．５㎡以上の場合）

大型戸当り，あおり止め

大型丁板（５管）

一般丁板（１５０）
形状別扉見込寸法、丁番表による。

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

Ｈ≧２，５００

Ｗ≧１，０００

Ｈ＜２，５００

Ｗ＜１，０００

Ｈ≧２，５００

Ｗ≧１，０００

大型鋼製建具 気密鋼製建具

大型上げ落とし

片面締まりハンドル

シリンダー本締り錠

両面締まりハンドル

大型上げ落とし

片面締りハンドル
シリンダー本締り錠

シリンダー本締り錠

両面締りハンドル

両面締りハンドル

片面締りハンドル

両面締りハンドル

シリンダー本締り錠

内蔵型上げ落とし内蔵型上げ落とし

（シリンダー本締り錠） （シリンダー本締り錠）

1/3,1/50 1/3,1/50

仕　様仕　様

１５１５

１
５

２
５

１５０ １５０

Ｈ

Ｗ

１
５
０

１
５
０

１
，
０
０
０

Ｗ２５ ２５

５

Ｂ

１
５１

０
２
０

１
５

５
２
０

３

Ｈ

２０

１
５
１
５

１
５
１
５

２５

４

３
０

３
０

２
０ ４

２
５

１５１５

２０

Ｂ

２ Ａ ８ ２５７５

Ｈ

Ｗ

１０Ｂ

３
０

１５ ２５

１０４

１
５
１
５

２５

１５１８１
０

２
５

１
０２

５

４
０

３

３２１１２

１５２５

１
５
１
５

３
０

１
５

２
５

１５０ １５０

Ｈ

Ｗ

１
５
０

１
５
０

１
，
０
０
０

２０

１
０

１
０

２
５

１５

Ｂ
２２５ ８Ａ ７５

４
２
１

１５

１６０

１５０

５０

４０

Ａ Ｂ

ｔ＝２．３ ｔ＝２．３

クロロプレンゴム

ｔ＝１．５

ステンレスＳＵＳ３０４

ｔ＝３．２

補強金物

ｔ＝２．３

点溶接

クロロプレンゴム

ステンレスＳＵＳ３０４（３×５０）

ｔ＝２．０

ステンレスＳＵＳ３０４

ｔ＝１．５ステンレスＳＵＳ３０４

ｔ＝２．３

平面　１／３

立面　１／５０

ｔ＝１．５

ステンレスＳＵＳ３０４

ｔ＝２．３
入隅部クロロプレンゴム

クロロプレンゴム

上部水切り

１６０

１５０

５０

４０

Ａ Ｂ

（３×５０）

ステンレスＳＵＳ３０４

クロロプレンゴム

鉄筋φ６

ステンレスＳＵＳ３０４点溶接

断面　１／３

ｔ＝２．０

ｔ＝２．３

ステンレスＳＵＳ３０４ｔ＝１．５

ステンレスＳＵＳ３０４ｔ＝１．５

ｔ＝２．３

クロロプレンゴム

立面　１／５０

断面　１／３

大型

３，５００未満

３，０００未満

２，５００未満

２，０００未満

型

大

Ｈ

Ｗ Ｗ

形状別扉見込寸法
Ｈ

Ｗ １，０００未満

気密

〔４０〕

一般（１５０）

３枚

〔５０〕

一般（１５０）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

３枚

〔５０〕

大型（５管）

３枚

※

※

大型

３枚

〔４０〕

一般（１５０）

〔４０〕

一般（１５０）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

３枚

３枚

〔４０〕

一般（１５０）

〔５０〕

大型（５管）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

大型（５管）

〔８０〕

４枚

３枚

大型 気密

１，２５０未満

３枚

〔６０〕

大型（５管）

〔６０〕

大型（５管）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

３枚

３枚

〔５０〕

大型（５管）

〔５０〕

大型（５管）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

大型（５管）

〔８０〕

４枚

３枚

３枚

〔６０〕

大型（５管）

〔６０〕

大型（５管）

大型（５管）

〔８０〕

３枚

大型（５管）

〔８０〕

４枚

３枚

３枚

〔５０〕

大型（５管）

〔５０〕

大型（５管）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

３枚

〔６０〕

大型（５管）

３枚

大型 気密 大型 気密

１，５００未満 １，７５０未満

Ａ-２９

基準詳細図６（鋼製建具）

Ｄ－２５　建具金物：大型鋼製建具、気密鋼製建具 Ｄ－２６　形状別扉見込寸法、丁番

Ｄ－２７　外部用大型気密鋼製建具（両開戸） Ｄ－２８　内部用大型気密鋼製建具（両開戸）

Ｄ－２９　外部用気密鋼製建具（片開戸）

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

シーリング（MS-2）１０×７

令和６年度　
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0

壁：グラスウール吸音板厚50
　　ガラスクロス額縁貼

5
9
0

2
,
0
0
0

1
,
1
0
0

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／５０

展開図１

4
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
3
0
0

1
,
8
0
0

3
,
0
0
0

3
5
0

8
0
0

8,7108,7104,645 5,560

▽ＲＦＬ

OPEN▽３ＦＬ

▽２ＦＬ

OPEN

▽１ＦＬ

１ ２ ３ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

2
,
5
0
0

4
0
0

4
0
0

アルミ手摺

１・２Ｆ　ポンプ室（１）（２） Ａ　面 Ｂ１　面 Ｂ２　面

4
0
0

1
,
1
0
0

5
,
7
6
0

3
,
8
5
0

5
,
6
0
0

1
,
8
5
0

3
,
0
0
0

2
0
0 4
0
0

2
0
0

4
0
0

Ａ-３０

点検ステージ（Ｂ） ホイストレール

打放し仕上（Ｂ）

梁・柱：打放し仕上（Ｂ）

打放し仕上（Ｂ）

　　ガラスクロス額縁貼
壁：グラスウール吸音板厚50

打放し仕上（Ｂ）

3
,
8
5
0

点検ステージ用ＳＵＳ製はしご(B)

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／５０

展開図２

4
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
3
0
0

4
5
0

2
,
0
0
0

4,6455,560 8,710 8,710

1
,
1
0
02
,
0
0
0

2
,
0
0
0

3
5
0

8
0
0

1
,
1
3
0

OPEN
▽３ＦＬ

▽２ＦＬ

OPEN

▽１ＦＬ

３ ２ １ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

4
0
0

4
0
0

4
0
0

１・２Ｆ　ポンプ室（１）（２） Ｃ　面 Ｄ１　面 Ｄ２　面

4
0
0

7
,
7
5
0

1
,
8
5
0

2
0
0

Ａ-３１

壁：グラスウール吸音板厚50
　　ガラスクロス額縁貼

ホイストレール

点検ステージ（Ａ）

点検ステージ用
タラップ（Ａ）

打放し仕上（Ｂ） 階段裏：打放し仕上（Ｂ）

梁・柱：打放し仕上（Ｂ）

9
0
0

点検ステージ用

点検ステージ（Ｂ）点検ステージ（Ａ）

打放し仕上（Ｂ）

点検ステージ用
ＳＵＳ製はしご（Ａ） ＳＵＳ製はしご（Ｂ）

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　
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2
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2
,
0
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0

8,7108,055

2
,
5
0
0

8,710

8,710

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／５０

展開図３

1
,
1
0
0

8
5
0

1
,
9
5
0

5
5
0

1
,
8
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0

1
,
1
0
0

2,300

3
0
0

2
,
0
0
0

2
,
2
0
0

2
,
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0
0
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,
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0

2
,
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0
0
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5
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8
0
0

2
0
0

1
,
1
3
0

3
,
1
0
0

6
,
4
0
0

2
,
5
0
0 8
5
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1
,
1
0
0

1
,
8
0
0

1
,
9
5
0

7,445 7,4458,710

２ Ａ ３ ２ ３ ２ Ａ

OPEN

OPEN

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

３ ４ Ｂ Ａ ４ ３ Ｂ Ａ
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▽２ＦＬ

４ Ｂ ４ ４

3
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2
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2
,
2
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3
0
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,
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1
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▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

アルミ手摺

アルミ手摺

6,170 6,170

1,000 1,300 1,300 1,000

階段裏：打放し仕上（Ｂ）

１・２Ｆ　給気筒・煙道

１・２Ｆ　除塵機室

２Ｆ　点検通路

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ１　面 Ｃ２　面 Ｄ　面

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

1
,
1
0
0

階段裏：打放し仕上（Ｂ）

1
,
1
0
0

1
,
9
5
0

1
,
1
0
0

1
,
8
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0

1
,
1
0
0

アルミ手摺

1
,
0
1
5

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

2
0
0

Ａ-３２

煙突基礎：ＭＣ厚200 金コテ押え

壁・梁・柱：打放し仕上（Ｂ）

壁・梁：打放し仕上（Ｂ）

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

アルミ手摺（横付工法）

アルミ手摺（横付工法）

令和６年度　
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壁：打放し仕上（Ｂ）硬質発泡ウレタン吹付ｔ15
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三    原    市
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工事場所
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三原市皆実五丁目

縮    尺 １／５０
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5,255 8,7108,7105,255

Ｂ

2
,
0
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
1
0

1
1
0

1
9
0

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

2
5
0

1
1
0

1
9
0

床：磁器質タイル100角貼

アルミ製額縁

３Ｆ　電気室

３Ｆ　消音器室

２・３Ｆ　階段 Ａ　面 Ｂ　面 Ｄ　面Ｃ　面

Ｄ　面Ｃ　面Ｂ　面Ａ　面

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

ステンレス框 50×150

25×60（4方共）

アルミ製額縁25×60（4方共）

1
0
0

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

2
0
0

2
,
8
0
0

3
0
0

3
0
0

3
5
0

3
5
0

2
,
5
0
0

2
,
0
0
0

3
5
0

1
,
4
0
0

6
0
0

8
0
0 1
,
4
0
0

1
,
1
0
0

2,200 1,150 2,200 1,150

3
5
0

2
,
1
5
0

1
,
4
0
0

2
,
0
0
0

1
,
0
5
0

1
,
4
0
0

6
0
0

壁：打放し仕上（Ｂ）ＥＰ－Ｇ アルミ見切縁 アルミ三方枠

アルミ三方枠 アルミ製額縁25×60（4方共）

磁器質タイル１００角

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面１Ｆ　便所

Ｂ

1
,
1
0
0

9
0
0

8
5
0

8
5
0

2
,
7
6
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

Ａ-３３

〈ビニル巾木 H=100〉
ＰＥ

梁・柱：打放し仕上（Ｂ）

壁・柱・梁：打放し仕上（Ｂ）

壁・梁：打放し仕上（Ｂ）

▽１ＦＬ

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



ａ

1
,
5
2
0

1/100１階　天井伏図

給気筒・煙道2
,
3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
3
0
0

３

Ａ

1,460

▽壁芯

▽
壁
芯

２

8
,
7
1
0

ｂ
ｃ

ｂｃ

6,100

350

2,200

2
,
1
0
0

Ｂ
△壁芯

便所ａ ｅ

ｃ

ｄ

ｂ ｂ

消音器室

ｄ ｄ

ｄ

ｄ

ｂｂ

ｄ

ｂ

ｂ

ｂ ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｄ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

電気室
ポンプ室（２）

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ
ｄ

ｄ
ｄ

ｄ

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／１００

天井伏図

凡　例

符　号 仕　上 符　号 仕　上

ａ 打放し仕上（Ｂ）　打増　厚２０　外装薄塗材（Ｅ）

打放し仕上（Ｃ）

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

打放し仕上（Ｂ）

天窓を示す

硬質発泡ウレタン吹付ｔ15

グレーチングｆ 天井裏換気口　ＶＰ７５φ（Ｌ＝２４０）を示す

アルミ丸型フード付ガラリ　７５φ　共取付とする

開口を示す

ｂ

ｂ

2
,
1
2
0

ｃｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｂ ｃ ｂ ｃｃ ｃ

ｂ

ｂ

ｂ

除塵機室

ｂ

ｃ

ｂ

ｃ

ｃ

ｃ
除塵機室

ｆ

ｂ

ｂｂｂ 給気筒
ｃ

ポンプ室（１）

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

2
,
1
2
0

階段

1,300 3,800

▽壁芯

2,955

8,055

3
,
3
1
5

Ｂ
△壁芯

▽
壁
芯

排気筒

2,275525

2,800

３

３階　天井伏図 1/100

△
壁
芯

△壁芯

1
,
1
5
0

5,255

8,055

４

3
,
2
7
5

Ａ
▽壁芯

8
,
7
1
0

8
,
7
1
0

Ｂ
△壁芯

2
,
1
0
0

3
,
1
4
5

7
1
0

3
,
3
1
5

8002,7301,570

Ａ
▽壁芯

2
,
3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
3
0
0

給気筒

給気筒・煙道

3
,
2
7
5

1
,
1
5
0

ｃ

ｃ

３

1/100２階　天井伏図

8
,
7
1
0

8
,
7
1
0

1
,
2
6
0

1
,
2
6
0

▽
壁
芯

10,205

１

18,260

1,380780

10,2052,160

排気筒

ｃｃ

1
,
3
0
0

8,055

1,500

2,955

△
壁
芯

8,055

４

4,200

２

10,205

2,160

▽
壁
芯

１

ａ庇

6,160

18,260

18,260

5,5604,645

6,170

10,815 7,445

610

2,190

610

610

6
,
91

5

４

2
,
2
3
5

2,700

1,2008,055

△
壁
芯

8
,
7
1
0

ｃ
4
1
0

63
5
75

0

1
,
7
9
5

3
,
2
3
5

8,055

1,200

3
,
2
4
0

7,445

7,445

１

10,815

18,260

4,150

10,205

▽
壁
芯

1
,
2
5
0

7
,
46

0

1
,
2
5
0

3,3604,645

4,100

6,170

5,5604,645

０

3,345100

21,705

3,445

2,965 1,5402,940

2,200 3,4601,785

ＰＭ

ｃ

1
,0

0
0

Ａ-３４

（開口芯：１ＦＬ＋２，４００）

ａ

ａ

1
,
1
5
0

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ
ａ

ａ

ａ

▽
壁
芯

ａ

ａ

1
,
2
0
0

ａ

ａ

ｇ ステンレス製防鳥網

ｇ

ｇ

ｂ
ｃ

ｂ

ｂ

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

ケイ酸カルシウム板　厚６　ＥＰ

令和６年度　



見込　（ランマ）

2,2001,785 3,460

1
,
0
0
0

吹抜け

▽±0

1
,
0
0
0

階段

▽-110
吹抜け

▽-160

8,055

2,800 5,255

▽
壁
芯

排気筒

▽±0
電気室消音器室

▽±0

ポンプ室上部　吹抜け

8
,
7
1
0

Ａ

ホイスト

△壁芯

３ ４

△
壁
芯

1
,
1
5
0

8
,
7
1
0

DN

1,300 3,800

8,055

Ｂ
▽壁芯

▽-110

▽-160
搬入口

2
,
1
0
0

1,500

踏込み

2,955

屋根

6,170

5,560 8,055

除塵機室上部

▽±0

給気筒

給気筒・煙道

２ ３

吐出槽天端

Ａ

▽
壁
芯

▽壁芯

8
,
7
1
0

2
,
3
0
0

1
,
0
0
0

1
,
3
0
0

▽+200

8
,
7
1
0

△
壁
芯

４

▽±0

2
,
1
0
0

UP

▽+2,000

▽±0

▽-400

便所
▽-3501
,
1
5
0

▽-500

１／１００

UP

▽-500▽-500

▽-65

UP

UP

△壁芯

犬走り

1
,
2
6
0

Ｂ

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

1
,
2
6
0

庇

△壁芯

搬入口

DN

Ｂ

点検通路

▽-50

▽-50

▽-400

UP

8,055

△
壁
芯

8
,
7
1
0

４

5,560

1,4604,100

▽
壁
芯

０ ２

▽壁芯

給気筒

8
,
7
1
0

1
,
0
0
0Ａ

３

給気筒・煙道

除塵機室

1
,
5
2
0

7
,
1
9
0

1
,
8
5
0

吹抜け
▽±0
除塵機架台

ポンプ室（２）

０

ポンプ室（１）

▽±0

▽±0

6,170

7,445

▽-50

吹抜け

ＳＤ
１

ＡＴ

ＳＤ

ＳＤ
４

ＡＴ

ＳＤ

ＳＤ
３

ＡＴ

ＳＤ

ＡＷ

ＳＤ

ＡＴ

４

ＡＷ

６

11

12

ＡＷ
１

２

３

ＡＴ

8,055

2,2003,360

5,560 7,445610

１階　建具配置図　1/100

２階　建具配置図　1/100 ３階　建具配置図　1/100

ＳＤ
９

ＳＤ

ＡＴ ＳＤ
７

除塵機搬入口

▽

ＳＤ
２

ＡＴ

1
,
2
5
0

ＳＤ
８

ＳＤ
10

建具配置図

ＳＤ

ＡＴ

４

←←

10,205

▽壁芯

▽
壁
芯

１

18,260

10,2052,160

△壁芯

3,345

18,260

▽
壁
芯

4,645

１

3,345

10,815

10,2053,345

4,645

10,815

18,2603,345

▽
壁
芯

4,645

１

8,05510,205

ＳＤ
５

ＡＰ
１

６

DN吹抜け DNUPＡＴ

UP

DN

ＡＧ
１

1,785 3,4602,200

電気ダクト

→

↑

吹抜け

Ａ-３５

ＴＬ
１

ＴＬ
１

凡例

ＳＤ
１

ＡＴ 気密戸を示す

建具符号を示す

１符号・名称・個数

建具枠

建具

沓摺見込取合

仕上（枠共）

ガラリ

場所

形状・寸法

建具金物

その他

２ＴＬ アルミ製トップライト

アルミ製ポリカーボネートドーム（固定式）

－－

アルミ製トップライト　付属金物一式

２段水切：アルミ製ｔ2.0

硝子 外側:ポリカーボネート、内側:Ｎ　ｔ＝6.8

－－

－－

屋根（ポンプ室上部　吹抜け）

900

4
00

90
0

網入型板ガラスｔ6.8

アルミ製ポリカーボネートドーム
（固定式）

２段水切：アルミ製ｔ2.0

アルミ製ポリカーボネートドーム
（固定式）

２段水切：アルミ製ｔ2.0

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

吐出槽

令和６年度　



864864

アルミ製額縁25×60（4方共）、アルミ水切、付属金物一式

600

1
,
0
0
02
,
0
0
0

１アルミ製内開き窓

３Ｆ 消音器室

1110９

ＡＷ

1
,
0
0
0

ＤＣ

ＤＰ（１級）

ＳＤ

１

三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺 １／５０

ＳＤ
１

ＤＰ（１級）

３
ＳＤ １２

ＤＰ（１級）

ＳＤ １

ＤＰ（１級）

１符号・名称・個数

建具枠

建具 硝子　（ランマ）

見込　（ランマ）

沓摺見込取合

仕上（枠共）

ガラリ

場所

建具枠

建具 硝子　（ランマ）

見込　（ランマ）

沓摺見込取合

仕上（枠共）

ガラリ

場所

符号・名称・個数

符号・名称・個数

場所

ガラリ

仕上（枠共）

見込取合 沓摺

見込　（ランマ）

硝子　（ランマ）建具

建具枠

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

１７０ １７０ １７０

両面ハンドル上下連動締り型上げ落し
建具金物

その他

建具金物

その他

その他

建具金物

６０

ＤＣＤＣＤＣ

両面ハンドル上下連動締り型上げ落し
シリンダ－本締り錠、大型丁番（５管）３枚、大型戸当り

両面ハンドル上下連動締り型上げ落し
シリンダ－本締り錠、大型丁番（５管）３枚、大型戸当り シリンダ－本締り錠、大型丁番（５管）３枚、大型戸当り

鋼製両開き戸　（外部用大型気密）鋼製両開き戸　（外部用大型気密） ＳＤ

ＤＰ（１級）

ＤＣ

１４ ５鋼製片開き戸　　（外部用気密） 鋼製片開き戸　　（外部用気密）３

両面締りハンドル、シリンダ－本締り錠
一般丁番（１５０）３枚、戸当り

鋼製両開き戸　（外部用大型気密）

2
,
0
0
0

800

2
,
5
0
0

3
,
0
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

3
,
0
0
0

2,0002,0002,500

ＡＷ
２

５０

１Ｆ 除塵機室２Ｆ ポンプ室（２） ３Ｆ 電気室 １Ｆ 除塵機室 / ２Ｆ ポンプ室（２） / ３Ｆ 電気室

１５０１５０

６０６０ ５０

建 具 表

ＤＣ

ＳＤ

ＤＣ（ストップ無し），一般丁番（１５０）３枚，戸当り

鋼製片開き戸　（内部用気密）

４０

１

ＤＣ

４０

ＳＤ 鋼製片開き戸

レバーハンドル
一般丁番（１５０）３枚、戸当り（あおり止め付）

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1,000

１００

１
ＳＤ

一般丁番（１５０）２枚，戸当り

3
5
0

8
0
0

1,100

１Ｆ 給気筒・煙道

４０

一般丁番（１５０）３枚、戸当り（あおり止め付）

１

ＤＣ

４０

ＳＤ

レバーハンドル

２Ｆ 給気筒

700

7
0
0

7
0
0

1
,
0
0
02
,
0
0
0

１５０×７００

レバーハンドル、シリンダー箱錠（サムターン）
一般丁番（１５０）３枚、戸当り（あおり止め付）

Ｎ　厚６．８

４０

ＤＣ

ガラリ

１鋼製片開き戸ＳＤ

１Ｆ 便所

１００

ＳＤ

一般丁番（１５０）３枚、戸当り（あおり止め付）

４０

鋼製片開き戸

レバーハンドル、シリンダー本締り錠

２Ｆ 給気筒

１００

1
,
0
0
0

800

2
,
2
0
0

レバーハンドル
一般丁番（１５０）３枚、戸当り（あおり止め付）

４０

ＤＣ

１鋼製片開き戸ＳＤ

1
,
0
0
02
,
0
0
0

800

３Ｆ 階段

１００

一般丁番（１５０）３枚（※１８０度開き）、戸当り

1
,
0
0
01
,
8
0
0

800

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

600

６

７ ８ 12

ＤＣ

１

７０

Ｎ　厚６．８

ハンドル、アームストッパー、コンシールストッパー、

Ｂ－２

７０

Ｎ　厚６．８

１

内開きステンレス製網戸

1
,
1
0
0

9
0
0

6
0
0

1
,
4
0
0

１Ｆ 便所

アルミ製横辷り出し窓

カムラッチハンドル、すべり出しアーム、

ＡＷ
３１

３Ｆ 電気室

Ｎ　厚６．８

７０

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

6008001,700

１５０

１００

1
,
2
0
0

２Ｆ 点検通路

両面締りハンドル，両面締りハンドル，

３Ｆ 電気室

鋼製片開き戸

ＤＰ（１級）

ＳＯＰ ＳＯＰＤＰ（１級）ＤＰ（１級）

アルミ製引違い窓

付属金物一式

２

１Ｆ 給気筒 / ２Ｆ 給気筒・煙道

ＤＰ（１級）

125 425
150

1
5
0

2
9
0

1
6
0

鋼製両開き戸

１００

レバーハンドル

ＤＰ（１級）

戸車、クレセント、アルミ製額縁25×60（4方共）、
グレモン装置、アルミ製額縁25×60（4方共）、付属金物一式

Ｂ－２

ＡＰ
１

付属金物一式

１アルミ製パーティション（隔板）

５０

800

ケイカル板ｔ５　ＥＰ

2
,
0
0
0

１Ｆ 給気筒・煙道

ＡＧ
１ アルミ製給気ガラリ

２Ｆ 給気筒・煙道

アルミ水切り、付属金物一式

１

金

物

略

号

Ｄ　Ｃ ドアクロ－ザ－

Ａ　Ｈ オ－トヒンジ

Ｆ　Ｈ フロア－ヒンジ

Ｐ　Ｈ ピポットヒンジ

ガ

ラ

ス

略

号

Ｆ 型板ガラス

Ｐ フロ－ト板ガラス

Ｎ 網入型板ガラス

Ｎ　Ｐ 網入みがき板ガラス

シャッタ－ 網戸

Ａ　Ｓ ａ　Ｗ

Ｓ　Ｓ

Ｌ　Ｓ

ＳＳＳ

建

具

略

号

 オ－バ－ パーテ種　　別 戸 窓 ガラリ
ヘッドドア ーション

アルミニウム製 Ａ　Ｄ Ａ　Ｗ Ａ　Ｇ ＡＯＤ

鋼　　製 Ｓ　Ｄ Ｓ　Ｗ Ｓ　Ｇ ＳＯＤ ＳＰ

鋼　製　軽　量 Ｌ　Ｄ

ステンレス製 ＳＳＤ ＳＳＷ ＳＳＧ

木　　製 Ｗ　Ｄ Ｗ　Ｗ Ｗ　Ｇ

特記なき限り内部建具ガラリは、建築工事標準詳細図〈4-01-1〉がらりの形式Ｉ型とする。８．

大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付とする。７．

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバ－の位置は床から１，５００以内とする。６．

特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。５．

壁仕上げボ－ド類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

４．

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。３．

２．

但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締りとする。

特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムタ－ン）とし内部は本締り付きモノロックとする。１．

共 通 事 項

パイプスペ－ス、ダクトスペ－スの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キ－）とする。

ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。９．

１１．

防火戸の位置は建具配置図による。

特記なき限り気密扉、簡易気密扉の吸音材の充填は行わないものとする。

１０．

７０

2
,
0
0
0

3
0
0

4,600

864 864 864
70 70 70 70

Ａ-３６

※津波線上部でガラリ防虫網

１２． 外部に使用するアルミ表面処理種別はＪＩＳ Ｈ８６０２におけるＡ１仕様とする。

Ｂ－２ Ｂ－２ Ｂ－２

ガラリ防虫網

ガラリ

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



266.74

該当なし

協議済

２．５ｍ

代用進入口の　巾　　　　　　　　高さ　　　　又は　　　　大きさ

２．０ｍ

・③耐火構造以外でこんろ、ボイラー等火を使用する室がある

・①３階建以上、延べ５００㎡をこえる

・　該当する　・②２階建延１，０００㎡又は平屋建延３，０００㎡をこえる

２４非常警報設備 ・　設置 地階階数３以上

但し自火報設備無し

・　不要 地階階数２以下

又は自火報設備有り

地階階数（　　　　）

該当なし

構造及び仕上（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

危険物の量　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

該当なし

貯蔵所・

・一般取扱所　　　　　　室　名（　　　　　　　　　）

・自動火災報知設備

・連結散水設備

・屋外消火栓設備　　　　・消防用水

・屋内消火栓設備　　　　・水噴霧消火栓設備等

軽油・重油・潤滑油等の使用量及び保管場所

・少量危険物

緩和適用条項

危険物の制限等 １０

３２

物

険

危

３
該当なし

該当なし

［地上４以上又は１，５００㎡をこえるもの耐火、地上３以下又は

都市計画区域

建物名

敷地面積

縮    尺

三原市皆実五丁目

図面番号

工事場所

工 事 名

三    原    市

地域・地区等 その他確認事項建築概要

延べ床面積

最高の高さ

軒高さ

建築面積

構造・規模

該当事項項　　　目 項　　目 摘　　要法令・条項

建基法 条

建基法 条

建基法

建基法 条

条

条５６・５６の２

４３

４８

５２・５３

６１・６２

都　　　計　　　法

敷地等と道路との関係

用途地域

容積・建ペイ率（全施設）

防火地域等

騒音規制、各種保全地域、宅地規制

公園法、その他
その他の法令・条例

防　火　対　象　物

管廊・別棟との接続

ボンベハウス等の構造

条例等による制限の附加の有無

建築物の高さ
日影
斜線

・

壁

換気口（上・下） 屋根

防火対象物

建基法

・項

・ 消防署と別棟扱い（消防安第２６号）の協議済

15

・渡り廊下の設置なし

2
m

2
m

2
m

m

m 広島県公害防止条例

都市計画区域内

指定なし

日影規制有（３時間・５時間）

２００％・６０％

耐
火
・
簡
耐
構
造
等

居
室
の
採
光
・
換
気
等

・

段

階

廊

下

防
火
区
画
・
防
火
戸

排

煙

非

常

照

明

内

装

制

限

そ
の
他

非
常
用

進
入
口

消

審査項目

令法

法令条項

令法

法令条項

チェック チェック

（令）建築基準法 消防法 （令）

審査項目

６１

６２

２２

２０の

２～４

２８

１２９の

２の２

３５の

３

１２２

１２３

１２０

１２５

２４

２５

３６ ２３

１１９

２３

の２

１２１

２６

１２６

３５
１１６

の２

３５
１２１

１～３

３５

１１２

－１０

１１　１４

１１２

１０９

３６

１１２

１１２

－１６

－９

１２６の

３

３５
１２６の

２

３５
１２６の

４

１２６の

６

１２６の

３５の

２

７

１２８の

４

１２９

１２９の

１４

１７ １０地域・規模による構造制限

路上広場・バルコニー等の

窓その他開口部を有しない

居室

屋根葺材

居室の採光及び換気

直通階段・歩行距離

け上げ・ふみ面寸法

階段に代わる傾斜路

換気設備の技術的基準

換気設備（自然換気）

無窓居室の主要構造部

階段及び踊場の手すり

屋外階段

階段・踊場の幅

踊場の位置及び

直階段のふみ幅

手摺

廊下幅

２以上の直通階段

避難階段の設置及構造

防火区画

排煙設備の設置

排煙設備の構造

非常照明の設備

防火区画・竪穴区画

非常用進入口の設置

非常用進入口の構造

避雷設備

防火区画に接する部分の

構造等

防火区画を貫通する

ダンパーの構造等

防火戸その他の防火設備

制限を受ける特殊建築物

特殊建築物の内容

消火器具

［別表の計算書による］

火を使用する居室の有無

・　無

・　無し

その他の階（　　　　　　㎡）／２００㎡

≦１・１ヶ所

≦１・２ヶ所

構造（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）［耐火構造又は不燃材料］

・　特別避難階段［１５階以上、地下３階以下］　　　・　該当せず

地上（　　　）階、　地下（　　　）階　・　避難階段［５階以上、地下２階以下］

無窓居室　　－歩行距離（　　　　ｍ）≦３０　・　１０ｍを加えている

その他の居室－歩行距離（　　　　ｍ）≦５０　　［廊下・階段　準不燃］

上　記　外　 ０．７５ｍ≦（　　　ｍ）２２／２１≦（　　　　　）

その階の居室の床面積（　　　　㎡）、　廊下幅（　　　　ｍ）

［Ａ＞２００㎡は、両側居室１．６ｍ以上、　片側居室１．２ｍ以上］

直通階段の幅（　　　㎝）≧９０㎝、　その他の階段（　　　㎝）≧６０㎝

直通階段の構造（　　　　　　　　　　　　　　）　［木造以外］

高さ

その他の部分と防火区画

防火戸面積（　　　　≦３㎡）

・　無

・　有　その部分の構造（　　　　　　　）
燃焼の恐れある部分

居室の面積　１００㎡（全ての居室）　　・　こえない　　　・　こえる

こえる場合の措置法　（防煙壁を設置　　　　　　　　　　　　　　　　）

居室の排煙面積１／５０　　　　　　　　　・　以上　　　　・　以下も有り

以下の場合の措置法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

操作位置（高さ）、壁付１．５ｍ＞（　　　ｍ）、天井吊下げ（　　　ｍ）

排煙口面積［別表計算書による］　　　・　全て自然換気　　・１部機械排煙

・　設置　［３以上５００㎡をこえる、又は延１，０００㎡をこえる］

代用進入口の間隔（　　　　　　ｍ　≦１０ｍ）

廊下・通路・階段の壁・天井の仕上材　（　　　　　　　）

上記に該当する場合

・　不要

・　設置　［延３００㎡をこえる又は地階・無窓階・３階以上で床面積５０㎡以上］防火地域－階数（　　　）　　延面積（　　　　　㎡）　　構　造（　　　　　）

準防火地域－階数（　　　）　延面積（　　　　　㎡）　　構　造（　　　　　）

［階数３・面積１００㎡以上耐火、左記以外準耐火］

・　区域外　　　　　　　　［耐火・簡耐以外の屋根は不燃材］

・　有　－　室名（　　　　　　　　　　　　）

換気方法（　　　　　　　　　　　　）

給気口高さ（　　　　　　ｍ）／天井高さ（　　　　　　ｍ）≦　１／２

排気口位置天井面から（　　　　　　　㎝） 　　≦　８０㎝

無窓居室　・　有　　　室名（　　　　　　　　　　　　　　　）

ＡＭ　Ｎｏ．　（　　　図）による

＋１．８ｍ

排煙口までの距離（　　　　ｍ）≦３０ｍ

・　不要

階段の幅・高さ（　　　ｍ、　　　ｍ）　　　　　　　一般手すり　・　設置

中間手すり　　・　　設置［幅・高さ　３ｍ・１ｍをこえる］　　　・　不要

・　該当しない

［別表の計算書による］　 延面積１，５００㎡以下

１５００㎡以下は準耐火］

勾配（　　　／　　　）≦１／８　　　表面仕上材　　（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　≧０．７５ｍ、　　　　　≧１．２ｍ、　　　　　≧直径１．０ｍ）

判定

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

判定

階高（　　　　）ｍ　・　４ｍまで

・　４ｍ以上に付き踊り場設ける（　　）ヶ所、ふみ幅（　　　ｍ）≧１．２ｍ

（　　　　ｍ）　≧　１．１ｍ

階数（　　　）　　　　延面積（　　　　　　㎡）

・　設置　（　　　ｍ≧２０ｍ）　　　　　・　不要

延面積　（　　　　　　　㎡）

（自主設置）

・　設置　（　　　　≧３）　　　　　　　 ・　不要

居室の壁・天井の仕上材（　　　　　　　　）準不燃以上

準不燃以上

居室の床面積　避難直上階（　　　　　　㎡）／４００㎡

直上階居室計（　　　　　㎡）＞２００㎡－１．２ｍ－≦（　　ｍ）２０／２４≦（　　　）

報

設

備

避
難
設
備

そ
の
他

２６

２７

２８の

２

５－２

規　則

消防用水

無窓階

誘導灯・誘導標識

連結散水設備
①地階の床面積合計（　　　　　　㎡）

・　設置［①が２万㎡以上でかつ②が耐火構造で１．５万㎡以上］　　　・　不要

・　設置［①の面積７００㎡以上］　　　　　・　不要

避難上消防活動上有効な開口部　　　　［別表の計算書による］

・各階共床面積の１／３０以上有り

・　設置　　　　　　　　・　不要

地　階　　・　有　　　　・　無　　　 無窓階　　・　有　　　・　無

［避難口・通路誘導灯］

該当なし

（非居室）

①敷地面積（　　　　　㎡）　　②床面積（　　　　　　㎡）　③構　造（　　　）

皆実雨水排水ポンプ場

1074.11

鉄筋コンクリート造　地上３階

第一種住居地域

3 0

１０７４．１１ ＲＣ

１．１

100

鉄筋コンクリート造

該当なし

0.75 3.3

3.3

0.75 ２０／２４

９０㎝以内の壁面等の構造（　　　　　　　）　　［耐火構造・特防以上］

１３

１８

～

１９屋外消火栓設備

水噴霧消火設備等

・　不要

・　設置　［耐火構造で３，０００㎡以上又は地階等で床面積６００㎡以上］

・　設置［耐火構造で９，０００㎡以上］　　　　　　　　・　不要

・　設置［２００㎡以上］　　　　・　緩和申請する　　　　・　不要

地上階の１階又は１＋２階の床面積（　　　　　　㎡）　　構　造　（　　　）

発電機室・電気室・ボイラー室等の面積（　　　　　　㎡）

火

設

備

警

延面積　（　　　　　　　㎡）地階無窓階の床面積（　　　　　　㎡）構造（　　）ＲＣ

屋内消火栓設備 １１

・自主設置・設置［延１，０００㎡以上又は②の床面積３００㎡以上］  ・　不要

２１自動火災報知設備
①延面積（　　　　㎡）　②地階・無窓階・３階以上の床面積（　　　　　　　㎡）

・　２２条区域　構造（ RC ）  屋根材（ｱｽﾌｧﾙﾄ断熱防水の上押えｺﾝｸﾘｰﾄｔ80）

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

１，２，３

（　　　　　　　階）１，２，３

・床面積の１／３０未満の階有り　　　（　　　　　　　階）　　　　

該当なし

該当なし

法規チェックリスト

10.800

11.300

前面道路　幅肩　6.800　ｍ

３階　７０．１５

42.89

３階　７０．１５

---

11.3

２階　９６．８０

２階　９６．８０

該当なし

該当なし

該当なし

３９０Ｌ

鉄製タンク［ＰＥ］

336.89

３３６．８９

336.89

336.89
１階１６９．９４

３３６．８９
１階１６９．９４

３３６．８９

Ａ-３７

223.14

２階 ポンプ室(2)

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



三    原    市

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

縮    尺

日 影 図

Ａ-３８ １／２００

+0.31

+0.50

日影図　　1/200

線路敷き

（設計ＧＬ±０）

10ｍライン

5mライン

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0
5mライン

10ｍライン

10ｍライン

道路中心線
5mライン10ｍライン

5,000 5,000

真北-2.000050

2,700

3,345 18,260 6,41524,730

8,
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0

6,
20
5
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5

+0.50

+0.76

KBM.H= +0.275

9.20ｍ｛5.20ｍ｝
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3.20ｍ｛0ｍ｝

7.80ｍ｛3.80ｍ｝

4.90ｍ｛0.90ｍ｝
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｝
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｛
7.
30
ｍ
｝

11.30ｍ｛7.30ｍ｝
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（建物の高さ　11.30ｍ｛7.30ｍ｝）
申請建物

0.190.25

8,
71
0

3,
74
5

2,
10
0

7,
76
5

1,
50
0

+0.33

+0.38

+0.37

+0.34

-0.96-0.78-0.61

-1.76
-0.98

-1.90

0.33

前面道路幅員
6,800

河川境界線（12.708）
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線
路
境
界
線
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）
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量
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路
境
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方位角倍率図
[ 緯度 = 34.5ﾟ ][ 冬至 ]
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N0.6   [ 2:49']  ( 8:00')-(10:49')

N0.7   [ 2:53']  ( 8:00')-(10:53')

N0.8   [ 2:35']  ( 9:12')-(10:56')  (13:24')-(14:15')

N0.9   [ 2:34']  (10:13')-(10:59')  (13:21')-(15:09')

N0.10  [ 2:36']  (13:17')-(15:53')
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影倍率表  [ 緯度 = 34.5ﾟ ][ 冬至 ]

時 刻 太陽　高度 太陽方位角  影長倍率 Ｘ 倍 率 Ｙ 倍 率

 8:00  8ﾟ47' -53ﾟ30' 6.475 -5.205 3.851

 8:30  13ﾟ35' -48ﾟ29' 4.139 -3.099 2.743

 9:00  18ﾟ01' -43ﾟ01' 3.076 -2.098 2.249

 9:30  21ﾟ59' -37ﾟ02' 2.477 -1.492 1.977

10:00  25ﾟ26' -30ﾟ31' 2.103 -1.068 1.812

10:30  28ﾟ14' -23ﾟ29' 1.862 -0.742 1.708

11:00  30ﾟ19' -15ﾟ58' 1.710 -0.470 1.644

11:30  31ﾟ37' -8ﾟ05' 1.625 -0.228 1.608

12:00  32ﾟ03'  0ﾟ00' 1.597 0.000 1.597

12:30  31ﾟ37'  8ﾟ05' 1.625 0.228 1.608

13:00  30ﾟ19'  15ﾟ58' 1.710 0.470 1.644

13:30  28ﾟ14'  23ﾟ29' 1.862 0.742 1.708

14:00  25ﾟ26'  30ﾟ31' 2.103 1.068 1.812

14:30  21ﾟ59'  37ﾟ02' 2.477 1.492 1.977

15:00  18ﾟ01'  43ﾟ01' 3.076 2.098 2.249

15:30  13ﾟ35'  48ﾟ29' 4.139 3.099 2.743

16:00  8ﾟ47'  53ﾟ30' 6.475 5.205 3.851

日影長さ表  [ 緯度 = 34.5ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝11.300(m) 　測定面高さ＝4(m)

計算高さ＝7.300(m)

時 刻  影長倍率  日影長さ(m) 

 8:00 6.475 47.268

 8:30 4.139 30.215

 9:00 3.076 22.455

 9:30 2.477 18.082

10:00 2.103 15.352

10:30 1.862 13.593

11:00 1.710 12.483

11:30 1.625 11.863

12:00 1.597 11.658

12:30 1.625 11.863

13:00 1.710 12.483

13:30 1.862 13.593

14:00 2.103 15.352

14:30 2.477 18.082

15:00 3.076 22.455

15:30 4.139 30.215

16:00 6.475 47.268

NO.4雨水ポンプ

（既設）

簡易トイレ

自家発棟
皆実ポンプ場

+0.36

（撤去予定）

※　真北は、三原市より提示の敷地データを採用。

※　緯度は34.38°（国土地理院　地理院地図　電子国土Ｗｅｂより）を34.5°とする。

・・・5.0時間日影部分を示す。

・・・3.0時間日影部分を示す。

※　日影検討高さは建物最高高さ及び手摺高さで検討。

※　図中寸法は、建物高さ（｛　　｝寸法は4.00ｍの水平面よりの高さ）を示す。

※　地盤面より4.00ｍの水平面に生じる冬至日の日影を示す。

※　用途地域は第一種住居地域。

測定点上の主要点日影時間

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　
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ＰＭ　９００Ｘ６５０　▽１ＦＬ＋７，７５０

Ｈ

ＰＭ：プラント機械設備工事用箱抜き　　ＰＥ：プラント電気設備工事用箱抜き

ＡＭ：建築機械設備工事用箱抜き　　　　ＡＥ：建築電気設備工事用箱抜き

Ｗ

　箱抜き

（工事種別　開口Ｗ　Ｘ　Ｈ）

（工事種別　開口φ）

　埋込配管

（埋込配管の管種）

（工事種別　管径Ｘ管長Ｌ　開口芯ＧＬ＋高さ）

　箱抜き

（工事種別　開口Ｗ　Ｘ　Ｈ　▽各ＦＬから開口芯までの高さ）

（工事種別　開口直径φ　▽各ＦＬから開口芯までの高さ）
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床開口
凡例
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電気ダクト

吐出槽

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

令和６年度　



平 面 壁

壁柱

径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ２２

記　号

・

記　号

符　号

内　　容 ※印の説明及び注意事項

Ｆ※

※１Ｃ※２

※１Ｇ※２

ＣＧ※

※１Ｂ※２

ＣＢ※

※１Ｗ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｋ※２

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別 ※

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

片持小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

※

※

※

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

床用積載荷重 積載荷重の値

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

打ち増し範囲

コンクリートブロック壁

梁・床版の上がり下がり

応じた凡例により表示

※２

※１

番号

※１

※２

Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐

Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※１

※２

番号、階別区分はしない

番号、階別区分はしない

地中小梁を除く

※１

※２

※１

※２

※３

※１

※２

壁厚（cm）

（ｋＮ／m2)

部　　位

四隅の主筋

上下階の柱

断面が異な

る場合

柱

帯筋(HOOP)

あばら筋

(STP)
梁

杭 独立フーチ

ング基礎の

底盤筋

基

礎

煙突の鉄筋

幅止め筋

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

２)継手部

１)末端部

重ね継手

継手方式

圧接継手

最上階の柱頭部

下階の柱主筋を

１)

１)

引き通すことが

できない柱頭部

末端部１)

末端部１)

１) 末端部

末端部１)

備　考

４．１図の　 印

４．１図の 　印

８．２図参照

３．１表参照

場合を含む

壁の一部となる

８．１図参照

９．１図参照

１１．１図参照

２０．１図参照

角度

曲げ
折 曲 げ 図

折曲げ内法直径（Ｄ）

使　用　箇　所

あばら筋、帯筋

スパイラル筋

その他の鉄筋

Ｄ２９

～Ｄ３８

－４ｄ以上

以下

Ｄ１６ Ｄ１９

～Ｄ２５

６ｄ以上 ８ｄ以上

以下

９０°

３ｄ以上

ｄ

Ｄ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

折　曲　げ　図
角度

曲げ

折曲げ内法直径（Ｄ）

使　用　箇　所

柱、梁の主筋

杭基礎のベース筋

Ｄ１６以上の鉄筋

Ｄ１３以下の鉄筋

あばら筋、帯筋、

スパイラル筋

１８０°

１３５°

Ｄ１６

以下 ～Ｄ３８

Ｄ１９

４ｄ以上３ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上
１３５°

９０°

９０°

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

Ｄｄ

６
ｄ
以
上

８
ｄ
以
上

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

Ｄｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

幅止め筋

９０°

１３５°

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

（注）１．片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フックを

　　　　　用いる場合は、余長を４ｄとする。

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図示による。

種　　別

砂利または砕石

捨てコンクリート

厚さ（mm）

※ ６０

※ ５０

ガス圧接

鉄筋の種類

鉄筋の継手

径種　別

ＳＤ ２９５Ａ

ＳＤ ３４５

重ね継手

機械式継手

※Ｄ１９以上、Ｄ２９以下

の柱、梁主筋

・

下記以外

・

※

・

※

・図面による。

Ｄ１６

Ｄ１９

以下

以上

設計基準

鉄筋

注１：無筋コンクリートには捨てコンクリートを含む。

地上

分　類 コンクリート種別

基礎、基礎梁

地下

・

※普通 コンクリート

・

※普通

・

※普通

コンクリート

コンクリート

無筋コンクリート ・ ・

※ １５

※ １５

・ ・

・

・高炉セメントＢ

※２４

・ ・

※ ※普通ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ

・普通ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ

※普通ポルトランドセメント

１８

※１８

 (Ｎ/mm2)

強　　度
スランプ

（cm）

セメントの種類

コンクリート

４ｄ以上

ｄ

Ｄ

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

階数

その階の番号

階数，地中大梁はＦとする

その階の番号

地中小梁のみＦとする。

階別区分はしない

Ｅ：耐震壁，Ｋ：階段壁

Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

壁厚（cm）

階別区分はしない

片持床版のみＣとする

床版厚（cm）

配筋種別（英大文字）

階別区分はしない

Ａ：片持床版形

Ｂ：二辺固定床版形

配筋種別（数字）

階別区分はしない

あばら筋

Ｔ形及びＬ形の梁の

構 造 細 目 共 通 図（建築構造物）

特記事項１

２ 共通事項 ３ 鉄筋の折曲げ加工

異形鉄筋の末端部４

１．１　適用範囲

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

１．４　砕石及び捨てコンクリート

４．１　フックを設ける位置

２．１　記号及び符号

２．２　一般注意事項

（１）本構造細目共通図は下水道施設における処理場、ポンプ場の建築構造物に適用する。

　　　これらに相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、

（３）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

　　　適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

　　　鉄筋の種類及び継手は１．１表による。　

１．１表　鉄筋の種類及び継手

　　　コンクリートは１．２表による。　

１．２表　コンクリートの仕様

　　　砕石及び捨てコンクリートの厚さは、特記がなければ１．３表による。　

１．３表　砕石及び捨てコンクリートの仕様

変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

２．２表　一般凡例

２．１表　鉄筋の断面表示　

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１表及び２．２表を標準とする。

　　　鉄筋の折曲げ加工は、３．１表及び３．２表を標準とする。

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

３．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

３．２表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（中間部）

異形鉄筋の末端部には、４．１表によりフックを設ける。

４．１表　フックを設ける位置

４．１図　異形鉄筋の末端部

１）建築工事特記仕様書

２）建築工事一般仕様書

３）公共建築工事標準仕様書（建築工事編） 国土交通省大臣官房官庁営繕部

（別紙による。)

（平成    年版）

※ 本図面は(一社)全国上下水道コンサルタント協会が著作権を有するものである。

　 使用にあたっては、上記協会への使用願いの提出と、配布番号の記載が必要である。

　 枠外右下の【協会員番号】と【配布番号】の記載が無い図面は無効とする。

※３０

（令和 ４ 年版）

＜ 令和　４年版 ＞

三    原    市

縮    尺 ---

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

Ｓ-０１

構造細目共通図（建築構造物）（１）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

令和６年度　



Ｌ3hＬ3

　　　　　での折曲げは行わない。

　　　５．フックあり定着の場合は、６．２図（イ）に示すようにフック部分ｂを含まない。また、中間部

　　　　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ２４，２７

３０

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ２４，２７

３０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

２０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ４０ｄ

３０

２４，２７

２０ｄ

３０ｄ

３０ｄ３５ｄ

３５ｄ

２０ｄ

２０ｄ２５ｄ

２５ｄ

―１０ｄ

３０

２４，２７

１５０mm

以上

かつ

１０ｄ

スラブ小梁

Ｌ2

フックなし フックあり

スラブ小梁

Ｌ2hＬ1h

設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

６．３表　鉄筋の投影定着長さ

６．２図　定着の方法

　　　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１/２倍以上

　　　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として柱せいの３/４倍以上

　６．３表に示す長さをのみ込ませる。

　に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを

　鉄筋の定着長さＬが、６．２表のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を６．２表

　　なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げて定着する

　　定着の方法は６．２図による。

６．２表　鉄筋の定着の長さ

（１） 鉄筋の定着の長さは、６．２表による。

６．３図　溶接金網の継手及び定着要領

（２）溶接金網の継手及び定着

６．２　隣り合う継手の位置及び定着

６．１　継手及び定着

全長

定着の長さ

鉄筋
鉄筋

一節半以上かつ

継手の重ね長さ

一節半以上かつ

１５０mm以上

余長

定着起点

Ｌ

ｂ

Ｌ

定着起点

Ｆｃ（Ｎ／mm2）

Fc（Ｎ/mm2）

　　　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

Ｌa Ｌb

　　　　　　２．Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌb（ただし、梁幅の１/２倍以上）

Ｌ1

　　　（注）１．Ｌa：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

Ｌ1h、Ｌ2h又はＬ3h

Ｌ1、Ｌ2又はＬ3

Ｌa（ただし、柱せいの３/４倍以上）

　　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端の直線定着の長さ（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く）

　　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

　　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊の恐れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　（注）１．Ｌa、Ｌbは、６．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記条件を満たすものとする。

６．１．１　鉄筋の重ね継手

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）鉄筋の重ね継手の長さは、６．１表による。

６．１．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

６．１．３　鉄筋の定着

６．１．４　定着の方法

条   件

フックなしの場合

フック有りの場合

圧

 接
 継
 手

重

 ね
 継
 手

６．４表　隣り合う継手の位置

　　　スラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

（１）隣り合う継ぎ手の位置は、６．４表により、ａ寸法を守ること。ただし、壁の場合及び

ａ

Ｌ1h

Ｌ1h

余長

全長

ａ

ａ≧４００mm

ａ

ａ Ｌ1Ｌ1

Ｌ1h Ｌ1h

ａ≧０．５Ｌ1h

ａ≧０．５Ｌ1

重ねる場合 離す場合

ａ＝０．５Ｌ1h

ａ＝０．５Ｌ1ａ

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ3 Ｌ2
Ｌ2Ｌ2

３０ｄ

２５ｄ３５ｄ

４０ｄ

３０

２４，２７

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

３０ ３５ｄ ２５ｄ

２５ｄ３５ｄ２４，２７

（フックあり）（フックなし）
設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

６．１図

６．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

Ｌ

Ｆc（Ｎ/mm2）

Ｌ1 Ｌ1h

Ｌ1h

　　　　　　（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　　　　　　　２．フックありの場合のＬ1hは、６．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、ＳＤ４９０

　　　を使用する場合は特記による。

　　　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１/２倍以上

１５０mm以上

６　鉄筋の継手及び定着

フックなし 梁主筋の柱内曲げ定着

（ロ）折曲げ定着（イ）直線定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

継手の重ね長さ

床版の場合 壁の場合

かぶり厚さ
ａ  部

かぶり厚さ

柱

かぶり厚さ

かぶり

厚さ

帯筋

ａ

かぶり厚さ

あばら筋

ａ

増打
梁

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

基礎

かぶり厚さ

増打

打継ぎ

躯体面

躯
体
面

かぶり厚さ

構造部分の種別

塩害区分

床、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎接する部分

土、水に

一　　般

煙突等高熱を受ける部分 ６０

６０

４０

４０

４０

３０ ７０

７０

７０

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：杭基礎の場合の最小かぶり厚さは、杭天端からとし、「２１ 杭基礎の補強｣を参照。

３：仕上なしの場合を標準とする。

間隔

異形鉄筋

Ｄ Ｄ
ｄ：鉄筋直径（呼び名）

（注）Ｄ：鉄筋の最外径ａ

あき

鉄筋径 最外径

Ｄ

鉄筋径 鉄筋相互のあき：ａ 最小鉄筋芯間隔

ａ＋Ｄ
鉄筋径×1.5

（３）（２）

最小あき粗骨材径×1.25

（１）

(mm)

ｄ

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３

１５mm

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

４２mm

４５mm

４９mm

５２mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

３１mm

粗骨材

最大径

２５mm

の場合

シーリング

かぶり厚さ

鉄筋のかぶり及び間隔５

５．３　鉄筋相互のあき

５．２　最小かぶり厚さ

５．１　かぶり厚さ

までの距離（５．１図）をいう。

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

５．１図　鉄筋のかぶり厚さ

最小かぶり厚さは、５．１表による。

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリートの

厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍以上と

して最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

５．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

　　　鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手の

（２）最小のあき２５mm

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

　　　場合のあきは特記による。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

５．２図　鉄筋相互のあき

５．２表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

※ 通常の施工の場合
必要とする場合（外周面）

・ 塩害対策を

７０

７０

７０

三    原    市

縮    尺 ---

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-０２

構造細目共通図（建築構造物）（２）

令和６年度　



１０．２　ハンチのない場合

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、１０.１図による。

　　ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、６．１．４による。

　　　　　　　　　　上端筋：曲げ下ろす。

　　　　　　　　　　下端筋：原則として曲げ上げる。

　　ｃ．段違い梁は１０．２図による。

１０．１図　梁主筋の梁内定着

１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

１０．２図　段違い梁

下端筋

　　　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

上端筋

最上階

一般階

梁

柱

梁

梁梁

柱

二段筋

Ｄ

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ

太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。

継手長さ

継手長さ

１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

Ｄ≦１００

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

Ｄ

Ｌ0

Ｌa※

１５ｄ(余長)

Ｌa※

Ｌ2

余
長

Ｌ2
Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌa※

Ｌ2

Ｌa※

余
長

Ｌa※

ＣＬ
ＣＬ

Ｌ2

Ｌ0／４

余長

Ｌ2

Ｌa※

余
長

Ｌ2

Ｌa※

ＣＬ ＣＬ

　　　大梁主筋の継手及び定着の一般事項

余長

１０　大梁筋の継手及び定着

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌ0／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0／４を加えた範囲以内

　　　２．４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

：柱芯ＬＣ

（重ね継手）

中　間　部

柱幅(mm)

≦１２００

≦１１００

≦１０００

≦９００

≦８００

≦７００

≦５００

≦６００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン

８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

（３）スパイラル筋の継手及び定着

６．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

９．２　帯筋の割付け

９．１　帯筋の形状

８．１　一般事項

７．１　継手及び圧接中心位置

の添巻

≧６ｄ ≧６ｄ

５
０
ｄ

ｄｄ
ｄ

ｄ

≧６ｄ

５０ｄ

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

１．５巻以上

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

　　　３／４ｈｏ（ｈｏは柱の内法高さ）以下とする。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、８．２図による。

８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

かぶり厚さ
定着継手

か
つ
１
５
ｄ

か
つ
１
５
ｄ

≧１５０mm≧１５０mm

ｈ
0

ｈ
0

ｈ
0/
２
＋
１
５
ｄ

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2以

上

ｈ
0

（２）柱頭定着長さＬ2が確保出来ない場合は、図面による。

（１）継手長さはＬ1とし、定着及び余長は、８．１図による。

６

差し筋 差し筋

直交梁位置

ｂ

ａ

１

Ｄ

ａ

Ｄ
＞

ｂ

Ｄ

１

６

ａ

≦
ａ

Ｄ

１

６Ｄ

ａ

Ｄ

ａ

≦

か
つ
１
５
ｄ

か
つ
１
５
ｄ

Ｌ
2以

上

Ｌ
2以

上

９．１図　帯筋組立の形

　　　　　場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

　　（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

　　（ａ）Ｈ形を標準とする。

（１）帯筋の形状は、９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）

Ｌ

（イ）

（ロ）

≧６ｄ

（イ）

≧６ｄ

≧６ｄ

Ｐ
＠
Ｐ
＠

Ｐ
＠
Ｐ
＠

Ｌ Ｌ Ｌ

≧８ｄ

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

≧６ｄ

・丸形

≧４０ｄ

（ロ）（イ） （ハ）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

・Ｈ形

ｄ

・ＳＰ形（スパイラル筋）

　　（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の

　　（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

（２）帯筋の割付けは、９．２図による。ただし、図面にある場合はそれによる。

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

　　　補強筋間隔 ≦ １．５Ｐとする。

９．２図　帯筋の割付け

５
０
０
以
上
か
つ
１
，
５
０
０
以
下

５
０
０
以
上
か
つ
１
，
５
０
０
以
下

≦
３
/４

・
ｈ
0

≦
３
/４

・
ｈ
0

ｈ
0/
２
＋
１
５
ｄ

≧６ｄ

２＠

以下

帯筋

２＠Ｐ

重ねる。

１＠

以下

梁面より割付ける。

１Ｐ ＠

１＠

以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

７　柱筋の継手位置

８　柱筋の継手及び定着

９　帯筋

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

末　端　部

（柱頭又は柱脚部）

柱頭の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

ａ:上下の柱幅の差（ａ≦１５０）

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

三    原    市

縮    尺 ---

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-０３

構造細目共通図（建築構造物）（３）

令和６年度　



≒３０

１２．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長１１．１　一般事項

１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

１１．３　あばら筋の割付け

１１．４　腹筋及び幅止め筋

１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

１０．４　水平段差のある場合

１０．７図　鉛直段差梁（その１）

１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

　　　　ａ．（イ）の場合は交互とする。

　　　　以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

（２）フックの位置

　　　　ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

　　　　ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

（１）形は、１１．１図（イ）を標準とする。

１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ2 とする。

　　　　ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側。床板が両側に付く場合は交互。

　　　　ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

　　　ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

（２）一般階の場合

（１）最上階の場合

断面

平面

１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

ａ） 腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1200≦Ｄ≦1,500

１１．５図　腹筋及び幅止め筋

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

（１）一般事項

　　（ａ）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、

　　　　　鉄筋の本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、

　　　　　１２．１図による。

１２．１図　梁筋の基礎梁内への定着

（２）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長

ＤＤ

二段筋

梁

柱

柱

梁 梁

柱

≧６ｄ

重ね継手とする場合一般の場合

（ホ） （ヘ）（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

ｄ

≧８ｄ

≧８ｄ≧８ｄ

≧６ｄ

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｄ

Ｐ＠

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠≦Ｐ＠

Ｐ＠

Ｄ

≦Ｐ′＠

腹筋

幅止め筋

Ｄ

柱

梁 梁

ｅ ｅ

ｅ

Ｐ′＠Ｐ＠Ｐ′＠

１０．３　ハンチのある場合

２０ｄ(余長)

２０ｄ(余長)

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

≧８ｄ

　　　　ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが１．５m

　　（ｂ）梁筋を柱内に定着する場合は１０．１（１）ｂによる。

≒３０

Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1

Ｌ0

Ｌ１h

Ｌ0

Ｌa※

Ｌ0

Ｌ0／４Ｌ0／４

Ｌ0

Ｌa※

Ｌa※ Ｌa※

Ｌa※

Ｌa※

Ｌ2

Ｌ2
Ｌ1

Ｌ1Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌ2

余
長

余
長

Ｌ2 余
長

余
長

Ｌ2

継手長さ

余長

Ｌ2

Ｌ2

余
長

(継手) １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌ2

Ｌ2

余
長

余
長

Ｌa※

Ｌ0／２ Ｌ0／４Ｌ0／４

Ｌa※

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｌa※

Ｌa※

ＬＣ ＬＣ

Ｌa※ Ｌa※

Ｌa※

ＣＬ ＣＬ

１０．８図　鉛直段差梁（その２）

一般階

柱

梁

ｅ

Ｄ

Ｌa※

Ｌa※

Ｌ2

ｅ

余
長

余
長

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

余
長

Ｌ2

Ｌa※
Ｌ2

ＣＬ ＬＣ

Ｌ0／４Ｌ0／４ Ｌ0／２
Ｌ2

ＬＣ ＣＬ

最上階

梁

柱

Ｄ

Ｌa※

Ｌ1

Ｌa※

ｅ

Ｌ2

ｅ 余
長

Ｌ2
余長

　　　水平段差のある場合

１１　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋 １２　基礎梁及び底版の継手及び定着

（３）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

ガス圧接を例として示す

Ｌ0／４ Ｌ0／２

Ｌ0

Ｌ0／４

Ｌ0

Ｌ0／２Ｌ0／４ Ｌ0／４

余
長

余長

Ｌ2

Ｌ2

２０ｄ(余長) 継手長さ

継手長さ １５ｄ(余長)

Ｌ2

余長 余
長

Ｌa※Ｌa※

ＣＬ ＣＬ

ＣＬ
ＣＬ

Ｌa※

１２．２図　主筋の継手、定着及び余長（その１）

ガス圧接を例として示す

１２．３図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

は継手を設けてもよい位置を示す

は継手を設けてもよい位置を示す

(注)１. ４．異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　２．　　　　    印は、継手及び余長を示す。

　　３. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

定着の長さは、１０．３図に準ずる

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の

　　数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

（注）１．図示のない事項は、１０．１による。

　　　２．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。
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工事場所
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１２．４　梁形を設けない場合の基礎底版（オイルタンク等）

１３．１　一般事項

地中梁

地中梁

壁

組立筋

（１）定着の取り方は、壁の面からとする。

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

（４）柱幅＜梁幅の場合

１２．４図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

印は、継手及び余長を示す。（２）

（２）途中で配筋が変わる場合の定着は、１２．２図のように基礎底版筋を梁筋と読みかえる。

壁

組立筋

配筋を曲げ通し筋とする。

（３）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

１２．５図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

１２．６図　主筋の継手、定着及び余長（その５）

１
０
ｄ
以
上

かつ１５ｄ

Ｌa※

Ｌ2

地中梁

柱

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ1 Ｌ1

鉄筋と鉄骨のあきは５．３による。 図面(又はＬ0／４)

地中梁

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による)

Ｄ※－＠２００以内

(※：鉄筋径は、図面による)

１０ｄ以上 １０ｄ以上

Ｌa※

１０ｄ以上 １０ｄ以上

Ｌ2

Ｌ2以上

１４．２　耐震壁の開口

１４．１　一般事項

（４）一般部壁筋は、１４．１図による。

（１）壁配筋の継手の長さはＬ1 、及び定着の長さは、Ｌ2 とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＬ1、

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

断面
Ｐ＠

床版

梁

壁

柱

主筋位置

柱

梁

柱

梁

１４．１図　壁の配筋

Ｌ１

Ｌ2

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

主筋位置

≦Ｐ＠≦Ｐ＠

主筋位置

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ3

片持梁

先端小梁

片持梁筋片持梁筋

折下げ 折下げ

Ｌ2

片持梁

Ｌ2

１３．４図　片持梁主筋の定着

　　　構造計算によって確認すること。

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を満足することを

１３．２　小　梁

（１）連続小梁の場合

１３．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　３．図示のない事項は、１０．１及び１２．１に準ずる。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

１３．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

１５ｄ

ｂ Ｌ3h

Ｌa２Ｌ／３

Ｌ

Ｌ2

※

１３．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合は、

全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

定着長さはＬ2 とする。ただし、耐力壁の重ね継手の長さは４０ｄとし、ＳＤ３９０、

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

≒４５゜ ≒４５゜

Ｌ2

Ｌ3

連続端連続端外端

７Ｌ0／１２ Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌ3h

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)１５ｄ(余長)１５ｄ(余長)

Ｌ0Ｌ0

Ｌ0／６

２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌb※
Ｌ2（定着）

Ｌ2

余
長

１３．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

（２）単独小梁の場合

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

端部端部

Ｌ3h Ｌ3h

Ｌ0／６

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

２Ｌ0／３

Ｌ0

Ｌ0／６

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４

Ｌ2
Ｌb※

Ｌ2
Ｌb※

余
長

下端筋上端筋

≒４５゜余
長

Ｌ
2

Ｌ
3

(頭つなぎ梁)

先端小梁

小梁及び片持梁の配筋要領

１４ 壁の配筋要領

１３

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、６．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌaの数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

※ Ｌ3hをフックなしで定着

　 させる場合は２５ｄとする。

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

一般階

小梁連続端部小梁外端部

小梁が連続する場合 小梁の終端部

三    原    市

縮    尺 ---

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目
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出隅部

先端部補強筋

配力筋

主筋

受け筋

配力筋

主筋
受け筋Ｄ１３

先
端
壁
厚
以
上

間隔に合わせる

先端壁の縦筋の径及び

出隅部分の補強筋

※

先
端
壁
厚
以
上

先端部補強筋

６－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ

４－Ｄ※

Ｈ

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、１５.６図による。

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

特記にない場合は、Ｄ１０＠１００ダブルとする。

（１）片持スラブの配筋

１５．４図　片持スラブの配筋

１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

１５．８図　段差のある床版の補強配筋

１５．９図　床版開口部の補強配筋

１５．６　床版開口部の補強

１５．５　段差床版の補強

１５．４　地上部最上階の屋根床版

１５．３　出隅部の配筋方法

１５．１　一般事項

１５．２　片持スラブ

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ1 とする。

（２）定着長さ及び受け筋は、１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

１５．２図、１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ1/2 とする）による。

（１）出隅及び入隅部分には、１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

小梁を設ける事を原則とする。

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。（１５．９図）

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を

避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

２－Ｄ１３

１
０
０
以
下

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１３(Ｌ≦１０００)

Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

ｎ2本

（ｎ2/2）本

（ｎ1/2）本

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2

柱又は梁にＬ1を定着する

Ｌ
2

Ｌ2

Ｌ2

受け筋（Ｄ１３）

受け筋（Ｄ１３）

受け筋（Ｄ１３）

１
０
０
以
下

一般スラブ配力筋

ＰＨ・吹抜け等

φ６＠１００（１５００角）溶接金網

Ｌ1

Ｌ1

ｎ1本

Ｌ3 Ｌ3

余
長

Ｌ

Ｌ≦６００

Ｌ2

２５ｄ

受け筋（Ｄ１３）
Ｌ2

（Ｄ１３）

受け筋

Ｌ2

Ｌ3

余
長

Ｌ
3

余
長

１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

Ｌb※

Ｌ2

Ｌb※ Ｌb※

ｂ※

ｂ※

　　　同一床版に段差がある場合、１５．８図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合は、

Ｌ2

３５０

２－Ｄ１３

１
０
０
以
下Ｌ2

床の配筋要領１５

出隅部分の補強筋

注ｂ1≧ｂ2とする

出隅受け部分

注ｂ1≧ｂ2とする

Ｌ2

ｂ1/2 Ｌ1

Ｌ3

Ｌ1ｂ1/2

Ｌ3

Ｌ
1

ｂ
1/
2

Ｌ
3

ｂ1

ｂ
2

ｂ
1/
2

ｂ1/2

ｂ
2

ｂ1

１５．１図

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

１５．２図

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

　　　※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

※ 先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

※：鉄筋径は、図面による

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

Ｈ≦７０ ７０＜Ｈ≦１５０

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

１４．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、１４．３図を標準とする。

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ1

Ｌ1

１４．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより、

開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

１４．５　壁の打増し要領

打増し部

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

１４．５図　壁の打増し補強配筋

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

Ｌ2

ａ

１４．４　壁の交差部及び端部

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

打増し補強筋は、１４．５図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

　　　壁と壁の交差部は、１４．４図による。

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

１－Ｄ※
１－Ｄ※

２－Ｄ※

１－Ｄ※

端部

１－Ｄ※

Ｕ型鉄筋

１－Ｄ※１－Ｄ※ １－Ｄ※

４－Ｄ※２－Ｄ※２－Ｄ※１－Ｄ※

２－Ｄ※

１４．４図　壁の交差部及び端部の配筋

継手長さＬ１

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（建築学会）に基づき図面による。

※：鉄筋径及び本数は、図面による

外壁の端部内壁の端部

交差部

は図面による。
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１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００以下とする。

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

補強筋中心間隔ｐ以下とする。

※
※

１．５Ｄ

１．５Ｄ

ｐ
ｐ ｐｐ

Ｌ2

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ2

ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
※

※

※
※

Ｌ1

３-Ｄ１９

Ｄ

１．５Ｄ

１００

梁：Ｄ

柱：Ｄ

Ｌ2

ｐ
ｐ

ｐ

※

Ｄ

Ｌ1

大梁

小梁

小梁

大梁
Ｌ1

１．５Ｄ

ーＤ１３＠２００

Ｌ2

柱：Ｄ 柱：Ｄ

柱：Ｄ 柱：Ｄ

Ｌ1
Ｌ3

Ｌ2
※

－Ｄ１３＠２００

Ｌ1

１００ Ｌ3

１００

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ3

勾配屋根の取り合い１９

ｂ） 柱幅と斜材幅が異なるａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

柱筋はａ），ｂ）に倣う。

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合 ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

１６．１図　柱の増し打ち補強配筋

Ｄ１６

※１

主筋

主筋

※１

主筋

主筋

※１

ｂ

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

あばら筋と同径・同材質・同ピッチ

補強筋：

主筋

※１ ※１

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合は除く。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．１図による。

１６．３図　梁の上下の増し打ち配筋補強（途中で終わる場合）

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

１６．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

１８．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

（１）壁配筋は、図面による。

１６．２図　梁の増し打ち補強配筋

１６．１　柱

１６．２　梁

１８．１  階段の配筋要領

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ2 以上とする。

Ｄ１６－３００＠以内

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

Ｌ2

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ2 以上とする。

Ｌ2

梁のあばら筋

ａ

Ｌ2 Ｌ2

ａ2

Ｌ2 ａ1

Ｌ2

ａ

ａＬ2

ａ

Ｌ2

ａ1

ａ2

Ｌ2

≧Ｌ2

ａ

Ｌ2

ａ

≧Ｌ2

Ｌ2

ＣＬ

ＬＣ

主筋

Ｄ１６－３００＠以内

※１

主筋

Ｄ１６－３００＠以内

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ3

柱及び梁の増し打ち要領１６ １８ 階段の配筋要領

補強筋：Ｄ１６

（１）増し打ちコンクリートの補強は、１６．２図による。ただし、

※１．帯筋と同径・ 同材質・ 同ピッチとする。

７０≦ａ ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2　≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

７０≦ａ1 、ａ2　≦２００７０≦ａ≦２００

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

：壁芯
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２１．２　基礎接合部の補強１９．２　梁と床版の取り合い

１９．３　円柱の取り合い

２０．２　基礎接合部の補強配筋

２１．１　杭基礎の配筋

３－Ｄ１６

梁幅 梁幅

Ｄ：梁せい

梁

梁

梁

増し打ち補強筋

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

Ｄ

梁

１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

（１）中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。

（２）既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

Ｌ2

隅鉄筋Ｄ１６

Ｄ１３＠２００

ＨＯＯＰ

基礎梁

(図面による)

フーチング

１９．３図　円柱の取り合い配筋

２０．１　直接基礎の配筋

（１）独立基礎

基礎筋

基礎筋

ＧＬ

▽

はかま筋

Ａ部詳細

（２）連続基礎

２０．２図　連続基礎の配筋

基礎梁主筋

基礎梁あばら筋

腹筋とかねてよい

はかま筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

はかま筋

Ａ

基礎筋 はかま筋

２０．１図　独立基礎の配筋

Ｌ2

Ｄ

Ｌ2h※

Ｄ３－Ｄ１６

底版補強筋

Ｄ１３ー＠２００縦横

杭径

杭径

１５ｄ

基礎筋

Ｄ１３ー３００＠縦横

基礎筋

平面

２１．１図　杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2h※

Ｌ2

Ｌ3

Ｌ3

１５ｄ

　　　円柱と梁の取り合い

増し打ち補強要領は、１６．２による。 基礎接合部の補強は、２０．２による。

Ｌ3

Ｌ3

Ｌ2

Ｌ2

杭径の１．０倍

Ｌ
2

中詰めコンクリート

杭基礎の補強２１

２０ 基礎及び基礎梁の配筋

３） 柱脚部の円柱と基礎との

取合い

１） 柱頭部で柱芯に梁が

取り付く場合

２） 柱頭部で柱外面に梁が

取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

０＜Ｄ≦２００ ２００＜Ｄ≦１０００

※Ｌ2hを確保できない場合は、標仕（５．３．４（５）（イ））によることができる。
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・　　　床版主筋方向を示す

・特記なき限り床版は3S1とする

基準ＳＬ＝+6.500＝±0

凡　例

・特記なき限り梁・床天端高はSL=+6.500とする
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・　　　床版主筋方向を示す

・特記なき限り床版は2S1とする

基準ＳＬ＝+3.800＝±0

凡　例

・・・基準SL-100
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・　　　床版主筋方向を示す

・特記なき限り床版はRS1とする

基準ＳＬ＝+10.800＝±0

凡　例

・・・基準SL-100(梁上部打増100)

・特記なき限り水勾配は屋根床版にて確保する

・特記なき限り梁・床天端高はSL=+10.800とする
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土木柱　断面リスト Ｓ＝1：30

HOOP

主　筋

断 面

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

Ｂ１Ｃ２

1200×600

全 域

Ｂ１Ｃ３
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全 域 全 域
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土木大梁　断面リスト Ｓ＝1：30

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

２Ｇ４

全 域

ＳＴＰ
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位 置

符 号

備 考

１ Ｇ １

全 域

１ Ｇ ３

全 域
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全 域
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ＳＴＰ
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断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

Ｆ Ｇ １

600×1150

全 域

ＦＧ３

600×1000

全 域

ＦＧ４

全 域

Ｆ Ｇ ７

600×1000

全 域

１ Ｇ ２

全 域

１Ｇ ５

ＦＧ２

全 域

ＦＧ５

全 域

600×1150 600×1150 600×1150

600×1000 600×800 400×800 600×800600×1000 700×1000

400×800

4-D25

4-D25

□-D13@200

2-D13

5-D25

5-D25

□-D13@200

2-D13

5-D25

5-D25

□-D13@200

2-D13

外側10-D25

内側 7-D25

5-D25

5-D25

□-D13@200

4-D13

5-D25

5-D25

□-D13@200

4-D13

5-D25

5-D25

□-D13@200

4-D13

5-D25

5-D25

□-D13@200

4-D13

5-D25

10-D25

4-D13

5-D25

5-D25

□-D13@200

4-D13

5-D25

5-D25

□-D13@200

4-D13

5-D25

5-D25
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4-D13

端 部 中 央

14-D25
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4-D13
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7-D25
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内側 4-D25

D25

D25

D25

D25

土木小梁　断面リスト Ｓ＝1：30

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

全 域

１ Ｂ ３

400×600

全 域

１ Ｂ ４

400×600

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

全 域

２Ｂ６

400×500

全 域

２Ｂ７

400×600

3-D19

3-D19

□-D13@200

3-D19

3-D19

□-D13@200

2-D13

3-D19

3-D19

□-D13@200

2-D13

3-D19

3-D19

□-D13@200

2-D13

全 域

１Ｂ ５

400×400

3-D19

3-D19

□-D13@200

三    原    市

縮    尺

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-１４ １／３０

土木リスト表１

令和６年度　



土木スラブリスト Ｓ＝1：30

符 号 版 厚 位 置 Ｘ方向 Ｙ方向 備 考

1S1
上端 筋

下端 筋

B1S2 1000
下端 筋

上端 筋

400

下端 筋

B1S1 1150
下端 筋

上端 筋

400
上端 筋

土木壁リスト Ｓ＝1：30

符 号
W60

壁 厚

縦 筋

D16@250

D16@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

下端 筋
400

上端 筋 D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

1S4

2S6

B1S3 1000
下端 筋

上端 筋

2CS1 400
D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

上端 筋

下端 筋

1CS3 400
D13@250

D13@250

D13@250

D13@250

上端 筋

下端 筋

横 筋

開口補強筋

備 考

壁上部

壁中段

壁下部

壁端部

壁中央

D22@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

D25@250

外 側 内 側

D19@250 D13@250

D13@250

W60A

D25@250

外 側 内 側

D22@250 D13@250

D16@250

W60B

D29@250

外 側 内 側

D25@250 D16@250

D16@250

W60C

D16@250

外 側 内 側

D25@250 D13@250

D13@250

W60D

D13@250

外 側 内 側

D13@250 D13@250

D13@250

W40

D13@250

外 側 内 側

D13@250 D13@250

D13@250

W40A

D13@250

外 側 内 側

D13@250 D13@250

D13@250

タ テ

ヨ コ

ナナメ

W40B

D13@250

外 側 内 側

D13@250 D13@250

D16@250

杭列補強鉄筋・せん断補強鉄筋は

　　　　別途配筋図参照

杭列補強鉄筋・せん断補強鉄筋は

　　　　別途配筋図参照

杭列補強鉄筋・せん断補強鉄筋は

せん断補強鉄筋は別途配筋図参照 せん断補強鉄筋は別途配筋図参照

　　　　別途配筋図参照

600 600 600 600 600 400 400 400

三    原    市

縮    尺

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-１５ １／３０

土木リスト表２

令和６年度　



建築柱　断面リスト Ｓ＝1：30

HOOP

主　筋

断 面

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

HOOP

主　筋

断 面

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

１ Ｃ ２

1000×555

全 域

１Ｃ ３

800×755

全 域

755×755

全 域

１ Ｃ４

HOOP

主　筋

断 面

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

２Ｃ３

800×755

全 域

２Ｃ１

全 域

755×755

全 域

２Ｃ ４

755×755

３Ｃ３

700×655

全 域

３Ｃ１

全 域

655×655

全 域

３Ｃ ４

755×755

18-D29

-D10@100

14-D22

-D10@100

14-D22

-D10@100

12-D22

-D10@100

12-D22

-D10@100

12-D22

-D10@100

12-D22

-D10@100

20-D22

-D10@100

12-D22

-D10@100

建築大梁　断面リスト Ｓ＝1：30

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

３Ｇ １

400×700

全 域

３Ｇ ３

400×900

全 域

３Ｇ４

400×800

全 域

３Ｇ６

800×800

全 域

３Ｇ７

400×900

全 域

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

ＲＧ １

400×700

全 域

ＲＧ ３

500×900

全 域

Ｒ Ｇ４

400×800

全 域

ＲＧ ６

500×800

端 部

ＲＧ７

400×800

全 域

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

２Ｇ１

全 域

２Ｇ ３

全 域

２Ｇ６

全 域

２Ｇ７

全 域

２Ｇ ２

全 域

２Ｇ ５

全 域

400×800 400×800 400×700 500×900 400×800 400×800

4-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

4-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

4-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

4-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

4-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

4-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

3-D22

3-D22

□-D10@100

2-D10

3-D22

3-D22

□-D10@100

2-D10

5-D22

5-D22

□-D10@100

4-D10

中 央

8-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

4-D22

8-D22

□-D10@100

2-D10

4-D22

4-D22

□-D10@100

2-D10

□-D10@100

4-D10

4-D22

4-D22

□-D10@100

4-D10

4-D22

4-D22

7-D22

7-D22

2-D10

-D10@100

3-D22

3-D22

□-D10@100

2-D10

6-D22

6-D22

□-D10@100

4-D10

三    原    市

縮    尺

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-１６ １／３０

建築リスト表１

令和６年度　



建築小梁　断面リスト Ｓ＝1：30

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

全 域

１ ＣＢ １

300×600

全 域

１ Ｂ １

250×500

全 域

１ＣＢ２

300×600

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

全 域

３ Ｂ２

250×500

３Ｂ１

400×750

全 域

３Ｂ３

250×500

全 域

３ＣＢ1

300×600

ＳＴＰ

下端主筋

腹 筋

断 面

上端主筋

Ｂ×Ｄ

位 置

符 号

備 考

ＲＢ１

350×700

２Ｂ１

350×700

全 域

２Ｂ２

300×600

全 域

２Ｂ３

250×500

全 域

２ Ｂ４

250×500

全 域

２ＣＢ１

300×600

全 域

２ＣＢ３

400×700

全 域

２ＣＢ２

400×1000

２Ｂ５

300×600

全 域

３ Ｂ４

150×800

全 域

１ Ｂ ２

250×500

3-D22

3-D22

□-D10@200

2-D10

全 域

Ｒ Ｂ２

250×500

3-D19

3-D19

□-D10@200

端 部 中 央

3-D22

6-D22

□-D10@200

2-D10

3-D25

3-D25

□-D10@100

2-D10

端 部 中 央

3-D25

5-D25

□-D10@100

2-D10

3-D19

3-D19

□-D10@200

3-D19

3-D19

□-D10@200

3-D22

3-D22

2-D10

端 部 中 央

3-D22

6-D22

□-D10@100

2-D10

3-D19

3-D19

□-D10@200

2-D10

3-D19

3-D19

□-D10@200

3-D19

3-D19

□-D10@200

5-D22

3-D22

□-D10@100

2-D10

3-D19

4-D19

□-D10@200

2-D10

7-D22

3-D22

□-D13@100

4-D10

5-D22

3-D22

□-D10@100

2-D10

3-D19

3-D19

□-D10@200

3-D19

3-D19

□-D10@200

2-D10

3-D19

3-D19

□-D10@200

3-D19

3-D19

□-D10@200

2-D10

4-D19

3-D19

□-D10@200

2-D10

-D10@100

全 域

2-D16

2-D16

2-D10

-D10@200

三    原    市

縮    尺

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-１７ １／３０

建築リスト表２

令和６年度　



建築スラブリスト Ｓ＝1：30

RS1

符 号 版 厚

150

位 置

上端 筋

下端 筋

主筋方向(短辺方向) 配力筋方向(長辺方向) 備 考

2S1
上端 筋

下端 筋

下端 筋

上端 筋
3S1 200

300

2S2
上端 筋

200

下端 筋

上端 筋
180

下端 筋

上端 筋
150

2S4
上端 筋

200～500

上端 筋
150

下端 筋

下端 筋

下端 筋

RCS1

符 号 版 厚 位 置

上 端筋

下端筋

主筋方向(短辺方向) 配力筋方向(長辺方向) 備 考

下端筋

上 端筋

180

上 端筋

下端筋

上 端筋

3CS2

下端筋

上 端筋

上 端筋

上 端筋

下端筋

下端筋

下端筋

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)縦 筋

横 筋

開口部縦筋

開口部横筋

開口部斜筋

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

建築壁リスト Ｓ＝1：30

符 号 W20

壁 厚 200

200

2
0
0

2
0
0断 面

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

EW20

200

200

2
0
0

2
0
0

3S2
2S3
1S2

3CS1
2CS2
1CS1

W18

180

EW18

180

W15

150

W12

120

D10D13@200

D10@200

D13@250

D10@250

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

150～120

120～100

180～150

D10D13@200

D10@200

D10D13@250

D10@250

D10D13@200

D10@200

D10D13@250

D10@250

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@100 D13@200

D13@200 D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@100

D13@100 D13@200

D13@200 D13@200

RCS2

3CS3

上 端筋

下端筋

D13@100 D10@200

D13@200 D10@200

D13@100 D10@200

D13@200 D10@200

D10@200D10D13@200

180

2
0
0

2
0
0

D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

180

2
0
0

2
0
0

D10@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

150

1
5
0

D10@150(ｼﾝｸﾞﾙ)

2-D13

1-D13

D10@150(ｼﾝｸﾞﾙ)

2-D13

120

1
5
0

D10@150(ｼﾝｸﾞﾙ)

2-D13

1-D13

D10@150(ｼﾝｸﾞﾙ)

2-D13

KW20

200

KEW20

200

200

2
0
0

2
0
0

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

200

2
0
0

2
0
0

D13@150(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

4-D13

4-D13

2-D13

W74

745

D19@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D13@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

745

2
0
0

2
0
0

150
D10D13@200

D10@200

D10D13@250

D10@250
1CS2

2S5

1S3

3S3

2S7

上端 筋
250

下端 筋

上 端筋

下端筋

D16@200

D13@200

D13@200

D13@200
1S4

三    原    市

縮    尺

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-１８ １／３０

建築リスト表３

令和６年度　



200 200

1
2
0
3
0

2
0
1
5
0

880 100

980 100

1
0
0
2
0

2
0
1
2
0

1
5
0

1
2
0

480 100

580 100

150
1
0
0
2
0

2
0
1
2
0

1
2
0

505 75

580 75

200

1
5
0

3
0

2
0

1
8
0

1180 100

1280 100

1
8
0

7
0
0

1
0
0

4
6
0

1
5
0

400

200 200

100 50

150

1
5
0

150 950 150

1250

ＲＣＳ１配筋図 Ｓ＝1：20

D13@100

D13@200
2-D13

2-D16

D10@200

ＲＣＳ２配筋図 Ｓ＝1：20

2-D13

1-D13

D10D13@200

D10@200

３ＣＳ３配筋図 Ｓ＝1：20

2-D13

1-D13

D10D13@200

D10@200

３ＣＳ２配筋図 Ｓ＝1：20

D13@100

D13@200
2-D13

2-D16

D10@200

パラペット配筋図 Ｓ＝1：20 トップライト配筋図 Ｓ＝1：20

D13

D10@150

D10@150

D10@200

D13

D10@150

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

三    原    市

縮    尺

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-１９ １／２０

部分配筋図１

令和６年度　



150

1225 100

100975

75 1150

2
7
8
5

1
2
0

排気筒２配筋図 Ｓ＝1：20

1
4
5
0

1
7
6
0

2
0
0

3
4
1
0

150 630 150 1205 100

75 780 1380

2235 50

排気筒１配筋図 Ｓ＝1：20

2
2
0

1
4
8
1
3
2

600 1210

300 300 1110 100

100

5
0
0

土間階段配筋図 Ｓ＝1：20

1015 100

足洗場配筋図 Ｓ＝1：20

120 600 150

25

20

100

1
2
0
1
7
0

2
9
0

2-D13

4-D13

D10@150

D10@150

D13@200

D13@200

2-D13

D10@150

D10@150

4-D13

2-D13

D13@200

D13@200

D13 D13

D10@200

D10@200D10@200

D10@150

D10@150

1
2
0

D13

D10@200D10@200

2-D13

2-D13

D13@200

D13@200
4-D13

D13@200

100 655

755 500

2
0
0

5
0
0

7
0
0

腹筋 2-D13

5-D22

3-D22

STP  -D13@200

側面図

5
0
0
～

7
0
0

455

腹筋 2-D13

上端 5-D22

下端 3-D22

STP  -D13@200

Ａ－Ａ断面

150

Ｋ１配筋図 Ｓ＝1：20

階段Ｋ２、Ｋ３、Ｋ４、Ｋ５、Ｋ６は同配筋とする

2-D13

1-D13

D10@200

D10@200

ブラケット配筋図 Ｓ＝1：20

Ａ Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

三    原    市

縮    尺

皆実雨水排水ポンプ場建築工事
（建築主体工事）

工 事 名

工事場所

図面番号

三原市皆実五丁目

Ｓ-２０ １／２０

部分配筋図２1-D13

1-D10

差筋アンカーD10＠200

D10＠200 令和６年度　



1C4

2G7

1CB1

2C4

3G7

3C4

RG7

3CB1

４列ラーメン配筋図 Ｓ＝1：50

1SL+0.500

GL± 0.000

3SL+6.500

2SL+3.800

RSL(水下)+10.800

1C4

2C4

3C4

HOOP  -D10@100

4-D22 4-D22

655

HOOP  -D10@100

4-D22 4-D22

755

4-D22

4-D224-D22
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工事費内訳 1

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接工事費

建築工事
1

式
計

共通費

共通仮設費
1

式
現場管理費

1
式

一般管理費等
1

式
計

工事価格
1

式
消費税等相当額

1 消費税率 10 ％
式

工事費
1

式

調査基準価格
1

式
調査基準価格の100/110

1
式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
建築工事

1
式

計



建築工事 種目別内訳 3

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
ポンプ棟

1
式

計



建築工事 科目別内訳 4

ポンプ棟

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設

1
式

土工
1

式
地業

1
式

鉄筋
1

式
コンクリート

1
式

型枠
1

式
防水

1
式

タイル
1

式
屋根及びとい

1
式

金属
1

式
左官

1
式

建具
1

式
塗装

1
式

内外装
1

式
ユニット及びその他

1
式



建築工事 科目別内訳 5

ポンプ棟

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
計



建築工事 中科目別内訳 6

ポンプ棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接仮設

1
式

計

土工
1

式
計

地業 地業
1

式
計

鉄筋 躯体
1

式
計

コンクリート 躯体
1

式
計

型枠 躯体
1

式
計

防水 外部
1

式
計

タイル 外部
1

式



建築工事 中科目別内訳 7

ポンプ棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
タイル 内部

1
式

計

屋根及びとい 外部
1

式
計

金属 外部
1

式
金属 内部

1
式

計

左官 外部
1

式
左官 内部

1
式

計

建具 アルミニウム製建具
1

式
建具 鋼製建具

1
式

建具 ガラス
1

式
計

塗装 外部
1

式



建築工事 中科目別内訳 8

ポンプ棟

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
塗装 内部

1
式

計

内外装 内部
1

式
計

ユニット及びその他 外部
1

式
計



建築工事 細目別内訳 9

ポンプ棟 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
遣方 別紙 00-0001

1
式

墨出し 別紙 00-0002
1

式
養生 別紙 00-0003

1
式

整理清掃 別紙 00-0004
後片付け 1

式
外部足場 別紙 00-0005

1
式

内部足場 別紙 00-0006
1

式
災害防止 別紙 00-0007

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0008
1

式
計



建築工事 細目別内訳 10

ポンプ棟 土工

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
根切り 小規模土工

- 15.6
ｍ3

床付け つぼ,布掘り
15.9

㎡
埋戻し(B種) 小規模土工 発生土

9.8
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級
ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 土砂 DID区間有り 5.8
12.0㎞以下 ｍ3

建設発生土処分 処分費
5.8

ｍ3
土工機械運搬 根切り、埋戻し(小規模土工)

- 2
往復

計



建築工事 細目別内訳 11

ポンプ棟 地業 地業

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
砂利地業 再生切込砕石

1.3
ｍ3

計



建築工事 細目別内訳 12

ポンプ棟 鉄筋 躯体

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D10
異形棒鋼 14.4

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D13
異形棒鋼 15.8

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD295 D16
異形棒鋼 0.7

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D19
異形棒鋼 2.1

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D22
異形棒鋼 10

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D25
異形棒鋼 1.1

ｔ
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 JIS G3112 SD345 D29
異形棒鋼 0.5

ｔ
鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除

▲1.2
ｔ

鉄筋加工組立 RCﾗｰﾒﾝ構造
階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純 42.8

ｔ
鉄筋運搬費 4ｔ車 30㎞程度

42.8
ｔ

鉄筋ｶﾞｽ圧接 D19 -D19
57

か所
鉄筋ｶﾞｽ圧接 D22 -D22

360
か所

鉄筋ｶﾞｽ圧接 D22 -D25
58

か所
鉄筋ｶﾞｽ圧接 D25 -D25

24
か所

鉄筋ｶﾞｽ圧接 D29 -D32
36

か所



建築工事 細目別内訳 13

ポンプ棟 鉄筋 躯体

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
溶接金網 径6-100×100 材工共 代価表 0001

135
㎡

計



建築工事 細目別内訳 14

ポンプ棟 コンクリート 躯体

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度18 S15

粗骨材20 12.3
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度24 S15
粗骨材20 7.4

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度24 S18

粗骨材20 309
ｍ3

構造体強度補正値 1階床ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0002
Fc=24N/mm2 S=15 2.6

ｍ3
構造体強度補正値 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0003

Fc=24N/mm2 S=15 4.3
ｍ3

構造体強度補正値 1階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0004
Fc=24N/mm2 S=18 98.9

ｍ3
構造体強度補正値 2階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0005

Fc=24N/mm2 S=18 92.2
ｍ3

構造体強度補正値 3階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0006
Fc=24N/mm2 S=18 119

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

30m3/回程度 S15～S18 0.9
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 小型構造物 人力打設
工作物の基礎等 S15～S18 0.6
- - ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設
50m3/回未満 S15～S18 2.6
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎部 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設
50m3/回未満 S15～S18 4.3
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設
50～100m3/回 S15～S18 98.4
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設
50～100m3/回 S15～S18 92
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 躯体 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設
100m3/回以上 S15～S18 119
標準階高 圧送費､基本料別途 ｍ3



建築工事 細目別内訳 15

ポンプ棟 コンクリート 躯体

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟﾝﾌﾟ打設

50m3/回程度 S15～S18 11.4
- 圧送費､基本料別途 ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 30m3以上 50m3/回未満
圧送 基本料金別途加算 19.2

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 50m3以上100m3/回未満
圧送 基本料金別途加算 190

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 100m3/回以上
圧送 基本料金別途加算 119

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 30m3以上 50m3/回未満
基本料金 4

回
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 50m3以上100m3/回未満
基本料金 2

回
ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 100m3/回以上
基本料金 1

回
計



建築工事 細目別内訳 16

ポンプ棟 型枠 躯体

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
型枠 普通合板型枠

- 基礎部 5.7
- ㎡

型枠 普通合板型枠
ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 234
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠 普通合板型枠
壁式構造 地上軸部 0.3
階高2.8m程度 ㎡

型枠 打放合板型枠B種
ﾗｰﾒﾝ構造 基礎部 35.2
- ㎡

型枠 打放合板型枠C種
ﾗｰﾒﾝ構造 基礎部 1.7
- ㎡

型枠 打放合板型枠B種
ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 1,490
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠 打放合板型枠C種
ﾗｰﾒﾝ構造 地上軸部 517
階高3.5～4.0m程度 ㎡

型枠 打放合板型枠B種
壁式構造 地上軸部 4.8
階高2.8m程度 ㎡

型枠運搬費 4ｔ車 30㎞程度 往復
2,829

㎡
構造ｽﾘｯﾄ 垂直方向･耐火ﾀｲﾌﾟ 壁厚200

垂直全貫通型 緩衝材W=45 5.4
ｍ

型枠目地棒 打継目地 幅20 ×深さ20程度
159

ｍ
型枠目地棒 打継目地 幅20 ×深さ20程度

309
ｍ

型枠目地棒 水切目地 幅15 ×深さ10程度
95.4

ｍ
型枠目地棒 化粧目地 幅20 ×深さ10程度

32.2
ｍ

打放し面補修 B 種 ｺｰﾝ処理 部分目違いばらい
1,448

㎡



建築工事 細目別内訳 17

ポンプ棟 型枠 躯体

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
打放し面補修 B 種 ｺｰﾝ処理無 部分目違いばらい

81.9
㎡

打放し面補修 C 種 ｺｰﾝ処理無 全面目違いばらい
229

㎡
打放し面補修 C 種 ｺｰﾝ処理無 全面目違いばらい

290
㎡

計
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ポンプ棟 防水 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AI-1(保護密着断熱) 平場

絶縁ｼｰﾄ含 押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ3種bｽｷﾝ付 153
㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 D-2(露出絶縁) 立上り部
- - 39.7

㎡
伸縮目地 成形伸縮目地材 25×80

付着層ﾀｲﾌﾟ 122
ｍ

成形緩衝材
25.2

ｍ
防水入隅処理 立上り入隅面取り 幅70mm程度
(ﾓﾙﾀﾙ) 63.5

ｍ
塗膜防水 X-2 平面

表面塗料ｶﾗ- 36.2
㎡

塗膜防水 X-2 立上.立下り
表面塗料ｶﾗ- 12.9

㎡
塗膜防水端部
ｼ-ﾘﾝｸﾞ 10.2

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

10×10 3.2
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)
15×10 8.8

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

20×10 6.1
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)
10×10 83.7

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)

20×10 2.4
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系(PS-2)
15×10 1.9

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

20×10 34.1
ｍ
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ポンプ棟 防水 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

20×10 7.2
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)
20×10 159

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ 一般部 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)

20×10 334
ｍ

ｼ-ﾘﾝｸﾞ ｽﾘｯﾄ目地
垂直目地 内外共 5.4

ｍ
計
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ポンプ棟 タイル 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
床すべり止め 段鼻 施ゆう
磁器質ﾀｲﾙ Ⅰ級 150×60 41.3

ｍ
計
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ポンプ棟 タイル 内部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
床ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ(ﾕﾆｯﾄ) 磁器質 施釉 50角

下地ﾓﾙﾀﾙ別途 1.8
㎡

床ﾀｲﾙ張り 一般床ﾀｲﾙ張 Ⅰ類 施ゆう
100㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途 3.9

㎡
内装壁ﾀｲﾙ張り ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ 有機系接着張り(ﾀｲﾌﾟⅠ)

Ⅲ類 施ゆう 100㎜角 6.7
ﾓﾙﾀﾙ面 ㎡

床すべり止め 段鼻 施ゆう
磁器質ﾀｲﾙ Ⅰ級 150×60 33

ｍ
計
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ポンプ棟 屋根及びとい 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ 横形ろく屋根用 ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｼｰﾄ防水用

SGP 100A 張掛け幅 100 4
か所

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ ﾊﾞﾙｺﾆｰ用 塗膜防水用
VP100(差込み式) 張掛け幅 100 1

か所
硬質ﾎﾟﾘ塩化 径100
ﾋﾞﾆﾙ管とい(ｶﾗｰ) 45.1

ｍ
竪樋掃除口･ 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 径100用
空気孔 4

か所
ｼ-ﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚ-ﾄ ｽﾃﾝﾚｽ製 VP100用

5
か所

計
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ポンプ棟 金属 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
水抜ﾊﾟｲﾌﾟ SUSﾊﾟｲﾌﾟ30φ

L=200 (1F北階段) 1
か所

階段手摺 ｱﾙﾐ製 B-2 H=900
(斜部) 13.5

ｍ
踊場手摺 ｱﾙﾐ製 B-2 H=1150

31.6
ｍ

踊場手摺 ｱﾙﾐ製 B-2 H=1170
3.3

ｍ
防鳥網 ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS316) 金網:径1.5mm

網目:15mm W1950*D600
P=487.5 L材,ｱﾝｶ-共
<A-25> (D-11)

1
組

防鳥網 ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS316) 金網:径1.5mm
網目:15mm W2100×D950:P=420
L材,ｱﾝｶ-共
<A-25> (D-10)

1
組

外部点検ﾀﾗｯﾌﾟ ｽﾃﾝﾚｽ製 SUS304 径25
W400×H3700 歩み板,安全ｶﾞ-ﾄﾞ付 1
金物,ｱﾝｶ-共 か所

外部吊ﾌｯｸ ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304) 20KN
ｱｸﾘﾙ板共 1
<A-26> (D-17) か所

防水ﾏﾝﾎ-ﾙ蓋 鋳鉄製 ﾛｯｸ付
径600 1

か所
ﾀﾗｯﾌﾟ(足掛) ｽﾃﾝﾚｽ製 8-31-1

10
か所

足洗場ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞ 鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ 荒目 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型
1000×600 枠共 1

か所
ﾌﾞﾗｼ掛け ｽﾃﾝﾚｽ製 SUS304

ﾌｯｸ 6φ 1
か所

笠木 ｶﾗ-ｱﾙﾐ製 既製品
厚1.6 巾220 55

ｍ
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ポンプ棟 金属 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
笠木ｺ-ﾅ-加算 ｶﾗ-ｱﾙﾐ製 既製品

厚1.6 巾220 L型 4
か所

計
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ポンプ棟 金属 内部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) ふところ1.5ｍ未満

下地張りなし @300 ｲﾝｻｰﾄ含む 1.8
㎡

天井廻縁 塩化ﾋﾞﾆﾙ製
5.8

ｍ
ｽﾃﾝﾚｽ框 W50×H150 (D-19)

2.8
ｍ

階段手摺 ｱﾙﾐ製 B-2 H=900
(斜部) 13.1

ｍ
踊場手摺 ｱﾙﾐ製 B-2 H=1100

5.9
ｍ

踊場手摺 ｱﾙﾐ製 B-2 H=1100
L=4900 持出工法 1

か所
点検ｽﾃ-ｼﾞ用 ｽﾃﾝﾚｽ製 SUS304 φ25
はしご W400×H6900 足金物共 1

<D-22> か所
点検ｽﾃ-ｼﾞ用 ｽﾃﾝﾚｽ製 SUS304 φ25
はしご W400×H8300 足金物共 1

<D-23> か所
点検ｽﾃ-ｼﾞ(A) 鋼製亜鉛鍍金処理 W2000×D950

床CHPL-4.5 ｱﾝｶ-共 1
<D-20> か所

点検ｽﾃ-ｼﾞ(B) 鋼製亜鉛鍍金処理
W2000×D950,650
床CHPL-4.5 ｱﾝｶ-共
<D-20>

1
か所

点検ｽﾃ-ｼﾞ手摺 鋼製亜鉛鍍金処理 φ34 H=950
支柱BPL-6 ﾅｯﾄ締 5
<D-20,21> ｍ

ﾎｲｽﾄﾚ-ﾙ H-488×300×11×18 L=9250 2本
鋼材表面処理 ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄM16 1
BPL､振止､硬質ｺﾞﾑ 金物共 式

計
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ポンプ棟 左官 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ
仕上げ 138

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 防水下地
仕上げ 153

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 防水下地
仕上げ 33.9

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 防水下地
仕上げ 2.3

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ
仕上げ 0.5

㎡
笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅300
直均し仕上げ 62.9

ｍ
床ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 厚30

43
㎡

階段ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 厚30
17.6

㎡
階段排水溝 金ごて 厚20
ﾓﾙﾀﾙ塗り W=100 平面部 28.8

ｍ
階段排水溝 金ごて 厚20
ﾓﾙﾀﾙ塗り W=100 踏面､ｹ込 18.8

ｍ
ﾎﾞｰﾀﾞｰﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて 幅150 平部

29.4
ｍ

階段ﾎﾞ-ﾀﾞ- 金ごて 厚30
ﾓﾙﾀﾙ塗り W=150 踏面､ｹ込部 18.8

ｍ
床ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 厚30

0.6
㎡

立上りﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて H=150
(足洗場) ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 3.2

ｍ
立上り縁ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて W150*H100
(足洗場) 1.2

ｍ
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ポンプ棟 左官 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
立上り縁ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて W150*H300
(足洗場) 0.9

ｍ
立上り縁 金ごて W=150
天端ﾓﾙﾀﾙ塗り 1
(足洗場) ｍ
建具周囲防水 外部建具
ﾓﾙﾀﾙ充填 79.2

ｍ
防水形 ｺﾝｸﾘｰﾄ面 凹凸状 吹付け
複層塗材 E ｱｸﾘﾙ系 水系 つやあり 上塗2回 585

下地調整費(C-1)共 ㎡
外装薄塗材 E ｺﾝｸﾘｰﾄ面 砂壁状 吹付け

下地調整費(C-1)共 36.8
㎡

外装薄塗材 E ｺﾝｸﾘｰﾄ面 砂壁状 吹付け
下地調整費別途 60.6

㎡
計
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ポンプ棟 左官 内部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ
仕上げ 25

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 厚張物下地
仕上げ 2.4

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ
仕上げ 1.2

㎡
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 金ごて 直均し仕上げ
仕上げ 0.9

㎡
笠木天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ごて 幅300
直均し仕上げ 52.6

ｍ
床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて 一般ﾀｲﾙ下地 厚37

3.9
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り 木ごて ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ下地 厚22
1.8

㎡
幅木ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて 出幅木 高さ100

2
ｍ

壁ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて
内装ﾀｲﾙ接着張り下地 - 6.7

㎡
階段ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ごて ﾓﾙﾀﾙ仕上げ 厚30

16.8
㎡

建具周囲 内部建具
ﾓﾙﾀﾙ充填 44

ｍ
計
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ポンプ棟 建具 アルミニウム製建具

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
AW-1 W1700×H1000 B-2
引違い窓 ｱﾙﾐ額縁付 1

か所
AW-2 W 800×H1100 B-2
内開き窓 ｱﾙﾐ額縁付 1

か所
AW-3 W 600×H 600 B-2
横すべり出し窓 ｱﾙﾐ額縁･網戸付 1

か所
AG-1 W4600×H2000 B-2
給気ｶﾞﾗﾘ 津波線上部で防虫網付 1

か所
AP-1 W800×H2000 B-2
ﾊﾟ-ﾃｨｼｮﾝ隔て板 1

か所
取付費

1
式

運搬費
1

式
計
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ポンプ棟 建具 鋼製建具

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
SD-1 W2500×H3000
両開き戸 外部用大型気密 1

か所
SD-2 W2000×H2500
両開き戸 外部用大型気密 1

か所
SD-3 W2000×H3000
両開き戸 外部用大型気密 1

か所
SD-4 W 800×H2000
片開き戸 外部用気密 3

か所
SD-5 W 800×H1800
片開き戸 外部用気密 1

か所
SD-6 W 600×H2000
片開き戸 内部用気密 2

か所
SD-7 W1100×H 800
両開きｶﾞﾗﾘ戸 1

か所
SD-8 W1000×H2000
片開き戸 1

か所
SD-9 W 600×H2000
片開き戸 1

か所
SD-10 W 800×H2200
片開き戸 1

か所
SD-11 W 800×H2000
片開き戸 1

か所
SD-12 W 700×H2000
片開き戸 小窓･ｶﾞﾗﾘ付 1

か所
取付費

1
式

運搬費
1

式
計
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ポンプ棟 建具 ガラス

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
網入型板ｶﾞﾗｽ 厚さ6.8 特寸 2.18㎡以下 ひし

ｼｰﾘﾝｸﾞ 清掃共 3.1
㎡

計
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ポンプ棟 塗装 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ＤＰ塗り 鋼製建具面 1級 代価表 0007

素地ごしらえ及び下塗り共 71.2
㎡

ＳＯＰ塗り 亜鉛めっき鋼面 - 塗料1種 代価表 0008
錆止塗料B種 工程B種 12.7
素地B種 ㎡

計
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ポンプ棟 塗装 内部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種 塗料1種 代価表 0009

錆止工程A塗料A 40.9
素地C種 ㎡

ＳＯＰ塗り 鋼製建具面 - 塗料1種 代価表 0010
錆止塗料A種 工程A種 1回目別途 10.4
素地B種 ㎡

ＥＰ塗り けい酸ｶﾙｼｳﾑ板面 工程B種(一般)
素地B種 3.2

㎡
ＥＰ塗り けい酸ｶﾙｼｳﾑ板面 工程B種(見上)

素地B種 1.8
㎡

ＥＰ－Ｇ塗り ｺﾝｸﾘｰﾄ面 工程B種(一般)
素地B種 5.9

㎡
ＤＰ塗り 鋼製建具面 1級 代価表 0007

素地ごしらえ及び下塗り共 18.3
㎡

計
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ポンプ棟 内外装 内部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
天井 けい酸 ﾀｲﾌﾟ2(ﾉﾝｱｽ)0.8FK 厚 6
ｶﾙｼｳﾑ板張り 目透かし 1.8

㎡
壁 厚15 ｺﾝｸﾘ-ﾄ面
硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付 68.7

㎡
天井 厚15 ｺﾝｸﾘ-ﾄ面
硬質発泡ｳﾚﾀﾝ吹付 121

㎡
壁 吸音板2号32K厚50
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ板張り ｶﾞﾗｽｸﾛｽ額縁貼 ｽﾃﾝﾚｽﾌｧｽﾅ-止め 270

㎡
壁ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ ｱﾙﾐ製 L-30*50*2
壁下見切縁 55.8

ｍ
床 吸音板2号32K
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ板張り 厚100 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ額縁貼 ﾎﾞﾙﾄ止め 2.4

㎡
壁 吸音板2号32K
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ板張り 厚100 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ額縁貼 ﾎﾞﾙﾄ止め 20.1

㎡
天井 吸音板2号32K
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ板張り 厚100 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ額縁貼 ﾎﾞﾙﾄ止め 2.4

㎡
隔て板 ﾉﾝｱｽ 厚5 嵌込み
ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板張り 1.6

㎡
計



建築工事 細目別内訳 35

ポンプ棟 ユニット及びその他 外部

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
室名札 ｱｸﾘﾙ板 250×50

(8-43-1) 5
か所

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ ｱﾙﾐ製 ﾎﾟﾘｶ-ﾎﾞﾈ-ﾄﾄﾞ-ﾑ 900角
固定式 防露形
2段水切りｱﾙﾐ製t2.0
中空ｼ-ﾄt9,網入型板ｶﾞﾗｽ厚6.8
<A-24> (D-2) 2

か所
煙突 外径457.2×H11200

筒身PL-6.4 溶融亜鉛ﾒｯｷ
成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材 650ﾟC ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ材
内径319 SUS304(2B) 厚1.0
全面内貼 先端ｶﾊﾞ-,ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ 2
耐火物,BPL,金物,水切受,ﾓﾙﾀﾙ共 本

煙突点検口 W300×H500
2

か所
煙突陣笠 SUS304(2B) 陣笠φ600 H=350

支柱･ｹ-ｼﾝｸﾞ共 2
か所

煙突外 水切ｶﾊﾞ- SUS304(2B) 厚1.0
W1900×D1050×H200 1
煙周囲立上り付:φ560×H120 か所

煙突排水目皿 SUS304(2B)
径50 2

か所
煙突排水管 SGP50A:(D-24)

L=500 2
か所

足洗場 水栓柱 ｽﾃﾝﾚｽ製
1

か所
計



建築工事 別紙明細 36

ポンプ棟 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
遣方 別紙 00-0001

1
式

遣方 一 般
225

㎡
計

墨出し 別紙 00-0002
1

式
墨出し 一 般

RC･SRC造 地上階 337
㎡

計

養生 別紙 00-0003
1

式
養生 一 般

RC･SRC造 地上階 337
㎡

計

整理清掃 別紙 00-0004
後片付け 1

式
整理清掃 一 般
後片付け RC･SRC造 地上階 337

㎡
計



建築工事 別紙明細 37

ポンプ棟 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
外部足場 別紙 00-0005

1
式

枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240
(手すり先行方式) RC造標準日数 修理費含む 849

12m未満 3階建 建築面積 300㎡ ㎡
安全手すり 枠組本足場用
(手すり先行方式) RC造標準日数 修理費含む 126

建築面積 300㎡ ｍ
外部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む

鉄筋･型枠足場 5
階高4.0m以下 - ㎡

外部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 躯体支保工 4.8

階高5.0m以上5.7m未満 転用数 1 ㎡
外部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 躯体支保工 10.4

階高5.7m以上7.4m未満 転用数 1 ㎡
外部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 躯体支保工 7.6

階高9.1m以上10.8m未満 転用数 1 ㎡
外部仕上足場 RC造標準日数 修理費含む

脚立足場 39.3
階高4.0m以下 平家用 ㎡

計



建築工事 別紙明細 38

ポンプ棟 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
内部足場 別紙 00-0006

1
式

内部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 鉄筋･型枠足場 70.2

階高4.0m超5.0m未満 転用数 1 ㎡
内部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 躯体支保工 107

階高5.7m以上7.4m未満 転用数 1 ㎡
内部躯体足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 躯体支保工 39.6

階高9.1m以上10.8m未満 転用数 1 ㎡
内部仕上足場 RC造標準日数 修理費含む

脚立足場 101
階高4.0m以下 転用数 3 ㎡

内部仕上足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 枠組棚足場 70.2

階高4.0m超5.0m未満 転用数 1 ㎡
内部仕上足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 枠組棚足場 107

階高5.7m以上7.4m未満 転用数 1 ㎡
内部仕上足場 RC造標準日数 修理費含む
(手すり先行方式) 枠組棚足場 39.6

階高9.1m以上10.8m未満 転用数 1 ㎡
計

災害防止 別紙 00-0007
1

式
ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張り 防炎Ⅰ類

RC造標準日数 修理費含む 3階建 849
建築面積 300㎡ ㎡

計



建築工事 別紙明細 39

ポンプ棟 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
仮設材運搬 別紙 00-0008

1
式

仮設材運搬 建枠幅900(二枚布)
(枠組本足場) 849
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 枠組本足場用(手すり先行方式)
(安全てすり) 126

ｍ
仮設材運搬 4.0m超5.0m未満
(内部躯体足場) 5
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 5.0m以上5.7m未満
(内部躯体足場) 4.8
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 5.7m以上7.4m未満
(内部躯体足場) 10.4
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 9.1m以上10.8m未満
(内部躯体足場) 7.6
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 4.0m超5.0m未満
(内部躯体足場) 70.2
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 5.7m以上7.4m未満
(内部躯体足場) 107
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 9.1m以上10.8m未満
(内部躯体足場) 39.6
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬(内部 4.0m超5.0m未満
仕上足場 棚足場) 70.2
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬(内部 5.7m以上7.4m未満
仕上足場 棚足場) 107
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬(内部 9.1m以上10.8m未満
仕上足場 棚足場) 39.6
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬 3階建
(内部仕上足場 101
脚立足場) ㎡
仮設材運搬 平家建
(内部仕上足場 39.3
脚立足場) ㎡



建築工事 別紙明細 40

ポンプ棟 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
仮設材運搬 別紙 00-0008

1
式

仮設材運搬
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類) 849

㎡
計



共通仮設費(積上) 明細 41

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
仮囲い 206日 修理費含む 仮囲鉄板 代価表 0011

H=2.0m t=1.2㎜ w=500 運搬費共 100
ｍ

ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ 206日 W=7200
1

か所
ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ運転 16t吊り ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料
(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準 35

日
交通誘導員 常時

206
人日

交通誘導員 大型車両進入時
35

人日
工事管理者 (社)日本鉄道施設協会認定

35
人日

列車見張員 (社)日本鉄道施設協会認定
105

人日
計



現場管理費(積上) 明細 42

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
広島県工事中情報
共有システム 1

式
計



代価表一覧 43

その他

NO 名 称 摘 要 単 位 数 量 単 価 金 額 丸め 備 考
溶接金網 径6-100×100 材工共 有り 代価表 0001

1
㎡

構造体強度補正値 1階床ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 有り 代価表 0002
Fc=24N/mm2 S=15 1

ｍ3
構造体強度補正値 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 有り 代価表 0003

Fc=24N/mm2 S=15 1
ｍ3

構造体強度補正値 1階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 有り 代価表 0004
Fc=24N/mm2 S=18 1

ｍ3
構造体強度補正値 2階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 有り 代価表 0005

Fc=24N/mm2 S=18 1
ｍ3

構造体強度補正値 3階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 有り 代価表 0006
Fc=24N/mm2 S=18 1

ｍ3
ＤＰ塗り 鋼製建具面 1級 有り 代価表 0007

素地ごしらえ及び下塗り共 1
㎡

ＳＯＰ塗り 亜鉛めっき鋼面 - 塗料1種 有り 代価表 0008
錆止塗料B種 工程B種 1
素地B種 ㎡

ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種 塗料1種 有り 代価表 0009
錆止工程A塗料A 1
素地C種 ㎡

ＳＯＰ塗り 鋼製建具面 - 塗料1種 有り 代価表 0010
錆止塗料A種 工程A種 1回目別途 1
素地B種 ㎡

仮囲い 206日 修理費含む 仮囲鉄板 有り 代価表 0011
H=2.0m t=1.2㎜ w=500 運搬費共 1

ｍ



○は「その他」の率対象

代価表 44

その他

NO 名 称 摘 要 単 位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考
溶接金網 径6-100×100 材工共 代価表 0001

1
㎡

溶接金網 径 6.0 ﾋﾟｯﾁ 100×100 1.1 1
01 ㎡

溶接金網敷 径6.0 100×100 1 1
02 ㎡

計

構造体強度補正値 1階床ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0002
Fc=24N/mm2 S=15 1

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度27 S15 1 1

01 粗骨材20 ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度24 S15 ▲1 1
02 粗骨材20 ｍ3

計

構造体強度補正値 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0003
Fc=24N/mm2 S=15 1

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度27 S15 1 1

01 粗骨材20 ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度24 S15 ▲1 1
02 粗骨材20 ｍ3

計



○は「その他」の率対象

代価表 45

その他

NO 名 称 摘 要 単 位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考
構造体強度補正値 1階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0004

Fc=24N/mm2 S=18 1
ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度27 S18 1 1
01 粗骨材20 ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度24 S18 ▲1 1
02 粗骨材20 ｍ3

計

構造体強度補正値 2階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0005
Fc=24N/mm2 S=18 1

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度27 S18 1 1

01 粗骨材20 ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度24 S18 ▲1 1
02 粗骨材20 ｍ3

計

構造体強度補正値 3階ｺﾝｸﾘｰﾄ + 3N 代価表 0006
Fc=24N/mm2 S=18 1

ｍ3
普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度27 S18 1 1

01 粗骨材20 ｍ3

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ JIS A5308 呼び強度24 S18 ▲1 1
02 粗骨材20 ｍ3

計



○は「その他」の率対象

代価表 46

その他

NO 名 称 摘 要 単 位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考
ＤＰ塗り 鋼製建具面 1級 代価表 0007

素地ごしらえ及び下塗り共 1
㎡

ＤＰ塗り 鋼製建具面 1級 1 1
01 素地ごしらえ及び下塗り別途 ㎡

錆止め塗料塗り めっき鋼面 工程B種 1 1
02 現場1回目 変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰ ㎡

素地B種
計

ＳＯＰ塗り 亜鉛めっき鋼面 - 塗料1種 代価表 0008
錆止塗料B種 工程B種 1
素地B種 ㎡

ＳＯＰ塗り 亜鉛めっき鋼面 - 塗料1種 1 1
01 錆止別途 ㎡

錆止め塗料塗り めっき鋼面 工程B種 1 1
02 現場1回目 変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰ ㎡

素地B種
計

ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種 塗料1種 代価表 0009
錆止工程A塗料A 1
素地C種 ㎡

ＳＯＰ塗り 鉄鋼面 工程B種 塗料1種 1 1
01 錆止工程A塗料A ㎡

素地ごしらえ 鉄鋼面 1 1
02 工程C種 ㎡

計



○は「その他」の率対象

代価表 47

その他

NO 名 称 摘 要 単 位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考
ＳＯＰ塗り 鋼製建具面 - 塗料1種 代価表 0010

錆止塗料A種 工程A種 1回目別途 1
素地B種 ㎡

ＳＯＰ塗り 鋼製建具面 - 塗料1種 1 1
01 錆止別途 ㎡

錆止め塗料塗り 鋼製建具面(屋内外) 工程A種 1 1
02 塗料A種 現場2回目 ㎡

1回目別途
塗装素地ごしらえ 錆止め塗料用 1 1

03 めっき鋼面 ㎡
工程B種

計

仮囲い 206日 修理費含む 仮囲鉄板 代価表 0011
H=2.0m t=1.2㎜ w=500 運搬費共 1

ｍ
仮囲い 設置費 仮囲鉄板 1 1

01 H=2.0m - - ｍ

仮囲い 撤去費 仮囲鉄板 1 1
02 H=2.0m - - ｍ

仮囲い 供用1日賃料 修理費含む 仮囲鉄板 1 206
03 H=2.0m t=1.2㎜ w=500 - ｍ

仮囲い 基本料 修理費含む 仮囲鉄板 1 1
04 H=2.0m t=1.2㎜ w=500 - ｍ

仮囲い運搬 H=2.0m 1 1
05 ｍ

計


